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ｉｎｔｒｏｄｕｃｔｉｏｎ



「まぁ簡単にいえば、この島全体が、ひとつの大きな学園、ということだな」

　海から吹いてくる風に髪をなぶられながら、南の島に住んでいるにしては日焼けしていない顔を見せる男。

　ナス型のサングラスをかけ、禁煙パイプを口にして、年代もののオフロード車のハンドルを操っている。むさくるしく伸びた髪と、無ぶ精しようヒゲをなんとかすれば、かなりの男前なのでは、と思わせるその人物こそ、もちろん、荒あら僚りよう冶じだった。

　そして僚冶の隣、助手席にしがみつくように腰掛けながら、文字通り荒っぽい運転に耐えている少女、いや、女性がひとり。

「……ですか？」

「ああ？」

　エンジン音とロードノイズで、小さな声は聞こえない。

　白いワンピースの女性は、膝ひざの上にかかえた布製の大き目のバッグが跳ねたり、頭に乗せたつば広の帽子が飛んだりしないように押さえながら、精一杯の大声を上げた。僚冶の耳元へ顔を寄せる。

「荒あら先生は、校医、でいらっしゃいましたよね!?」

「んぁ！　そんなに怒鳴んなくてもいい！」

「ん……だって」

（聞こえないから、大声を出したのに！）

　白い顔に膨れ面つらを作る。なぜかその頬ほおがほんの少し赤らんでいた。

「……吉きつ祥しよう寺じ、先生だったか」

「はい。吉祥寺、みさ緒おです」

　そう名乗った女性、みさ緒は、悪路から来る突き上げに耐えながら、笑顔を作った。屋根のないオープントップのせいで、まともに風がキャビンに吹き付ける。長い髪を押さえて上げた、ノースリーブのワンピースからのぞく白い腕がまぶしい。

　新任の国語、古典教師、吉祥寺みさ緒が夷い皇おう島じま学園の高等部二年を担当するため赴任してきたのが今日だった。

　珍しく、航空機で島の西側の飛行場へと着いたみさ緒を、こうして僚りよう冶じが出迎え、ひとまず教員寮へと送っているところなのだ。

「長旅だったろう」

「ええ。サイパンまでは普通に来れたのですけど、そこから、あんな年代ものの飛行機に乗せられるなんて……この車もそうですし、いったいどうなっているんですの？」

「ははは！　年代ものの飛行機に車か。確かにそうだ」

　みさ緒を運んできたのは、第二次大戦中の輸送機、Ｃ―47だった。そういえばいま乗っている車も、ウイリスＭＢ、いわゆるジープと呼ばれる、大戦中のアメリカの軍用車だった。

「この島の滑走路は、長さこそ二千メートル級だが、普段使わないせいで雑草に覆おおわれちまってる。使えるのは千メートルそこそこだ。それだって、総出で草刈りしたんだからなあ」

「そうなんですか!?　そんな、私のために、そんなことまでさせてしまって……ごめんなさい」

　恐縮するみさ緒に、僚冶は笑い声を上げた。

「まあ、モグラの掘った穴なんかがなくてよかったな。飛行機の車輪が落ちて、逆立ちしちまうこともあるんだ。そんなだから、古い飛行機か、小さいプロペラ機しか降りられないのさ。この車もそうだ。島には、物を運ぶトラックみたいな車はあるが、それ以外はほとんど車自体使われない。道路だって、何本もないからな」

「そう、なんですね」

（私、とんでもないところへ、来てしまったのかも）

　にわかに怖おじ気けづくみさ緒。

　実際、サイパンから乗って来たＣ―47は、どこもかしこもガタガタのボロボロ。いつ落ちてもおかしくないような飛行機だった。作られてから五十年以上は楽勝で経たっているのだから、エンジンが回っているだけ幸運ともいえたのだが。

（でも、ぶっきらぼうだけど、この荒あら先生、いい人みたい。それに、よく見ると、ちょっとかっこいい、かも……）

「いくつだ」

　しかし僚りよう冶じはそんなみさ緒おの顔を見ようともせず、無遠慮な質問を投げてくる。

「……二十三、です」

　女性に歳としを聞くなんて、というほど自意識過剰ではなかったが、みさ緒は少々鼻はな白じろむ。

（前言撤回。ガサツで失礼なヤツ！）

　またそういう子供っぽい表情がすぐ顔に出るのだ。

「変わってるな、こんな学園に、新任で来るなんて」

　僚冶はいっこうに気にせず、というよりも気が付いたふうもなく、話を続けた。

「それは……言われましたけれど、でもここは、日本で最高の、教育機関だと……」

「以前はな。いまでも試験は数十倍の超難関だが……」

「でも、親元を離れて厳しい寮生活を送るというのは、欧米の名門私学を手本とした制度で……それで、中等部から高等部、大学、大学院と、この島に……」

「まあな。しかしこんなふうに学生ばかりで集まって、南の島で暮らしてると、だんだん居心地がよくなってくるらしい。本土に帰りたがらないヤツらも増えてきてる。盆正月も帰省しない。そのうち、学生ビジネスってやつを始めて、商売が楽しくて居つく連中もいてな」

「学生ビジネスって……」

「いってみれば、ここは日本の本土から隔絶された、隔離された、といってもいいか、ひとつの小さな国みたいなもんだ。独自の通貨、チケット、っていうんだが、そんなものまで発行してる。学生たちは毎月決まった額のチケットをもらって生活するんだが、そのうち手持ちのチケットを増やそうと思ったのが始まりだな。最初はギャンブル、そのうち商売を始めて、いまじゃ変な街までできちまう始末だ」

　それが高等部校舎の近くに広がる〈学生街〉だった。学生が多く集う街だからではなく、学生がやっている店が集まった街、なのである。

「そんなことが、あるのですね。島の人口は、約一万人。いろんな学生がいる、ということかしら」

　まるでパンフレットに書いてあることを読むように、みさ緒が言う。

「この学園で先生をやるんなら頭に入れておいたほうがいいだろう。ここじゃ、教師より生徒のほうが力を持ってる。教員組合も全校生徒会には逆らえないくらい、なんだぜ」

「それは、高度な学生自治、ということなんですか？」

「そういえば聞こえはいいがな。実際は、生徒会の独裁、といったほうがいい。有う楽らく町ちようリオナ、いまの高等部の生徒会長が、学園の女王、てとこか。副会長に高たか田だ黎れい。風紀委員会っていう親衛隊みたいなのもある。巣す鴨がもめぐみ、が委員長だ」

「まあ、女王だなんて。ステキですね。女のコばかりなんですね」

「素敵、か……。確かにな。有う楽らく町ちようリオナのおかげで、この学園は女権優位だ。それから、この生徒会にちょうど対抗するように、華道部があってな」

「華道。まあ、私、華道を昔、やっていたんです」

　急に夢見るような表情になるみさ緒お。

「そうか。そいつは好都合かもな。華道部は、田た町まち由ゆ佳か里りが部長。副部長に上うえ野の響織きよう子こ。それに、大おお崎さきゆひ、なんかがいるな。部員は全部で二十人ほどだったか。中でも少々変わってるのは……」

　僚りよう冶じは急カーブに、グッ、とステアリングを切った。ぐらり、と車体が揺れる。

「キャア！」

　みさ緒は思わず僚冶の腕にしがみついた。

「夏なつ岡おか橘きつ子こ……きっ子と、ヘンシェルだろうな。二人は、発明部にも入ってる。ん、もう一人、フォルゴーレもいたか」

　荒れたワインディングロードにもかかわらず、僚冶はいっこうにスピードを緩めようとしない。みさ緒は悲鳴を上げながら、僚冶の話どころではなかった。

「この三人はまあ、ちょっと普通人とは違うから、そう思ったほうがいいだろうな。三人とも、姉妹みたいなもんだが、なに、問題児ってわけじゃない。フォルゴーレは、少々問題アリ、かもしれないが」

「はぁ？　荒あら先生、なにか、おっしゃいました!?　発明部、って……」

「ああ。発明部は、市いちヶが谷や馨けい一いちのいるところだ。部長は九く品ほん仏ぶつ広ひろ美み、それに、流ながれ山やま…浩こう一いち郎ろうだっけかな、副部長は」

「あの！　荒、先生、そんな、激しく、しないで！　ください。もっとゆっくり、運転して！」

　上下にも左右にも揺すられて、みさ緒はもう息も絶え絶えというふうに叫んでいる。ひどく車酔いもしていた。

「大丈夫だ。もうひどい道も終わる。ほら、こっちが島の北側、中心部だ。全部の校舎、それに学生寮や教員寮、大学病院なんかの施設がある。南側は、さっきの飛行場に代表されるように、ほとんど使われていない。山のほうなんてのは、立ち入り禁止でな。昔の日本軍の陣地がそのまま残ってたりも……おい、大丈夫か」

「は、はい、大丈夫」

（う……気持ち、悪い……！）

　みさ緒はにっこりと笑顔を浮かべるが、その顔色は蒼そう白はくだった。

「じゃないみたいだな、かなり。もう少しの我慢だから……」

　僚冶が言いかけた、そのときだった。

　急に気分が悪くなったみさ緒が、口を手で覆おおった。目がみるみる潤うるんでいく。

「無理、か。いったん止めるか？」

　みさ緒おは自分の手で口を覆おおったまま、うんうん、と頷うなずく。僚りよう冶じはアクセルペダルから足を離し、ジープをスローダウンさせた。

　ほとんど止まりかけたところで、我慢できなくなったみさ緒が、席から立ち上がろうとした。

「あ、まだ立つな！」

　僚冶が言い、手を伸ばしたときにはもう遅かった。

　避けがたい地面の瘤こぶに乗り上げ、そのまま右前輪がガタン、と落ちる。車体の後部に手をかけ、助手席から腰を浮かしていたみさ緒は、僚冶の手も届かず……、

「キャアアアアア！」

　ジープから弧を描くように、飛び出し、そして……落下した。

　バシャアアア！

　おりしも、そこは昨夜の雨で泥の水溜たまりができているところだった。

　荷物ごと転げ落ちたみさ緒は、白いワンピースは言うまでもなく、顔まで見事に、泥だらけと化していた。

「お、おい……」

「だ、大丈夫、ですよ。ぜんぜん、痛くないですし、それに、さっきまでの気持ち悪いの、ウソみたいに消えちゃった……はは、ははは……」

（な、なあにぃ、これ……！　さ、最低～～～!!）

　僚冶がジープを降りて、手を差し伸べる。みさ緒はまだ、泥溜りの中心で女のコ座りしたままだった。

「ほら、こっちへ」

「あ、いいんです。荒あら先生も、汚れちゃいますから……私一人で……あ、ああああ！」

　ワンピースに似合う華きや奢しやなサンダル。それがいけなかったのか。転落の拍子にヒールが折れたらしいサンダルは、バランスをとって立ち上がろうとするみさ緒の努力を無にすべく、泥溜りの底で、滑すべった。

　ズルッ！

　再びの泥しぶき！

　今度は頭から泥に突っ込んだみさ緒がいた。

「おいおい、どうなってるんだ。本当に大丈夫かよ」

「はは……大丈夫……な、わけじゃないいいいい！　わああああああ！　どうしてえ！　どうして私が、こんな目に遭わなきゃならないのおおお！　あああああああん！」

　精一杯張っていた虚勢が崩れた瞬間、大声を上げて泣き始めるみさ緒だった。泣き崩れる、ではなく、天を仰いで泣きわめいている。その表情は、どう見ても二十三歳の女性とは思えないものだった。

「やれやれ、だぜ」

　僚冶は禁煙パイプをギュ、と噛かみながら、吸い込んだ息を大きく吐き出した。



    

  
    
      

第１章　ホントに先生なんですか？



１



「はああああ……」

　深い深いため息をつきながら、がっくり肩を落とすのは、もちろんみさ緒おだった。

　教員寮の側そばの、ちょっとした公園。そのベンチにみさ緒は腰掛けていた。

　すでに日は傾きかけている。

　オレンジ色の太陽が、みさ緒の顔をまぶしく照らしていた。

「ホント、ドジよねえ」

　ジープから落ちて、全身泥だらけになってしまった。それどころか、持っていた荷物まで泥に浸つかっていた。

　その結果、着替えもなくなってしまったのだ。

「他ほかの荷物を、船便にしたのがいけなかったのね。届くのは明日だっていうし」

　みさ緒は僚りよう冶じに送ってもらい、なんとか教員寮へはたどり着くことができた。あわてて全部の服と着替えを風ふ呂ろ場で洗濯することになる。

　しかし、そうなると着るものがない。

　………………

「今日は日曜で購買部も休みだ。学生街へ行けば怪しい物が売ってるかもしれないがな。まだ先生には難しいだろ。しかたがない。これでも着てるんだな」

　そう言って僚冶が、自分の校医室から持ってきてくれた着るものとは……、

「で、でもこれって、制服じゃないですか!?」

　まごうかたなき、セーラー服である。

　ケガをしたり、事故で制服が汚れてしまったときのために、校医室には男子用と女子用の着替えがひと揃そろい用意してあるのだった。

「これしかないんだ。嫌なら、裸でいるんだな」

　下着まで洗濯してしまえば、確かに乾くまで、裸でいるしかない。

「そんな！　……わ、わかりました。着ます！」

　………………

　と、こんな事情でいま、みさ緒は夷い皇おう島じま学園の女子制服、セーラー服を着て公園のベンチに一人で座っていたのだ。ベランダなどなかったから、みさ緒の部屋の中は手洗いした洗濯物でいっぱいになっていた。

「もう乾いたかしら。なんだかスースーする。それに、ちょっとサイズ、きついし……」

　僚冶が用意してくれたのはもちろん制服だけ。下着はないので、みさ緒は素肌に直接セーラー服を着るしかなかった。それに、サイズが小さいのか、胸や腰の辺りが少々窮きゆう屈くつだ。

　南国とはいえまだ四月、それに日が傾いてきてからは、洗濯物の乾きも遅い。

「やっぱり、着るものを買いに行ったほうがいいのかしら。それに、下着も……」

　夜になっても乾かなかったら、と思うと決心せざるを得なかった。

「その学生街、というところなら、休日でもいろんなものを売っているのよね。よし、決めたわ！　……といっても、どっちへ行ったらいいのお？　う～ん、誰だれかに教えてもらわないと……あ！」

　みさ緒おが視線を上げたとき、そこに運良く（？）一人の学生が通りかかった。

「すいませーん、あの……！」

　　　＊　＊　＊

「んー……」

　市いちヶが谷や馨けい一いちがその日珍しく一人で歩いていたのは、別に人生の無常を感じていたからとか、一人で何事かゆっくり考えたかった、などということではなかった。

　単に、女子全員のガイダンスが六限目に行われることから、男子だけ早めの帰宅が許されたせいだ。

　なぜか開放的な気分になって、馨一はグーっと伸びをした。

「きっ子もヘンシェルも、女のコだからなあ。でも女子だけ集めて勉強って……」

　空想が膨らむ……。

（やっぱり、オシベとメシベがどうとか、雄おすネジと雌めネジとか、凸でこと凹ぼこが……ま、まさか……）

　なぜか赤らむ顔をブンブンと振る馨一。

「ま、まあ、いいや。せっかく一時間早く帰れたんだ。何しようか……そうだ！　学生街のゲームショップへ行ってみよ。まだ今月はチケットも五千以上あるし……」

　誰に言うでもなく、馨一は声に出してしゃべった。まるで頭の中の内容を上書きするかのようだ。足早に公園を通り過ぎようとした。と、そこへ……、

「……すいませーん！」

　向こうから手を振っている女生徒がいる。

「ん、なんだ？」

　不審に思いながら馨一が近づくと、女生徒は無理に浮かべたような笑顔でベンチから立ち上がった。

　背丈は、ちょうど馨一と同じくらいだろう。

　洗ったままのようなパサパサの長い髪。化粧気のない顔は、しかし近くで見るとびっくりするくらい美しい。ちょっと垂れ気味の目がキュートだ。

　その女生徒とは……そう、みさ緒だった。

「なんですか？」

　セーラー服を着ているので、馨一にはみさ緒が女生徒にしか見えない。

（……見たことないけど、ずいぶんきれいな人だなあ。ん？　制服の襟に緑色のライン？　てことは……）

「きみ、一年生？」

「え？」

　馨けい一いちに聞かれて、みさ緒おは戸惑った。

　カーッ、と全身が熱くなる。

（こ、これ、一年生女子の制服だったのね。よりによって、ひどいわ！）

　三年生の制服だったとしても、問題はあまり変わらないような気もするが……。

「あれ？　女子はみんな、ガイダンスの時間じゃないの？」

　改めて、みさ緒を見つめる馨一。

　小さめの制服に押し込められて、はちきれそうなところに、つい目が行ってしまう。

（な、なんか、色っぽい、コだな。ホントにぼくより年下なのか）

　馨一の視線に気づいたのか、みさ緒はサッ、と顔を赤らめた。

「あ、あんまり、見ないで……」

「あっ、ご、ごめん……」

　思わず馨一は目を逸そらした。

（一年の女子は、ガイダンスないのかな。変なこと言って、悪かったかな）

　それにしても、と馨一は思う。

　新学期になって、馨一たちは二年生になった。こうして一年生を見ると、それを実感する。

　一年生といっても、同じ夷い皇おう島じまの中にある中等部からほぼ全員が持ち上がってくるだけなのだが、やはり中等部と高等部では心持ちが違う。こうして間近で見て初めて、馨一も後輩ができたこと、自分が先輩になったことを感じた。

　もっとも、みさ緒は本当は後輩ではなく、女教師なのだが……。

「あの、学生街って、どっちのほうなんですか？」

　みさ緒は口に出して、あっ、と思った。

（なんで学生に敬語使ってるの、私～。これじゃ、ホントに一年生だと思われちゃう！）

　しかし心の隅で、こうも思う。

（そうだわ！　このまま一年生の女子、っていうことで、通しちゃうっていうのはどうかしら！　どうせメイクもしてないし、髪も洗いざらしのバッサバサだもん。誰だれも教師だなんて思わないわ。それに、こんな格好してるのが私だって、先生だって、わかったら、それこそ大変じゃない！　そうよ、ここはこのまま、女生徒で押し通すのよ！）

　意を決するみさ緒。その決意はそうとう間違っているような気がする。

　いっぽう、言われた馨一は、

「学生街って、あの学生街？　知らないの？」

　と少々怪け訝げんな顔。

「あ、あの！　その、あまり行っちゃいけないって、いままで言われていたので……」

　とっさに言い繕つくろうみさ緒お。

「そうか。中等部だと、ああいうところにはあまり行かないよね。ちょうど良かった。ぼくもいまから行こうかな、って思ってたところなんだ。いっしょにそこまでつきあうよ」

「え、いや、でも！」

（教えてくれるだけでいいのよ、場所を～～。だって、下着買うとか言うの、恥ずかしいじゃない！）

「どうしたの？　学生街、行くんでしょ？」

　馨けい一いちとしては、高等部に入って初めての後輩に、いろいろ親切にしたい気がまんまんである。一般に、先輩風を吹かせたい、ともいうが。

「……じゃあ、お願いします」

　みさ緒がしぶしぶ従うと、

「うん。行こう。ところで、きみ、名前は？　ぼくは、市いちヶが谷や、馨一、二年」

　馨一が名前を聞いてくる。

「え！　な、名前？　吉祥……い、いえ！　その、あの……」

「きっしょう……さん？」

「いえ！　み、みさ……よ、です。みさよ！」

「みさよ、さん……みさよ、ちゃんだね」

「みさよ、ちゃん……」

　みさ緒は目眩めまいがした。

　何が哀かなしくて、赴任早々女子高生の格好をして、しかも生徒に〈みさよちゃん〉などと呼ばれなくてはならないのか。

（が、がまんよ。この場面さえ乗り切って、ちゃんと服や下着を買えば、すぐに着替えて、まともな私に戻れるのよ！）

　いまの自分は、どうやらまともではないらしい。

　セーラー服姿の女教師。しかも妙に似合っているところがまた、怪しい。

「ま、いいや。行こう、みさよちゃん。早く行かないと、日が暮れてきちゃうよ」

「そうね……いえ、そうですね、先輩」

　調子に乗って馨一を先輩、などと呼ぶみさ緒。そのままベンチから勢いよく立ち上がった。そこへ運良く、いや、運悪く、海からの強い風が吹きぬけた。

　ビュッ！

　一瞬、高々と翻ひるがえるみさ緒のスカート。

「……！」

「……！！！」

　停止する時間。

　停止する思考。

　停止する、理性……。

「……い、行こうか、みさよちゃん」

「は、はい。市いちヶが谷や、先輩」

　何事もなかったかのように、あくまで何事もなかったかのように振る舞いながら歩き出す二人。しかし、その顔は二人ともこれ以上ないほど朱に染まっていた。いまにも血管が切れて血が噴き出しそうだった。

（い、いま、みさよちゃんの、何か……いや、まさかまさかまさか！　ありえないありえない！　いつも変なことばかり考えてるから、幻を見たりするんだー！　市ヶ谷馨けい一いち、ぼくのバカバカバカ！）

（な、なによ、なによなによ！　このスカート、短すぎるのよ！　なんで私が、私があああ！　間違ってる、なにか、なにかが間違ってるのよー！）

　馨一とみさ緒お、二人の中で、さまざまな思考、空想、妄想が、熱暴走状態の頭を嫌というほど駆け回り、跳ね回り、のたうち回った。
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　ここはお馴な染じみ、夷い皇おう島じま学園一、まったりとした空気が支配する生徒会執務室。

　権力をいいことに迎げい賓ひん館を占拠する高等部生徒会の拠点、その中心部である。

　ヴィクトリア朝の豪華な調度に統一されたこの部屋の本来の主、有う楽らく町ちようリオナを差し置いて、いまドッカリとソファーに寝転ぶのは、

「ぷはーあ！　いい気持ち！」

　フォルゴーレである。

　イタリアからの交換留学生、と見えてその実は、南米アルゼンチンに潜伏するネオ・ナチ組織、真紅の十字クロイツロツサのアンドロイドだ。

　その任務は、きっ子、ヘンシェルの二人のアンドロイドを破壊し、馨一を誘拐することにあった。しかし最初の行動に失敗したあと、帰還することもなくなぜか生徒会に居座っている。

「ちょっとあんたー、どうでもいいけど、なにか着なさいよー！」

　そう言うのは巣す鴨がもめぐみだ。生徒会の風紀委員長、リオナの親衛隊ともいえる組織の隊長でもあるのだが、その行動は少々舌足らずでそそかしい。

「んあー、あ？」

　言われたフォルゴーレは、指摘通りの一糸もまとわぬ姿で寝そべっている。地中海の日差しを一身に浴びたオリーブのような、艶つややかで小麦色の肌をいっぱいに伸ばしながら、あくびをした。

「うっさいわねえ。ミが何しようと勝手でしょう。それより生徒会長、液体水素、換えておいてね。何度も使いまわすの、嫌だからさ。いつも新鮮な水素を補給したいのよ」

　そう言って、たったいま出てきた水素補給槽を振り返る。

　全高二メートルはある、円筒形の水槽に、液体水素が満たされていた。

　アンドロイドのフォルゴーレは、そのシステムである体内の燃料電池を動かすために水素の補給が欠かせない。酸素は空気中から取り入れ、水素はこうして週に一度、補給槽に数時間浸つかることで補給するのだ。

「こんなものまで作って……とうぶんここに居座るつもりということじゃなくて……」

　対面の一人掛けソファーに腰掛けたリオナが眉み間けんにしわを刻みながら言う。

　今年三年の生徒会長。日本人離れした美しいブロンドも、輝くような白い肌も、このところ心労のせいか少々くすみがちなのは隠せない。ダイエットにはどうやら成功したようだが。

「補給システムで、百五十万円。毎週の液体水素の費用が……」

　傍らで冷静にモバイルＰＣを操るのは、副会長の高たか田だ黎れいだった。黎も今年三年、めぐみは二年になっていた。

「いいじゃない、なにケチケチしてんのよ。こうしてミがここにいて、華道部のアンドロイドからあんたたちを守ってあげてんだから、ありがたく思いなさいってば」

「ありがたく、ですって？　現に、このあいだの華道部の御ご殿てんを取り上げる作戦は失敗したのじゃなくて！　わたくし、生徒会長として全校生徒に恥をかいたのよ！」

　リオナが憤いきどおる。

　フォルゴーレの謀略は、大同団結した文化系クラブの猛反発で失敗。リオナは華道部を解散させようとした命令を取り消さざるを得なくなり、面めん子つを失ったのである。

「なーによ。一度や二度の失敗くらい。そんなことを気にしてちゃダメダメ！　イタリア人、嫌なことはすぐに忘れて、気持ちを切り替えるネ！　最後に勝てば問題ナシ。見てなさい。まだ諦あきめたわけでも、負けたわけでもないことを思いしらせてあげるデス！」

　そう言うと、フォルゴーレは足首まである長い濃緑色の髪を、ばさり、と振って見せた。風もないのに翻ひるがえる髪。フォルゴーレは自分の髪を自在に操ることができる。

　髪のひと房でテーブルの上のリモコンをつかみ上げると、器用に小さなボタンを押す。テレビがお笑い番組を映し出した。

「キャハハハ！　パンくわえながら走ってるデスよ！　なにこれ、アハハ！」

　フォルゴーレの嬌きよう声せいにも似た笑い声が高まる中、テンションはどんどん下がっていくリオナたち三人。

　テレビに夢中、と見せて、フォルゴーレはそっと右手を持ち上げた。スッ、と甲の一部がせり上がり、中に砲身と見える穴が覗のぞく。

「フフン、もう十分回復したネ。このあいだは後おくれをとったけど、もうヘンシェルやきっ子、ボロアンドロイドたちには負けないわよ」

　ナノマシンによる修復を終えた武器を収納し、フォルゴーレは再びソファーの上で怠惰に身体からだを伸ばした。弾はずむような肢し体たいが、ベランダから差し込む午後の光に照らし出されて、妖あやしく光っていた。
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「このへん、だけど」

　とにかくも、熱暴走も沈静化してきた頭で、馨けい一いちが言う。みさ緒おの顔をようやく見られるようになった。それでも、つい油断しているとさっきの衝撃的映像が脳裏をかすめ、またカッ、と顔が赤らんでしまう。

「そ、そうね」

　みさ緒のほうも、なるべく馨一のほうを見ないようにしながら応える。やはり馨一の顔を見ると、恥ずかしさで顔が赤くなってしまうのだ。

「じゃ、じゃあ！」

「じゃあ！」

　同時に口走って、二人は思わず顔を見合わせた。そして互いに赤面し、また顔を背ける。

「……あの、市いちヶが谷やくん……市ヶ谷、先輩、もう、このへんで、大丈夫ですから」

「いや、でもこのへん、ってだけじゃどこにどんな店があるのかもわからないよ」

　確かに、辺りは一面、アジアの市場のような大勢の人手と喧けん騒そうだ。立派な店があるわけでも看板が出ているわけでもない。

　たいていは掘ほっ立たて小屋やバラックのような建物がえんえん細い路地の両側に続いているだけだから、初めて来たみさ緒などに目的の店をすぐ探し出せるとは思えなかった。

「はあ……そう、ね。これでは」

「待って。まえに、流ながれ山やま先輩に、聞いたことがある。その手の、女性用の衣料を売っている店が……確か、こっちだったかな」

　ここまで来て放り出すわけにはいかない。むしろここまで連れてきた責任上、みさ緒をきちんと行きたい店まで送り届ける必要がある、と馨一は考えた。

（そうだよ。かわいい後輩が困ってるんだ……あれ？　困ってるって、やっぱりさっきのそういうこと……？　いや、違う違う！）

　頭をブンブン振って幻（？）を追い払おうとする馨一。

「あの、市ヶ谷、先輩？」

「あ、ごめんごめん。いいんだ、こっちだよ。ええと、こっちこっち！」

　………………

　そうして曲がりくねった路地を、人ごみを掻かき分けるようにしてたどり着いた一軒の店。

「確か、ここだと、思うんだけど」

　なんだか間取りの狭そうなその店は、入り口に小さく〈リシュリュー〉とある。

　入りにくそうな店構えだが、ここは我慢して入るしかない、とみさ緒は思う。

（とにかく、なんでもいいから買っちゃえばいいのよ。ババシャツでも、おばさんパンツでも、なんでも！）

「あの、ありがとうございました市いちヶが谷や先輩！　ご恩は一生、忘れません」

　ここで馨けい一いちを帰そう、と思うあまり、ずいぶん大げさな挨拶あいさつをしてしまった。みさ緒おはニッコリ、と笑うと、店の立て付けの悪いドアを開けた。そのまま中へ姿を消す。

「あれ、みさよちゃん！　……ま、いっか。とりあえず、ちゃんと後輩の面倒を見たんだし、うん。上々だよ」

（それにしてもみさよちゃん、ときどき、ドキッとするような大人っぽい表情するんだよな。本当に一年生なのかな。ああいうコもいるんだなあ）

　なぜかまた頬ほおが赤らんでいる馨一。

　いいことをした、と帰ろうとした瞬間……、

「キャアアアアア！　イヤアアアア！」

　けたたましい悲鳴とともに、けたたましく店のドアが開いた。と思ったら、さっき入ったばかりのみさ緒が飛び出してきた。

　みさ緒はその勢いのまま、馨一に思わず抱きついてくる。

「うわ！　な、なんだ。どうしたの!?」

「こ、このお店、この……！」

「まさか、何か、変なことでもされたんじゃ？」

　洋服店、といえば着替え。

　色っぽいみさ緒が、着替えの途中に痴漢されている、そんな光景が馨一の頭の中に浮かんだ。

（許せない！　女のコの弱みに付け込むようなマネは……！）

　しかし次の瞬間、店の入り口にヌッ、と現れた巨漢の姿に、馨一は思わず後ずさった。そしてその男の格好にも。

　ぴったりした革のパンツ。マッチョな上半身は裸で、覆おおっているのはサスペンダーだけ。そして頭にはポリスキャップ。両手には指抜きされたやはり革の手袋。

　よく見ると、手袋やパンツのあちこちに銀色の鋲びようが光っている。動くと、ジャラッ、と腰につけた鎖の音がした。

（つ、強そー！　というより、ダメだ、勝てない、絶対！　あ、謝れば、なんとか、なる、かな……）

　逡巡しゆんじゆんしながらも、なんとかみさ緒だけは逃がしてやれないか、と馨一が考えていると、威圧的に見下ろしていた男が、口を開いた。

「なによ！　人のことを痴漢か何かみたいに、人聞きが悪いったら！　いきなり入ってきて、勝手に悲鳴上げて出ていくなんて、ひどいわ！」

「……は？」

　なんだか、みさ緒の台詞せりふを裏声の男が読んでいるような……。よく見るとメイクしているらしい男のごつい顔を、思わず馨一は見上げた。派手なマスカラに縁取られた目と、目が合った。



    

  









    
      （この人って、どういう？　いや、でもみさよちゃんは……）

「ええと、みさよちゃん、なんか、あったの？」

「い、いいえ……とくになにかあった、わけじゃないんですけど、だって、お店の中が、すごいんですもの……！」

　言われた馨けい一いちが恐る恐る覗のぞき込むと、確かに店の中は一風変わっていた。

　革やエナメルのブーツ、パンツ、手袋、レオタード、なぜかマスクやアイパッチなどもある。女性用とおぼしき下着もトルソのようなマネキンが着てはいた。が、それも革かエナメルで、あちこちに鋲びようがついている。

「こ、ここは……」

「そうよ。ボンデージ専門店よ」

「ボン、レスハム……」

「ボンレスハムじゃないよ、ボンデージ！　ボン、しか合ってないじゃないかよ！」

　いつのまにか男が普通の話し方に戻っている。そのほうが、むしろ怖くないのが不思議だった。

「流ながれ山やま先輩、こんな趣味もあったのか、まさか……」

　馨一がぽつり、とつぶやくのを、店主らしいその男は聞き逃さなかった。

「なんだ。流山の知り合いか」

「知ってるんですか、先輩を」

「ああ。この店を作るときに、中の照明やらなんやらを、やってもらったんだよ。それともうひとり、くほん……」

「九く品ほん仏ぶつ部長？」

「ああ、そうそう。あんときはずいぶん助かったよ。なんだ。流山たちの知り合いなら、一割引きにしておくけど、どうだ？」

「い、いいえ、やっぱり、やめておきます。あ、はは。どうも、すいませんでした！」

　誤解は解けたし、きちんと謝ることもできたが、やはり買い物をする気にはなれなかった。ほうほうの体ていで店を後にする。

「……みさよちゃん、もう、大丈夫だよ」

「あの、すいません。私が、大声を出したから騒ぎが大きくなっちゃって。ホントに、ごめんなさい」

「いいんだ。ぼくだってあの店の中を見たら、驚いたもの。ぼくが案内したんだから、むしろぼくのせいだよ。それにしても、先輩たち、意外なところで活躍してるなあ」

（こんなふうにバイトしながら、発明部の活動資金を調達しているのかもしれない。生徒会から支給されている部の割り当て費なんて、ごくわずかなものだし）

　むしろ、流山たちの顔の広さと、地道な努力に尊敬の念さえ感じてしまう馨一だった。

「さっきは、助けてくれようとしたんですよね、私を」

　みさ緒おが馨けい一いちを見つめていた。

「っていうより、ぼくもびっくりしただけだよ。なんとか、謝ってすまないかな、って考えていただけだから。助けるなんて、そんな大それたことじゃないよ」

「でも、私のために……」

「それよりさ、みさよちゃん。まだ、服を買ってないんだから、他ほかの店へ行ってみようよ。心当たり、他にもあるから」

「は、はい！」

　……しかしそれから行った店も、あまり最初のボンデージ店と変わりないのだった。

「こ、ここは!?」

「はい、お客様。いらっしゃいませ！　当店〈モンテクッコリ〉は、アニメ、コスプレ専門店でございましてー」

　店内には、見渡す限り、メイド服、戦闘服のようなレオタード、それに、キャラクターものらしいいろんな変形セーラー服が……。

「これじゃ、いま着てる服と変わらないじゃない……い、いいえ！　えっと、もっと、普通の服が、いいかなー、って……」

「そ、そうだよね。あはは……」

（先輩、この店でも内装工事とか手伝ったのかなー）

　馨一はなんとフォローしていいかわからず、

「ま、まだ、あと一軒、知ってる店があるから。知ってるっていうか、まえに先輩に教えてもらった、店。そこに行ってみよう」

　……しかしそこもまた、軍服と警察官の制服、専門店だった。

「いちおう、婦人警官の制服も、あるね……」

「そう、みたい……」

「お客様ー！　我が〈ソビエツキー・ソユーズ〉ではー……！」

　それ以上店員の台詞せりふを聞くこともなく、逃げるように店を出る馨一とみさ緒。

「……はあ。この小さな島にマニアックな店が、あんなにあるなんて」

　というより、マニアックな店ばかり選んだように行くのも難しい、と思うが。

「そうね……そうですね。私の知らない世界がまだまだあるんだな、って、驚いたけど、感心しちゃいました」

　そういえば、最初のボンデージ店ではあんなに騒いだみさ緒も、その後のコスプレ店や軍、警察系の店ではもう悲鳴を上げたりすることはなかった。馨一が店の中まで付き添ったから、というのもあるのだろうが。

「ごめん。服、買えなかったね」

　もう日が沈もうとしていた。水平線から真っ赤な光が横殴りにさしてくる。

「いえ。もう、大丈夫です、多分。いろいろと、ありがとうございました、その……先輩」

（きっともう洗濯物も乾いたわよね。小さい下着なんて。ま、良かったのかな）

　みさ緒おは服を求めて学生街を歩き回ったことも案外無駄ではなかった、と思いなおす。それに、この少年。市いちヶが谷や馨けい一いち、という二年生の男子……。

（なんだか、不思議。私と背丈もあまり変わらないのに、歳としだって、ええと、六歳も？　下なのに……）

　沈む日に赤く染まった馨一の横顔が、やけにたのもしく見えてしまうのはなぜだろう。

「そっか。もう帰る？　女子寮まで、送るよ」

「え？　いいです。いいんです。そんな、遠回りさせちゃ……」

「いいよ。女子寮へ寄っても、せいぜい十五分くらいだから。あ、ぼくは、華道部の御ご殿てんに住んでるんだ」

「え？　華道部の、御殿？」

　率先してもう歩き始めた馨一の後を、追うように並びかけたみさ緒が聞いた。

「うん。正確には、御殿っていうのは通称で、学園の儀典用の建物なんだけど、その管理や、日本庭園の維持を華道部がすることで、一種の部室みたいになって、そこにみんな住んでるんだ。あ、御殿に住んでるのは、女子だけだよ。ぼくは、いちおう華道部にも入ってるけど、発明部っていうのにも入ってて……」

「発明部？」

「そう。いろいろな機械を発明したりするクラブなんだけど。そうだね、華道とは全然関係ないよね。そのへんは、ちょっと事情があってさ、華道部御殿の離れみたいなところを、部室に使わせてもらってるんだ」

「そう……そうなんですか」

（荒あら先生が言っていた、華道部と、発明部。この市ヶ谷くんが……）

　感心したように言うみさ緒に、馨一はちょっと笑いかけた。

「みさよちゃんも、華道に興味があるの？」

「あ、はい。昔、やってたんです。でも中学生のときだから、もう十年くらいま……あああ、きょ、去年まで！」

「そうなんだ！　じゃあ、華道部に入るといいよ。華道部は、部長の由ゆ佳か里りさんとか、副部長の響織きよう子こさんも、とってもいい人たちばかりだから。絶対、気に入ると思うよ」

「そ、そうですね」

「ごめん。なんか、力入っちゃったけど、別に強要してるわけじゃないから。ただ、みさよちゃんが華道部に入ると、楽しいかなあ、って」

「え？」

「あ、いや、別に深い意味は」

　何か変な意味があると誤解されたのでは、と思うと、馨一の頬ほおが赤くなった。赤くなった！　と意識すると、なおのこと頬に血液が集中してくる。あげくのはてに、公園で見た衝撃映像までがフラッシュバックしてきて……

「のああ！　ダメだダメだ！」

　中曽根康弘、竹下登、宇野宗佑、海部俊樹、宮澤喜一……！

　急にブンブンと頭を振り出した馨けい一いちに、みさ緒おが驚いてその腕をとった。

「大丈夫!?　ですか、先輩」

「ああ、ごめん！　うん、大丈夫。あれ……」

「あっ……」

　馨一の腕をつかんでいたことに気づいて、みさ緒はとっさに手を離した。しかしその離し方が、また急過ぎはしなかったか、と思う。

（もっと自然に、何気なく離れればよかったのに……。これじゃ、嫌ってるみたいに思われちゃう……嫌ってる？　嫌って、ないけど……）

　ひとりで思考ループに入っているみさ緒をよそに、こっちはなんとか冷静さを取り戻した馨一が言った。

「着いたよ。みさよちゃん」

「着いた？　え？　ここは、どこ？」

「どこ、って。女子寮じゃないか。高等部の」

　しかし、みさ緒の部屋があるのは、もちろん教員寮である。

「そ、そうね。ここ、ここよ、ここ！　間違いなく、私の部屋はここ！」

　半ばヤケクソのように言うみさ緒。

「じゃあ、ぼくはここで。みさよちゃん、気が向いたら……」

「気が、向いたら……？」

「……いや、なんでもない。じゃあ、ね。さよなら」

　気が向いたら、華道部にも遊びに来て、と言おうとしたのだ、馨一は。しかしなにか押し付けがましい気がして黙ってしまった。

「う、うん。さよ、なら……」

　みさ緒もそれをおぼろげに感じ取りながらも、別れの挨拶あいさつを返すしかなかった。わずかに、手を上げて振って見せることで、少しでも親愛の気持ちを伝えようとした。

　遠くで馨一も、手を振ってくれた。

　それがみさ緒にはひどくうれしく思えた。

「市いちヶが谷や、馨一くん、かあ……」

　馨一が去ってしまった高等部女子寮のまえで、けっきょくセーラー服姿のままのみさ緒は小さくつぶやいていた。そしてもう暗さのほうが多くなってしまった空を仰ぐ。

「……教員寮って、どっちなのよ」

　　　＊　＊　＊

　その夜、みさ緒は一人でたっぷり湯を使い、バスに浸つかっていた。

　教員寮はもちろん個室。すべての部屋にバスルームがある。

「はあー……うう～ん……」

　風ふ呂ろはみさ緒の趣味、といってもいい。

　朝はシャワーで済ませるが、一日の終わりにはたっぷり時間をかけて湯に浸つかる。本を読みながら半身浴で一時間くらいは普通。ときには二時間ほども入っているときがあるほどだ。

　泥をかぶったあと、とりあえずシャワーしか浴びられなかった。やはりこうして湯に浸からないと、本当にきれいになった気がしない。

　湯気の立ち込める浴室は湿気も心地よい。

　みさ緒おは決して広くはない浴槽の中で、精一杯伸びをした。湯がたぷん、と波打つ。

「なんだかひどい目に遭ったけど、でも終わりよければ一日は○まる、かな。もう洗濯物も全部、乾いたし、あとはアイロンかけて、明日着ていく服の心配もないわね」

　これで窮きゆう屈くつなセーラー服とも、もちろんお別れである。

「それにしても……あの子、市いちヶが谷やくん……」

　みさ緒の中で、何度目かの馨けい一いちの顔が記憶の中の映像として浮かび上がった。

「男の子って、みんなああいうふう、なのかしら」

　一軒目に行ったボンデージ店で、馨一がみさ緒をかばったことを、じつはみさ緒本人は驚いていた。

　みさ緒は悲鳴を上げて店を出てきたのだ。つい馨一に抱きついてしまった。そんなとき、とっさに女性をかばって、敵（としかそのときは見えなかった店員）に相対するなど、みんなできるのだろうか。

「もし、行動を起こすにしても、よ。私なんて、考えて考えて、考えなきゃ、何もできないのに。あんな危険なことを、それも、自然にできちゃうなんて……」

　みさ緒自身は、夷い皇おう島じま学園の出身ではない。

　じつは小学生からずっと女子教育の学校で育った。大学ももちろん女子大。なので、七歳からずっと、男子とほとんど話したこともなかった。だから今日のように、馨一の腕をとったり、まして……

「抱きついたり、しちゃうなんて、私……」

　意識するとなんだか頬ほおが赤らんでくるのは、湯の熱さのせいだけではないはずだった。

「……バカらしい。六歳も下の、生徒に……市ヶ谷、馨一くん……市ヶ谷……ん？　市ヶ谷馨一!?」

　ハッ、と何かが閃ひらめいた。

　みさ緒はザバッ、と湯を掻かき分けるようにバスタブを飛び出すと、バスタオルを身にまとうのもそこそこに、まだ整理してない荷物の中から、プリントの束を取り出した。急いでめくる。

「市ヶ谷馨一、市ヶ谷……あった！」

　それはみさ緒が担任する、二年Ｆ組の出席簿だった。まぎれもない、市ヶ谷馨一の名があった。

「あった……あっ……あってどうするのよー！　困る、困るわー！」

　みさ緒の頭の中を、再びさまざまな映像、妄想が駆け回る。

「あのときだけだからって、もうほとんど会うこともないだろうからって、制服のまま一年生の振りを通したのに、これじゃあ……！」

　同じ教室で四六時中顔をつき合わせていれば、どんなに覚えの悪い人間でも、みさ緒おが、〈みさよ〉と同一人物であることくらい、わかってしまうに違いない。

「どうしよう。どうしよう……ああ～ん！」

　声を上げて泣いてももう遅い、のだった。
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「……市いちヶが谷や……市ヶ谷！　おい、市ヶ谷ァ！」

「……はっ！　はい？」

　翌日の朝。

　華道部御ご殿てんの広間。みんなでとる朝食の場である。

　二十人もの少女たちが居並ぶ姿は壮観ですらある。それに混じって、男子が三人。馨けい一いち、今年三年になった流ながれ山やま、そして今年〈も〉三年の九く品ほん仏ぶつである。

　じつは九品仏は今年高等部を卒業するはずだった。

　夷い皇おう島じま大学工学部を受験してもいた。

　しかし、すんでのところで出席日数が足りず、留年となったのである。

「……（涙）!!」

　馨一たち、発明部の部員は、九品仏の卒業を祝い、また夷皇島大学の合格を祈願して、追い出し＆合格祈願壮行会を催していた。もちろん、由ゆ佳か里りや響織きよう子こ、ゆひをはじめ華道部の少女たちも出席して、それは盛大な、楽しくてちょっぴり切ない、思い出の会となった……はずだったのだが。

「くーッ！　九品仏部長ォ！　卒業しても、発明部は一心同体ですよォ！」

　感激屋の流山は、百デシリットル以上の涙を宴会の席中ダダ漏もれさせていたという。

　……それが、一転。

　出席日数未了で留年が決まったのだから、周囲の目はなかなか厳しいものがあった。

「……（汗）!!」

　しかし、結果からいえば、夷皇島大学工学部の推薦枠から漏れ、試験も不合格であったから、九品仏の留年は意外にも好都合（？）であったともいえるようだ。

　そんな事情によって、九品仏は今年も三年を続けている。同じ三年になった流山は、副部長からいったんは発明部部長に就任したものの、いまは、部長代理、という妙に中途半端な位置に納まっていた。

「へーか、ごはん、こぼしてるであります」

　きっ子に言われて、馨一は下を見た。

「うわっ！」

　こぼしている、どころか、茶ちや碗わんの中の白飯が、そっくりまるごと、ズボンの股こ間かんの部分に落っこちているではないか。そういえば、熱い。

「わわわ！　熱っ！」

「ケーイチ、大丈夫か！」

　非常事態、とばかりにヘンシェルがグラスにすくった水をかける。

　たったいま、こぼれたご飯を茶碗に戻したばかりのズボンが、さっそく水でビショビショになった。

「あーっ！」

　立ち上がる馨けい一いち。これではもう、ズボンを取り替えるしかない。

「なにやってんだァ、あいつ？」

　急いで退場する馨一を見て流ながれ山やまが言う。しかしゆひは、

「なんか、怪しいなあ、市いちヶが谷やくん」

　そう断じた。隣にいた響織きよう子こが、うんうん、と頷うなずく。

「何かあったね」

「まあ、何かって、何です？」

　どんなときも冷静な由ゆ佳か里りが、聖母のような微笑を浮かべて、問いかけた。

「きっと、女関係だと思います。絶対、確か」

「何、女、だと？」

　ゆひの言葉に、聞き捨てならじと反応するのは、ヘンシェルだ。

「なぜ女のことだと、わかるのだ」

「んー、それは、カン、かな。ここのところずっと市ヶ谷くん見ているから、なんとなく、わかっちゃうんです。きっと、昨日何か、あったんだと思う」

「昨日……しかし昨日は……そうか、高等部の女子がガイダンスをしている間、だな」

　ガイダンスの間の空白の一時間、馨一に起こった何かとは、もちろん……。

「ケーイチ、許せん！」

　そこへタイミングよく、馨一がズボンを替えて戻ってきた。

「いやあ。びっくりしたよ。でももう大丈夫……」

「へーか、うわきしてるでありますか？」

「ケーイチ、そこへ直れ！」

　突然突きつけられるヘンシェルの剣、そしてきっ子の見上げるようなまなざし。

「ちょ、ちょっと、どうして!?　ま、待ってよ、わあ！」

　思わず腰が浮き、逃げ出す馨一。しかしそのシャツをきっ子がつかんでいる。

　陸戦型アンドロイドのきっ子は、小さいのに体重は九十九キロある。つかまれたら、簡単には逃れられない。

　焦る馨一の顔を、ヘンシェルが覗のぞき込んだ。

「昨日、何があったのだ！」

　………………

「……いや、だからさ。服を買いに行きたいっていう後輩が困ってたから、学生街まで連れていって案内しただけだよ」

　あげく、きっ子とヘンシェルのまえで弁明させられる馨けい一いちだった。

「本当に、それだけか、ケーイチ」

「本当だってば」

「市いちヶが谷やくん、その人は、何を買ったの？」

　ゆひもいる。

「え？　けっきょく何も買わなかったけど……」

　ボンデージ店だのコスプレ専門店での騒動などを口に出したら、余計ややこしいことになると、馨一は思う。

「怪しい」

「な、なにが怪しいんだよ、ゆひちゃん」

「だって、その人、困ってたっていうことは、どうしても何か服を買いたい事情があったわけでしょう。なのに何も買わなかったなんて、おかしいじゃない」

　ゆひはちょっとばかり、馨一を責めるのを楽しんでいるふうでもある。それというのも、次々トラブルを招き入れる馨一の体質を見抜いてのことのようだが。

「確かーに、そうだァ！　市ヶ谷ァ！　だいたいおまえがひとりでいて、また下級生の女子に呼び止められた、ってのがおかしいだろォ！」

「そこのところはおかしくないですよ。相手も用事があったんだし。おかしくないよね？」

　馨一は同意を求めるようにみんなを見るが、きっ子もヘンシェルも、ゆひも首を横に振っている。

「あやしいでありますー！　へーかうわきしてるであります。～～～～」

「してない、してないってば、きっ子！」

「じゃあ、なんという名前なのだ、その女子は！」

「ええと、確か、みさよちゃん、だったかな」

「みさよ、ちゃん、だァ!?　いったいいつからちゃん付けするほど仲良くなったのかなァ？　市ヶ谷くぅん!?」

「違いますよー。後輩だから、さん付けじゃおかしいから、つい、みさよちゃん、って」

「だって、市ヶ谷くん怪しすぎだよ。すぐ女のコに声かけるなんて！」

　と、ゆひ。明らかに楽しんでいる。

「かけてないかけてない！　かけられたんだって。声かけられたの！」

「やっぱり市ヶ谷ァ、おまえが悪い！　さっそく下級生と仲良くなるとは何事だァ！」

　流ながれ山やまが言い、強く頷うなずく九く品ほん仏ぶつ。

「先輩も、待ってくださいよ。そんな、決め付けられても」

「じゃあ聞くがな、市ヶ谷。その、みさよちゃん、とやらは、どうなんだ」

「どうって？　なにがです」

「決まってるだろォ！　かわいいのか？　超かわいいのか？　宇宙かわいいのか？　おォい！」

「そ、それは……」

　詰め寄る流ながれ山やまの問いに、思わず馨けい一いちは口ごもった。

　ポッ、と顔が赤らむ。

「なに!?　ケーイチ！」

「あー、やっぱり！　市いちヶが谷やくん！」

「ひどいでありますー！　へーかうわきしてるでありますー！」

「い～ち～が～や～～～～ァ!!」

「ち、違う。これは、違いますよー、本当にぼくは何もしてないんですから、本当です、信じてよー！」

　馨一の弁解も、しかしこの場では火に油を注ぐようなものだった。

「ばかー！　へーかのばかー！　でありますー！」

　きっ子は泣きながら過粒子ビーム砲の発射態勢に入る。青白い光が手のひらへ収束していく……。

「わぁ、やめろ、きっ子！　止めてよ、ヘンシェル！」

「今回ばかりは私も合点がゆかぬ！　ケーイチ、そなたという男は！」

　ヘンシェルも一度収めた剣を抜き放つ。

「市ヶ谷ァ！　チャレンジャー海淵かいえんよりも深く反省しろォ！」

「市ヶ谷くんって、いつからこんな人になったのかなあ」

　この場に及んでも、がっちりと腕組みをしたまま胡座あぐらをかき、まるで仏像のように固まりながら首の上下動を繰り返す九く品ほん仏ぶつ。

　すでに朝食の片付けも終わった御ご殿てんの広間が、愛憎悲喜こもごも渦巻く空間（？）に変わる。時は朝、八時二十分……。
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「なんでこうなるの？　市ヶ谷くんのせいだよー。もう！」

　そう言いながら走っているのはゆひだ。

「だって、今日二年だけ朝礼だなんて、知らなかったんだよ、ホントに」

「へーか、おそいでありますー。はやくしないと、いちじかんめにもまにあわないでありますよ」

　ゆひだけではない、馨一も、きっ子も走っていた。

　朝の騒ぎで遅刻しそうになっているのだ。しかも思い返せば、今日は二年だけの朝礼がある日だった。それにはもう完全に遅れてしまっている。いまごろはグラウンドから生徒たちが教室へ戻るころだろう。

「私は三年だから、いいのだな」

　ヘンシェルはゆうゆうと、先に行ってしまっていた。加速装置を使えば、校門までなど彼女にはすぐだろう。

「ヘンシェル、怒ってたなあ。なんでこうなるんだよ」

　まるで、フン！　というふうに背を向けたヘンシェルを、馨けい一いちは苦く思い出した。

「だいたいゆひちゃんも、なんで……」

　あんなに煽あおるんだよ、と言おうとした馨一に、

「なにか言った？　市いちヶが谷やくん」

　ゆひが釘くぎを刺す。

「い、いや、何も、言ってません」

（ゆひちゃんって、やさしそうに見えて言うことは言う、っていうタイプかなあ）

　余計なことを考えているうちに、馨一とゆひ、それにきっ子は教室へ滑すべり込んだ。二年になってもクラス替えは行われなかった。三人とも、また同じクラスである。

「まにあったでありますね、へーか」

「うん。良かった」

　教室は、まだ教師が来る前の、雑然とした雰囲気の中にある。

　馨一は胸をなでおろしながら、鞄かばんを机の脇わきにぶら下げた。隣の席の級友に話しかける。

「あのさ、今日の二年の朝礼って何を……」

　ガラッ……！

　そのとき、教室のドアが開いた。

　この時間に前のドアから入ってくるのは教師しかいない。全員が反射的に席を立つ。馨一も話しかけるのを中断して、立ち上がった。

　が、目を上げて見た教壇の上にいたのは、いつもの見慣れた老男性教師ではなかった。

「……今日から、このクラスの担任になりました、吉きつ祥しよう寺じみさ緒おです。あの、私自身、初めてで、何もわからないことばかりですので、みんなにも教えていただきながら、いろいろ覚えていきたいと思っています」

　涼やかな声。やさしい笑顔。でもどこか自信のなさそうな……。

「あ、あれ？」

　馨一は思わず自分の目を疑った。つい教壇の上の女教師を見つめる。

　今日のみさ緒は、きっちりとメイクしていた。

　長い髪も編んでまとめ、アップにしている。アイラインにシャドー、ルージュはピンク系の光沢のある赤。

（こ、これで大丈夫よね。昨日のセーラー服の私と、まるで別人ですもの。絶対見やぶれっこないわ。ええと、市ヶ谷くん、市ヶ谷くん……キャア、いた！　わぁ、こっちを見てる！　わ、私を見てる!?　ウソ！　まさか、もうわかっちゃったの!?　見ないで！　そんなに見ないでー！　違うのよ。昨日の私は、私じゃないの！　昨日の女子高生は、先生じゃないのよー！）

　一人で焦るみさ緒お。

　もちろん、昨日のセーラー服姿の自分と別人であることをアピールするために、メイクや髪型を強調してみたみさ緒だった。

　服装も、オフホワイトのノースリーブのワンピース。

　襟元は深く開いているし、シェイプされたウエストには大き目のベルトをポイントに。片サイドスリットの裾すそは、膝ひざ上十五センチのミニタイトになっていた。足元は五センチの控えめなヒールの、やはり白のミュール。

（これで、大人の女性っていう感じ、完かん璧ぺきよね。そうよね？　な、なんでそんな目で見るの？　や、やめてー……！）

　みさ緒は胸元のシルバーをいじりながら、つい顔が赤らんでしまう。うつむきそうになるのを、懸命にこらえた。

「あの、先生！」

「え？　はい……あ、市いちヶが谷や、くん？」

　手を揚げたのは馨けい一いちだった。

（おかしい。なんだかおかしいぞ。絶対に、おかしい。この先生、昨日のみさよちゃんに、似てる。似すぎてる！）

「な、何かしら、市ヶ谷くん」

（ええ～。もうバレちゃったのお。イヤーん、どうしてえ。ま、まさか、この場で昨日のことを？　ダメ、それはダメえ！　先生が、セーラー服を着て女子高生になりすましていたなんて、変すぎるぅ！　恥ずかしすぎるのよお！）

「先生、昨日、女子寮の前の、公園で……」

「は、はい。公園、で？」

　ドキドキドキドキ……。

（言わないで、言っちゃイヤ！　市ヶ谷くん、言わないでえええ！）

　絶体絶命のピンチ（？）に、みさ緒の緊張と興奮は極限に達する。脚が震え、頬ほおがカーッ、と赤らんだ。

「……あの、ぼくが昨日会った、みさよちゃんって……」

「み、みさよ？　みさよなんて……」

　ドキドキドキドキドキドキドキドキ……！

（ダメ～～～え～～～!!）

「みさ緒先生の、妹さん、ですか？」

「違います！　私じゃありません！　私は先生なのよ！　セーラー服なんて着るわけないでしょう！　絶対違いますぅ！　人違いで、え!?　え？　妹？　妹ぉ!?」

　すっかり取り乱し、馨一の言葉もよく聞こえていないみさ緒だった。

「あの、だから先生の妹……え？　先生がセーラー服を？」

「違―――う！　違うのおおお！　ええ、ええ！　そう、そうよ。妹です！　私じゃないの。妹が、あの、何か、したかしら？　市いちヶが谷や、くん？」

（この際、妹でもなんでもいいわ。とにかくこの話題から逃げなきゃ！）

「なんだ。やっぱり妹さんだったんだ。だったら、いいんです」

　あっさりと着席する馨けい一いち。

　後ろの席のゆひが身を乗り出してささやいた。

「なあに、市ヶ谷くん。昨日の、その一年のコって、あの先生の妹なの？」

「みたいだよ。よく似てるから、あっ、って思ったんだ」

「へーか、せんせいのいもうと、かわいかったでありますか？」

　隣の席のきっ子も言う。

「いや、かわいいっていうか……」

（大人っぽいんだけど、かわいい感じなんだよなあ。ちゃんとお化粧したら、きっとあの先生みたいになるんじゃないのかな）

「市ヶ谷くん、別に先生の妹だったからって、疑いが晴れたわけじゃないんですからね」

「そんな、ゆひちゃん、考えすぎだよ。本当に何も……」

　ガラガラッ！　バシャッ！

　馨一が再び弁解しようとしたときだった。前触れもなく教室のドアが乱暴に開かれた。

「なんだ、なんだ？　あー！」

　今度は後ろのドアだった。振り向いた生徒たちから、誰だれともなく声が上がった。

「あ、あなたたちは、どなたですか？　もう授業が始まる時間ですよ」

　みさ緒おも声を尖とがらせた。しかし……、

「夷い皇おう島じま学園高等部生徒会よ。わたくしは、生徒会長の有う楽らく町ちようリオナ」

「おお～！」

　期せずして教室にどよめきが起こった。

　そこには、リオナ以下、副会長の黎れいなど、生徒会の主要なメンバーが顔を揃そろえていた。まるで父兄参観日よろしく、教室の後ろにずらりと並んでいる。

「めぐみ、よくやったわ」

　リオナがめぐみの頭をなでる。

「えへへー、リオナさまー」

　めぐみはまるで小動物よろしく、リオナになでられて鼻を鳴らしているかのようだ。

「あ、あいつら……そうか。めぐみのヤツが、またなにか報告したんだな」

　巣す鴨がもめぐみもまた、馨一と同じこのクラスだ。どういうことかは知らないが、めぐみの報しらせでリオナたちが動いたに違いない。

「リオナさん、ぼくたちは何もしていませんよ」

　馨一は立ち上がった。

「二年の朝礼に出なかったのは、悪かったですけど、でも新学期早々、あなたたちに何か言われるようなことは……」

（そうだ。またきっ子や、ぼくや、華道部に難なん癖くせをつけようったって、そうはさせない。どんなことでも、抵抗するんだ）

　でっちあげのスキャンダルで、生徒会が華道部に解散命令を出した前回のことを、馨けい一いちは思い出していたのだ。

　大勢に対しても退ひかない馨一を、みさ緒おは感心したように見ていた。

（市いちヶが谷やくんって、頼りなさそうに見えるけど、でもなんだか、とてもどうどうとしているのね。こんなふうにちゃんと物が言える男の子って……）

　なんとなく赤らんだ頬ほおをみさ緒がそっと押さえると、向こうから指をさしているリオナの姿が目に入った。

「……え？　私!?」

「そうよ、先生、あなたよ。何をとぼけているのかしら。今すぐわたくしたちに同行していただくわ」

「どうして？　どうして私が!?」

（まさか、制服を着て一年の女子になりすましたのがバレたの？　でもあの姿は市ヶ谷くんにしか見せていないし……。でも学生街を歩き回ったりしたから……で、でも、そんなことで罪になるの!?　それに、私は教師で、このコたちは生徒じゃない！）

　どうどう巡りのような思考をめぐらせながら逡巡しゆんじゆんするみさ緒に、めぐみが言った。

「ほらー、早くしなさいよー！　生徒だからって甘く見ないでよねー。先生、新任だから教えてあげるけど、この学園では先生より、あたしたち生徒会が偉いんだからー」

「そ、そんな。だからって、私を、どうするつもりなの？」

　急に雲行きが変わった中で、馨一はというと、半はん端ぱに取り残されていた。

「リオナたち、きっ子やぼくに用があったんじゃ、ないのか……でも、こんどはみさ緒先生が……！」

　いったいなぜみさ緒が生徒会に目をつけられなくてはならないのか、そこのところがわからない。馨一が手を出しかねていると……、

「ほらー、早くしなさいよー！　なにとぼけてるのよー、アンドロイドのくせにー！」

「え!?」

　めぐみの台詞せりふで、馨一たちに緊張が走った。ゆひが、馨一を見る。

「市ヶ谷くん！」

「うん。でも、まさか……」

「へーか、せんせい、あんどろいどでありますか？　きっこやへんしぇるとおなじでありますか？」

　きっ子の問いに、馨一は答えようがない。しかし、アンドロイド、という言葉を聞いた生徒たちが黙ってはいなかった。

「アンドロイド……だってよ。なんだ、それ？　鉄腕アトムみたいなもんか？」

「それを言うなら、ウランちゃんじゃないの」

「ねえ、アンドロイドって、何？」

「アンドロイド先生、萌もえ～！」

　騒然となる教室。

「バカ！　おまえがアンドロイドなんて口走るから、こんな騒ぎになったじゃない！」

　リオナがめぐみを叱しつ責せきする。

　みさ緒おは、うろたえながらも抗弁した。

「あ、あの、そういうことなら、大丈夫。私は、先生は、アンドロイド、持ってないから」

「持ってない？」

　黎れいが言い返す。

「だって、傷口に張る、絆ばん創そう膏こうのことでしょ？」

「それは、バンドエイドよ！」

「しかも商品名」

　リオナが思わず叫び、黎が付け加えた。

「とにかく！　もうアンドロイドでもなんでもよくてよ！　来ると言ったら、来るのよ！　いい歳としをして、バンドエイドなんてボケをかましてるヒマがあったら……」

　リオナが強引に押し切って、風紀委員たちにみさ緒を押さえさせようとした。が、ここで急に、みさ緒の顔色が変わった。

「……いい歳、ですってえ!?」

「え？」

「いい歳、とは、何よ！　いい歳とは！　私はまだ二十三なんですからね！　それは、あなたたちは高校生なんだから若いわよ。でも、若いからいいってもんじゃないんだから！　若いほうが偉いってわけでもないんですからね！」

　歳を言われたのがよほどくやしかったのか。突然ひとりで激げつ昂こうし、リオナたちに叫んだあげく、自分で目をウルウルさせてしまうみさ緒。反撃したのはいいが、ちょっと詰めが甘い感じだ。そのうえ、

「わかったわ！　わかったわよ。バンドエイドか、ＯＱオーキユーバンか知らないけど、私に用があるのなら聞いてあげるわ！　どこへでも連れていって！」

　逆ギレか、自や棄けか、そういい放つみさ緒。

「どっちも商品名……」

　ぽつり、と黎。

「せ、先生！」

　馨けい一いちは思わずみさ緒を気遣った。

「ゆひちゃん」

「ええ。市いちヶが谷やくん、行きましょう」

　みさ緒おをひとり、生徒会の只ただ中なかへ連れていかせてはならない。馨けい一いちの思いが伝わったのか、きっ子も馨一の手を握り締めていた。

「待って！　ぼくらも行くよ。いいだろう!?」

「なーんであんたたちが付いてくるのよー！　華道部はじゃまよー！　大目に見てもらってるだけ、感謝しなさいよー！」

　馨一の言葉に反発するめぐみ。

　華道部、と聞いて、みさ緒は思い出していた。

（そう。あのコたちが、華道部の……）

　そして、僚りよう冶じが言った言葉も。

『……華道部は、まあ生徒会に対抗するような、存在だな』

「ああもうどうでもよくてよ！　華道部の、あなたたちも、興味があるならついていらっしゃい！　そのうえで、正体を暴いてくれてよ！」

　リオナがもう面倒だ、とばかりに言う。

「いい？　本当に生身の人間だというなら、身体検査で証明してもらうわ！」

「ええええーっ!!」

「身体……検査!?　どうして？　どうしてなの!?」

　驚きよう愕がくするみさ緒。しかも本当のところ、成り行きにまったくついていけていないのは、じつはみさ緒本人だった。



    

  
    
      

第２章　先生はアンドロイド!?



１



「身体検査って、普通、生徒が受けるものでしょう？」

「ああ、そうだ。しかし、参ったな」

　みさ緒の抗議にも似た問いに答えるのは、相変わらず禁煙パイプをくわえたままの僚冶だった。

　教室を出てからも侃々かんかん諤々がくがくの話し合い、というよりかみ合わない議論と意地の張り合いから、生徒会の面々、みさ緒、それに馨一たちがけっきょくやって来たのは、僚冶の校医室だった。

　迎げい賓ひん館などへ連れ込まれては、一方的に生徒会の思うままにされる、と馨一が主張し、中立的な立場の僚冶のところが選ばれたのだ。確かに、身体検査といえば保険医はつきものではある。

　僚冶はこの島のほぼすべての事情を知っている。そこで、他ほかの風紀委員などを帰したあと、リオナは隠すことない意見を述べることができた。

「とにかく、この新任女教師がアンドロイドでないという保証がどこにあって？　だいたい新学期がすでに始まった今の時期に赴任してくることが不自然でしょう」

「それは、二のＦの担任の、比ひ日び木き先生が急に体調を崩して、本土へ帰っちまったからだろうが」

「そんなこと、いくらでも細工できてよ。だいたい、この学園はアンドロイドだらけじゃなくて？　ウチにもひとり、いることだし……」

　リオナが僚りよう冶じの言葉を遮る。途中で言葉に詰まったのは、もちろんフォルゴーレのことだ。フォルゴーレは、この場には来ていない。

「リオナさまの言う通りよー！　新しくやって来る女は、すべてアンドロイドって疑うべきなんだからー！」

　めぐみの言うことも、一理ある。

「しかも、また……からんでる」

　黎れいが言葉を濁したところは、馨けい一いちを捉とらえた視線が十分に物語っていた。

「な、なんだよ。ぼくがどうして」

　馨一は言うが、ゆひはむしろ頷うなずいている。

「確かに、先生のことでも市いちヶが谷やくん、からんでるわね」

「またー。ゆひちゃんまでー」

　正確には、馨一が〈からんでいた〉のは〈みさよ〉だったのだが。

「あの、さっきからアンドロイドとかなんとか、どういうことなんです？　それと私が身体検査を受けなくてはならないことに、どんな関係が？」

「うーん、難しい問題なんだが、確かにその可能性も否定できない、か」

　最後には僚冶までもが、みさ緒おのアンドロイド疑惑を認めてしまっていた。

「ご覧なさい！　わたくしの言う通りになってよ！　誰だれもが、あなたがアンドロイドだって、疑ってるのよ。疑いを晴らしたいなら、身体検査で証明しておみせなさい！」

「嫌です！　なんで先生の私が、身体検査をされなきゃいけないのお！　嫌といったら嫌！」

「いい歳としして、聞き分けがなくてよ！　疑われたくなかったら、さっさと身体検査を受けたらどうなの！」

「またいい歳って言ったわねえ！　とにかく、私一人で身体検査なんて、恥ずかしすぎるんだもの！　絶対、嫌あ！」

　リオナとみさ緒がにらみ合う。しかし、生徒と同じレベルで言い合いをする教師というのも……。

「先生一人に身体検査を無理強いするのは、こりゃあひどすぎるってもんだな。だが、リオナの言うように、ここではっきりすれば、俺おれたちも安心だってのも確かだ」

「荒あら先生！　それじゃみさ緒先生一人に、我慢しろ、って言うんですか」

　馨一が抗議すると、僚冶はなぜかニヤリ、と笑った。

「だからだ。みさ緒お先生一人じゃなく、リオナにも身体検査をつき合ってもらうってのは、どうだ」

　………………

　何度目かの口こう角かく泡を飛ばす議論の末、ついにみさ緒も折れた。

「わかりました。それなら、私、身体検査を受けます！」

　リオナがいっしょに検査を受けるなら、という条件である。リオナもリオナで、

「……よろしくてよ！　この勝負、受けて差し上げるわ！」

　なぜか身体検査がみさ緒とリオナの意地の張り合いの場になってしまっていた。

「よし、これで決まりだな。ならとっととやってくれ。俺おれは遠慮させてもらう」

　僚りよう冶じは早々に立ち上がった。校医室を出ようとする。

「通常の身体検査だって、女子の分は大学の女医さんに頼んでるんだ。だからリオナやゆひの裸も、俺は見たことないしな」

「当然よ」

　リオナは言うが、ゆひはなぜか顔を赤らめている。

「そこでだ。検査はここにいる女子にやってもらおう。つまり、高たか田だ、巣す鴨がも、それに、大おお崎さき、三人でやるんだ。これなら公平だろう」

「私たちが？」

「わかりましたー！　リオナさま、私たちがばっちりフォローしますからー！」

　戸惑いを見せるゆひに対し、めぐみはやる気満々である。

「そうとなったら、さっさとやってくれ。この部屋は使っていい。器具のありかは、わかるだろう。さあて、そうなったら市いちヶが谷や、俺たちは外へ出ていなきゃな」

「はい。じゃあゆひちゃん、がんばって」

「うん」

　ゆひが答え、馨けい一いちが部屋を出ようとしたときだった。それまで黙っていたきっ子が、馨一の服の袖そでをつかんだ。

「へーか。しんたいけんさ、ってなんでありますか？」

「え？　身体検査は、身長や体重や、ええと、胸囲や、座高とか、つまり身体からだのいろんなサイズを測ることだよ」

「おもしろそうでありますー。きっこもしんたいけんさ、するであります！」

「ええ？　きっこも？」

「おもしろいじゃないか、市ヶ谷。いっしょにやってもらうといいぞ、きっ子」

「でも……いいか。じゃまにならないようにするんだぞ、きっこ」

「はい、であります！」

　こうしてなぜかきっ子やリオナも参加した身体検査が始まった。

　………………

「なんで私が身体検査なんて……もう、嫌！」

　しぶしぶ服を脱いでいくみさ緒お。といっても、ワンピースを脱いでしまえばあとは下着だけになる。足下はミュールなのでストッキングも身につけていない。

　最後に、シンプルなチェーンのネックレスを外すと、ふぅ、とため息をついた。

「あ、じゃあ、お預かりします」

　僚りよう冶じに言われて身体検査の測定をすることになったゆひが、みさ緒のアクセサリーを受け取る。

「わぁ。やっぱり……」

「え？」

「あ、ごめんなさい。あの、ファンデーションとか、ステキで。大人っぽいんだ、って思って」

　繊細なレース使いのブラやショーツに、ゆひは思わず目を留めてしまったのだ。控えめなサンドベージュのカラーだがどことなく光沢がある。まるでみさ緒の身体からだを引き立てるかのようだ。

「嫌だわ。こんなことがあるって知らなかったから、普段の下着をそのまま着てきてしまって。あんまり、見ないでね」

　みさ緒の顔が、かすかに苦笑の形になる。

　一方のリオナは、脱いだ服をめぐみに投げつけるように渡していく。

「まったく、どういうことなの！　なぜわたくしがこんな……ええい、やるからには勝つわよ！　めぐみ！」

「はい！　リオナさまー、がんばって、くださいー！」

「勝つ……どうやって……？」

　そしてきっ子は、というと。

「ゆひ、きっこもう、ふくぬいだでありますー」

「え？　あ、きっ子ちゃん！　全部脱がなくていいのよ。ほら、これは穿はいて。これ、はいいかな」

「せっかくぬいだのに、であります。ゆひはぬがないでありますか？」

「私？　私は、ほら！　測る係だから」

「そうでありますか。みんなぬいだらいいでありますのに」

　どうやら身体検査をお風ふ呂ろと勘違いしているところのあるきっ子だった。

「あの、じゃあいきます。身長から」

　みさ緒がアンドロイドか否かを確かめるはずが、いつのまにか、ただの身体検査と化していた。

「わたくしから測っていただくわ！」

　真っ先にリオナが計測台に乗る。

　リオナの下着は鮮やかなコーラルレッドの上下だ。ゴージャスで繊細なレース遣いが、高価なインポートものであることをことさらに主張する。

「わ！　派手」

　思わずゆひが感想を漏もらすと、

「何が派手なのかしら。わたくしにはこのくらい、普段使いの下着だわ」

　そう言って、グッ、と胸をそらす。

　どうやら、やるとなったら一番乗り気なのがリオナだった。

　普段から、少々見せたがりなのが、このところフォルゴーレにすっかりお株を奪われて不満気味だったのかもしれない。

　リオナの身体からだは、スリムだが出るところはしっかり出ているモデル系プロポーションだ。北欧の血のせいで透けるような白い肌に、赤の下着がよく映える。

「さあ、測って！」

「ええと、リオナさん、百六十七センチ」

「まあまあね」

　日本人の女子のレベルからは、長身のリオナである。

「みさ緒お先生は……百六十二センチ」

「ええ、そんなものね」

「フフン。わたくしがいちばんね！」

　この場合、背が高いほうが勝ちなのだろうか。リオナは勝ち誇った笑みを浮かべる。

「きっこはー」

「きっ子ちゃん、百五十センチ」

「ははーん、あんたは、いちばんチビだってのよー！」

　百五十五センチのめぐみがここぞとばかり威い張ばる。

「むー、かんじわるいでありますー」

「身長、ときたら体重じゃなくて。次よ！」

　すっかり乗り気になったリオナが促す。

「リオナさん、五十二・五キロ」

「ちょっと、本当？　五十二・三キロの間違いじゃなくて？」

　しかしアナログの体重計では半キロきざみが精一杯だ。

「みさ緒先生は、五十三キロです」

「やだ、恥ずかしいわ」

「勝った！　勝ったのね！」

　リオナのほうが背は高いのに体重は五百グラム軽い。これをリオナ的には勝ちというらしい。

「きっ子ちゃん、九十九キロ」

「え、え？　こんなに小さいのに、どうしてそんなに重いの？」

　驚くみさ緒に、

「きっこのかちでありますか？」

「重いのは、負けー！」

　再び自分が勝ったかのように突っ込むめぐみ。

「さあ、次よ！　座高なんて、どうでもよくてよ！」

　リオナは勝ち誇って先を促す。

「……リオナさん八十五センチ、みさ緒お先生、八十五センチ、きっ子ちゃんは、七十二センチ」

「こんどはきっこのかち、でありますね!?」

　座高の勝ち負けは微妙である。しかし、身長はリオナが高いのに、座高は同じ、というならリオナのほうが脚が長い、ということになるだろう。そのあたりの回答に行き着くまでに少々時間がかかったが、リオナとしては満足したようだ。

「あと、胸囲とかも、測るんですか？」

「胸囲、つまりバストね。もちろんよ！　ほら、早く測って！　そこじゃなくて、ちゃんといちばん膨らんだところで測るのよ！　もういいわ、めぐみ！」

　普通胸囲はアンダーバストの辺りで測るものだが、リオナの言うところはどう見てもトップだった。そのためにブラまで自ら外している。

「リオナさまー、ほんとにここでいいんですかー？」

　ゆひに替わってメジャーをもたされためぐみが言う。

「いいから、早くお測り！」

「ひー、リオナさまー、八十九センチー！」

「八十……？　まあ、よくてよ。そっちはどうなのかしら!?」

　リオナににらまれ、しかたなくみさ緒もブラを外す。

「あーん！　どうしてこうなるのよー！」

「みさ緒先生は、九十センチです」

「九十……？　なんですって!?」

　リオナの顔から余裕の表情が消えた。

「なんですって！　ちょっと、正確に測っているんでしょうね！　めぐみ、もう一度測るのよ！」

「もちろんですー……あうあう、首を絞めないでー！」

　しかしめぐみが何度測っても、リオナのバストは八十九センチ。対してみさ緒は九十センチだった。たった一センチの差、なのだが。

「信じられなくてよ！　わたくしのバストはつねに九十センチをキープしてきたというのに！」

　得意種目（？）でまさかの勝ちを逃したアスリートのように、リオナは焦りを隠しきれないようす。

「りおな、おっぱいちいさいでありますか？」

「うるさいわねー！　つるぺたのあなたに言われたくなくてよ！」

　ちなみにきっ子は、七十五センチだった。立派なつるぺたである。

「ダイエット……」

　黎れいがひとことつぶやく。ダイエットのせいでリオナの胸までが縮んでしまった、ということだろうか。しかし一センチなのだが。

「まあ、若いんだからすぐ大きくなるわよ。若いんだから」

　ここぞと、若い、を強調するみさ緒お。ちょっと仕返しが入っているようだ。

「わかったわよ、もう！　次、次を！」

「ウエストなんて、身体検査にありませんけど……はい、リオナさん、五十八センチ……、みさ緒先生は、六十センチ」

　ゆひは、もうなんでもいいとばかりたんたんとメジャーをあてがう。身長は高いのにウエストは細い。がぜん、リオナが得意顔になる。

「次よ！　次ー！」

「ヒップ……リオナさん、八十八センチ。みさ緒先生、八十六センチ！」

「やった、勝ったのね！　……うん？」

　思わず、数字で上回ったことに歓喜するリオナ。しかしよく考えてみると……。

「リオナさまー、お尻しりの大きさで、勝ちましたねー！」

「バカ！　おまえは牛乳でも飲んで、身長を伸ばしなさい！」

　ちなみに、きっ子は上から、七十五、五十五、七十八。見事なつるぺた、幼児体形と言えよう……。
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　校医室とひと繋つながりの保健室で、リオナ、みさ緒、きっ子の身体検査が行われている間、僚りよう冶じと馨けい一いちは廊下に椅い子すを引っ張り出して腰掛けていた。

「ふうー」

　ため息ともつかない、僚冶の息を吐き出す声。

　とくに会話もなく、男二人で待つ廊下。

　壁一つ隔てた保健室では、リオナ、きっ子、それにみさ緒のあられもない姿が展開されているというのに。ところで、あられもない、とは、どういう意味だろうか……。

「あの……」

「ん？」

「先生、タバコ、やめたんですか」

「ん」

　会話、といえばこの程度である。

「なんで、ですか」

「まあ、身体からだによくはないからな……気分だよ。なんとなくやめたい気分になった、ということだ。もっとも、いままで十五年以上吸ってるからな。もう手遅れ、かも」

　僚りよう冶じは禁煙パイプを、まるでタバコのように指に挟むと、口から離した。そのあと、大きく息を吐き出す。一瞬、僚冶がタバコを吸っているのか、と馨けい一いちが錯覚したほどだった。

　ときおり、壁の向こうから嬌きよう声せいが聞こえた。

　いや、そんな甘い声なのかどうかはわからないが、女子だけが何人も（みさ緒おはこの場合女子、ではないかもしれないが）、ああだこうだとしゃべっていれば、男からすれば楽しげに聞こえるというものだ。

「おまえ、あの中で誰だれがいい」

　不意に、僚冶が聞いてきた。

「え？　いや、誰って、言われても、そんな、急に」

「隠すな。誰にも言うわけないだろう」

「はあ」

　言われて初めて、意識した。

（ええと、中にいるのは、リオナ、めぐみと、黎れいさん……）

　黎だけなぜかさん付けなのは、一度も話したことがないせいだろう。

（……それに、きっ子、ゆひちゃん、みさ緒先生……）

　ドキッ、とした。いや、しかし、どこでドキッ、としたのか。

「手っ取り早くいえば、だ。誰の裸がいちばん見たい」

「え！　でも、そういうことは……！」

　あからさまに言われて、馨一の顔がカッ、と赤らんだ。自分でもわかる。頬ほおが、熱い。汗が出てきた。

「当たらずとも遠からず、だろう。この壁の向こうで、いま身体検査をやってるんだからな」

「そ、そうですけど！」

　そういえば、女子の身体検査とはどういうふうにやるのだろう。どういう、格好で……。男子なら、パンツ一枚に決まっている。でも女子は……。

　思わず、ゆひやみさ緒が、下着一枚の姿でいる姿を思い浮かべてしまう。

（違うよ！　ゆひちゃんは測る係だろう。服を脱いでるわけないじゃないか。服を脱いでるのは……）

　リオナはなぜかイメージできない。以前、ビキニの水着姿も見たことがあるというのに。水着と下着は同じような形だと思うのに、ピンとこないのだ。

　美しく整ったリオナの身体からだだが、どこか無機質で味気ない感じもある。

（きっ子は……こんなもんだよな、きっと）

　馨一の中の、こんなもん、とはどんなもんなのか。当たらずとも、遠くはないようだが。

「あの吉きつ祥しよう寺じっていう先生、おまえ、好きになったんじゃないのか」

「えええええー！　な、なに、言ってるんですか！　ぼくにはきっ子や、ヘンシェルが！　それに、ゆひちゃんも」

「なんだ、おまえ、大おお崎さきのことが好きなのか」

　僚りよう冶じに言われて、馨けい一いちは、しまった！　と思った。

　ゆひのことは好きだが、それはどちらかというと、以前、漠然と憧あこがれていた、というのに近い。いまでも本当に好きなのか、きっ子やヘンシェルと較べて、あるいは並べて考えられるのか、それも怪しい。なのに、ゆひのことはいつまでも引っかかっているのだ。

　一方、みさ緒おのことは、僚冶に指摘されて気づいた。

　リオナやきっ子の裸はイメージできないか、できても動揺しないのに、みさ緒のことを考えると自分でもびっくりするほど反応してしまう。真っ先に頭に浮かんだのも、みさ緒の姿だった。

（まずい。まずいよー。どうしてなんだろう）

　馨一の中の、不思議な気持ち。

（やっぱり、みさ緒先生って、大人だからなのかな。妙に、色っぽいっていうか、ドキドキするんだよな。そりゃあスタイルはリオナのほうがいいけど、いや、先生だって、スタイルはすごくいいよ。でも、なんか違う。先生の身体からだは、いまそこにある、って感じで……あれ？　それって、みさよちゃんに、似てる……？）

「なんだ、急に黙って。そろそろ出てくるぞ」

「ええ!?　それ、困ります！　それは！」

「なにあわててるんだ。服は着てるよ」

「あ、そうか」

　馨一はまたしても僚冶に引っ掛けられた、と思った。ちょっと憮ぶ然ぜんとしながら、話題を変えようと思って聞いた。

「でも先生、身体検査なんかで、アンドロイドかどうかなんて、わかるんですか？」

「さあな」

「ＣＴスキャンとか、そういうのじゃないと」

「まあ、大学病院へ行けばあるがな。ちょっと聴診器を当てたぐらいじゃ、わかるかどうか。でも心配するな。あの先生は、アンドロイドじゃない」

「わかってるんですか!?　どうして」

「アンドロイドは、クルマから泥溜たまりの中へ落ちるほど、ドジじゃないよ」

「ええ？」

　もちろん僚冶は昨日の、みさ緒がジープから落ちて泥だらけになったことを言っているのだ。

「それにな、市いちヶが谷や。みさ緒先生、セーラー服もなかなかイケるぞ」

「はあ？　セーラー服？」

　そこまで言ったときだった。保健室のドアが勢いよく開かれ、同時に中の喧けん騒そうが外へと一気にあふれてきた。

「いいこと！　いちおう教師として赴任してきたことは認めてあげるけど、まだアンドロイドの疑いが晴れたわけじゃなくてよ！」

「もう！　まだ言っているの？　もう身体検査とか、こりごりよ。二度とお断りですからね！　有う楽らく町ちようさん！　それに、あなたたちもです！」

「なによー、リオナさまに逆らったわねー。あとで謝っても知らないからー！」

「……けっきょく何だったの、これ」

　黎れいの言葉が、事態をよく物語っている気もする。

「あー、なんだかつまらないことで疲れたわ。帰って何か冷たいものでも飲みたい。行くわよ、黎、めぐみ！」

　リオナたちが早々に去り、そして保険室から出てきたみさ緒おの顔を見たとたん、馨けい一いちは顔を背けた。なぜかカッ、と顔が赤らむのが自分でもわかったからだ。

「市いちヶが谷やくん！」

「ゆひ、ちゃん」

「なに、顔、赤くしてるの？」

「してないよ！　いや、あの……それより、どうだったの、身体……検査は」

「うん。先生は普通の人間よ。きっと」

「そっか。そうだよね。はは……」

　僚りよう冶じの言葉もある。これでみさ緒がアンドロイドでない生身の人間であることは間違いないと思えた。

（先生は、人間なんだ。先生は、普通の、自然に、生まれたままの、人間なんだよな）

　自分で思って、また顔が赤らむ。

「へーか！　きっこもしんたいけんさ、したであります」

「きっ子は、どうだったの？」

「たいじゅうは、きっこのかちであります！」

「体重……はは、そうだね」

「あと、しんちょうやざこうは、りおなのかち、であります。でも、ばすとは、せんせいのかちでありますー！」

「バスト……!?」

「嫌あ！　夏なつ岡おかさん、変なこと言わないの。恥ずかしいでしょおー」

　きっ子の言葉を聞きつけて、みさ緒が声を上げた。嫌々、をする真ま似ねをする。そして馨一とばったり顔を合わせた。

「あ」

「え？」

　なぜか、お互い、耳まで真っ赤になってしまう。

「あれ、市ヶ谷くん。ひょっとして、覗のぞいてた!?」

「まさか！　そんなこと、してないよ、するわけ……！」

「えええー！　覗のぞいてた、のお……!!」

　ゆひの言葉に、みさ緒おが激しく動揺する。真っ赤な顔が、さらに赤くなる。全身が、火を噴きそうなほどの熱さだった。

「ち、違います！　本当に、違うんです、先生！」

　恥ずかしさから顔を覆おおってしまうみさ緒に、馨けい一いちは思わず手をかけようした、そのとき、

　パァン！

　思わず手が出てしまったのだ。みさ緒自身、何をしたのか、自分でもわからずに、痺しびれた手を見つめる。

「あ……」

「あー、へーかをいじめたでありますー！」

「いいんだ、きっ子！　いいんだよ……」

　馨一は、打たれた頬ほおを押さえながら、きっ子の手を握る。

「ご、ごめんなさい。で、でも……！」

　そこまで言うと、自分でも気持ちが抑えられなくなったのか、みさ緒はダッ、と走り出した。とにかくこの場を離れたかった。

（どうして？　どうしてこうなるの!?　ひどい！　もう、嫌あ！）

　呆ぼう然ぜんと見送るしかない、馨一たち。

「ごめんね、市いちヶが谷やくん。私、変なこと言っちゃったから」

「ううん。いいんだ、ゆひちゃん」

　痛くはなかったが、まだ感触が残っている頬に触れて、馨一は思った。と、その瞬間、思考の回路が繋つながった。

「みさ緒先生の、セーラー服……？　泥に落ちて……セーラー……あ―――――!!」

「やれやれ、だな」

　僚りよう冶じはギュッ、と禁煙パイプを強く噛かんで、今度こそ大きなため息をついた。
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「なあに？　あんなのがアンドロイドのわけ、ないじゃない」

　朝、教員寮から校舎への道を歩いてくるみさ緒を見下ろす影は、樹上のフォルゴーレだった。

　相変わらず、肩も胸元も大きく開いた真紅の制服。それに、超ミニのフレアスカートはいま、大きくまくれ上がっていた。

　高いケヤキの木の枝に両脚を引っ掛けて逆さまになりながら、フォルゴーレは下を注視していたのだ。下着が丸見えになっていてもまったく気にするふうがない。濃緑色の長い髪が、逆さまになって垂れ落ちていた。

「はぁ……」

　当のみさ緒おといえば、見られていることも知らず、大きなため息を何度もつきながら歩いている。まだ朝なのに、とぼとぼと、という副詞がよく似合うこのありさまは、もちろん昨日のことが原因だった。

「つくづく変わってる。この学園って……」

　けっきょく最初のホームルームで拉ら致ちされるように身体検査へ連れていかれ、そのまま動揺して教員寮の自室へ逃げ帰ってしまったから、昨日はほとんど教師らしいことはせずじまいだった。ちょうど、担当の古典の授業がなかったからよかったものの、それでも事後承諾の早退であることには変わりはない。

「ダメね、私って……。もっと毅き然ぜんとしなきゃいけない。あのコたちは、生徒なんですもの。それなのに……」

　みさ緒の脳裏に浮かんでくるのは、馨けい一いちを平手打ちしてしまったシーンだ。

　あのとき、ゆひが言った、馨一が覗のぞいていた、などという言葉。それがちょっとしたひやかしやおふざけだったことは、みさ緒にもわかっていた。

（なのに、市いちヶが谷やくんを、ぶってしまった。ひどい。教師失格だわ）

　馨一が悪くないことは、みさ緒にもわかっていた。なのに手が出てしまったのは、どうにも感情の抑えが利きかなくなったせいだ。それで、無関係と知りながら馨一をぶった。一種の、八つ当たりだ。ぶたれた馨一は、いい迷惑だろう。

（市ヶ谷くん、私に怒ったり、文句も言わなかった……そうよ。それに、前の日に市ヶ谷くんに会ったことだって、妹だ、なんてウソをついて……）

「あぁ、最低ね。大人なのに、最低よ。間違いなく、教師失格」

　おそらくは、学園に来てからいろんなことがありすぎたのだろう。

　泥に落ち、制服を着せられてからのさまざまなハプニング。それに加えて、生徒会の乱入と身体検査。

　みさ緒の中にたまっていたストレスが、あんなふうに噴き出してしまったのかもしれない。それにしても、馨一に当たるなど、お門違いもいいところだった。

「謝らなきゃ、市ヶ谷くんに……でも……ううん。きちんと、謝って、それに、本当のことを言わなきゃ……こんなことになって、ウソはいけないわ」

　憂ゆう鬱うつではある。しかし大人としてやるべきことはやらなくては。

「逃げては、ダメよ……」

　みさ緒は小さく手を握り締めた。みさ緒なりの、決意の仕草だった。

　今日も南の島は快晴。

　みさ緒は昨日とは違う、薄いグリーンのノースリーブに身を包んでいた。

　ワンピースではなく、ウエストを絞った、シャツブラウスのようなものだ。スカートは相変わらずミニだが、膝ひざ上二十センチ近い超ミニにしている女生徒たちに較べれば、目立たないともいえる。

「市ヶ谷くん、か……」

　謝ろう、と決めたときから、みさ緒おの中で馨けい一いちがちょっとやさしい表情になった気がした。つい顔を思い浮かべていた、そのとき……、

　バサバサバサ……!!

　突如沸き起こる騒々しい音、舞い落ちる木の葉、そしてみさ緒をかすめるように目の前に落ちてきたもの……。

「ボンジョルノ～!!」

　もちろん、フォルゴーレである。

「!!　あ、あ……」

　驚きすぎて声も出せないみさ緒。その顔を、フォルゴーレがジーッと覗のぞき込んだ。

「フゥーン。まあまあデスね、ミは……」

「きゃあああああああああああああああ！」

　ディレイのかかった悲鳴がいまごろ迸ほとばしった。その声に、フォルゴーレのほうが耳を塞ふさぐ。

「あー、うるさいデス！　静かに！」

「あ、あの、あなた、誰だれなの？」

「ミはフォルゴーレ・サエッタ・トルナトーレ。フォルって呼んでくれていいデス。イタリアから来た留学生ネ」

「い、イタリアの……？　ここは、そんなことまであるのね」

　そんなこと、とはイタリアからも留学生が来る学園、の意味であろうか。みさ緒にはフォルゴーレがアンドロイドとはわからない。

「そ。ミは三年生ネ。今年からジャポネーゼのこの学園に来たデス。だからこの制服も、イタリアの女子高の制服ネ」

「え、？　そ、そうなの？　イタリアでは、みんなこんな服を……」

　こんな露出度の高い制服を着ているのだろうか。じつは中に着るブラウスをフォルゴーレが省いているのだが、みさ緒にはわかるはずがない。

「まあ、そのへんはノープロ、モウマンタイ。ところで……」

　フォルゴーレが、サッ、とみさ緒のスカートをまくった。

「!!」

「ふぅ～ん。けっこう色っぽいパンツですネ」

　真っ赤になったみさ緒から、やはり一拍遅れて悲鳴が上がる。

「きゃ～～～～！　きゃ、きゃ！　きゃあああ！」

「もう、うるさいネ」

「なにするのおおおお？　ちょっと、やめて、離して！　どうしてえ？」

　まだフォルゴーレはみさ緒のスカートを握ったままだ。みさ緒の生の太ふと股ももも下着も、丸見えになってしまっている。今日の下着は、シャンパンゴールドのハイレグだった。なんだかんだ言って、昨日の今日で意識したのだろうか。

「ちょっとおおお！」

「ほい」

　なんとかスカートの裾すそを下ろそうとするみさ緒おが力任せに引っ張ると、フォルゴーレはあっさりと手を離した。

「あん！」

　力余って前のめりになるみさ緒。

　フォルゴーレはすかさず背後に回り込むと、わきの下から手を入れて、みさ緒のバストをつかんだ。

「ひっ！」

　今度こそ声を失うみさ緒。

「ん。けっこう大きいデス！　人間にしては、まあまあの出来ネ」

　そのままやわやわと、みさ緒のバストを揉もみ回す。

「や、やめてええ！　は、離して、ちょっ……あん！」

「柔らかいデス。サイズは、ミよりちょっと小さいネ」

　みさ緒はますます赤くなり、もう顔から血でも噴きそうなほどだ。必死にもがくみさ緒から、フォルゴーレは難なく離れた。

「はああ……あ」

　思わずその場にへたり込んでしまうみさ緒。その瞳ひとみが涙ぐんでいる。キッ、とフォルゴーレを見上げてにらんだ。

「なにをするの!?　こんなことするなんて！」

（ま、まだ誰だれにも触らせたことないのに。これじゃ、いいように弄もてあそばれてるじゃない。もう！　悔しいぃ！）

　つい涙まで出てくる始末。

「トゥユーはアモーレとどういう関係デスか？」

　フォルゴーレはなおも無遠慮にみさ緒の髪をいじったり、匂においをかいだりしていた。みさ緒は顔を上げたが、フォルゴーレが打って変わって真顔なのに驚いた。

「アモーレ、って……」

「市いちヶが谷や馨けい一いちネ。ミのアモーレ。トゥはアモーレに手を出したり、してないでしょうネ」

「市ヶ谷、くんを……？」

　みさ緒は思わずドキリ、とした。その感情を見透かすように、フォルゴーレの表情が冷たく冴さえる。

「なんだかアモーレはトゥに興味を示してるみたいデス。トゥが誘惑したデスか？」

「私が、市ヶ谷くんを？　そんなことは……」

　否定しようとして、口ごもった。誘惑などはしていないが、そんなふうに思われそうなことなら、いくつか……。

（で、でも誘惑なんかしてないし！　誘惑じゃないけど……叩たたいてしまったことは……）

「ホントにしてないデスね？」

「あ、あの……あなた……フォルさん？　あなたは、市いちヶが谷やくんの、彼女、なの？」

　みさ緒おが恐る恐る聞くと、フォルゴーレの顔がパッ、と明るくなった。

「質問を質問で返すのは、ステューピダ、だけどまあ、いいデス。そうネ、ミとアモーレは正真正銘の恋人どうしネ。でも学園の規定で恋愛、ダメデス。だからおおっぴらにデートもできないネ。ベリッシモ、哀かなしいデス！」

「そ、そうなの。あなたが……」

「そう！　だから、アモーレを誘惑すること、ミが許さないデス！　いいデスか！　こんどアモーレを誘ったり、二人きりで何かしたりするのを見たら……」

　グッ、とフォルゴーレが顔を近づけた。

「殺すからね、ホントに」

　一段低い声。みさ緒は思わず凍りついた。

「じゃ、よろしくネ！　約束デス」

　再び明るく言うと、フォルゴーレは素早くみさ緒から離れた。あっと言う間に、道の向こうへ消えていく。途中、こっちを見て手を振った。

「あ……」

　つい手を振り返しながら、みさ緒は今起こったことを思い出してブルッと震えた。

「あんな人が、彼女だなんて。市ヶ谷くん、大変そう……」

　そういうことでもないような気がするが……。
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　授業はなんとか普通に行うことができた。

　みさ緒は今日、自分の担任のクラス、つまり、馨けい一いちやきっ子、ゆひ、それにめぐみのいる二年Ｆ組でも初めての授業をした。そしていま、終業のホームルームを終えようとしているところだった。

「……連絡事項は以上です。ではこれで、今日の授業は終わりです」

（あぁ。なんとか無事に、終わったのね。でも、市ヶ谷くんの顔、一度もまともに見られなかった……）

　みさ緒の思いは、馨一も同じだった。

　授業の最中も、みさ緒を見ることができない。

（先生、やっぱりまだ怒ってるんだよな。ぼくから謝ったほうがいいのかな。でもなんて言って謝ったら……それに……）

〈みさよ〉がみさ緒だということを、もう馨一は知っている。

　となると、あの日見たものが、すべてみさ緒のイメージに集約されてきて、ドキドキはさらに増幅されるばかりだ。

（どうしよう。そのことも、正直に言ったほうが……いや、ダメだよ！　そんなこと言ったら、先生に恥ずかしい思いをさせちゃう！）

「起立！」

　日直が掛け声をかける。教室中がガタガタと椅い子すを引いて立つ音。そして、礼、の声で全員が礼をした。

　着席、はない。そのまま解散になる。あとは、教師は教室を出ていき、生徒たちは掃除のために机と椅子を下げるのだ。いっせいに噴き出すおしゃべり。そして机と椅子がズルズル、ガタガタと床を引きずる大きな音。何も聞こえなくなる。

「あの……市いちヶが谷やくん……市ヶ谷……」

　意を決してみさ緒おは馨けい一いちを呼び止めようとするが、雑音にまぎれてしまって声が届かない。そうこうしているうちに、掃除当番が器具を持ち出し、教室の掃除が始まる。三々五々出ていく残りの生徒たち。馨一の姿が、人ごみの向こうで背を向けて行ってしまう。

「ダメよ。やっぱりちゃんと謝らないと……」

　みさ緒は廊下へ出ると、馨一の姿を捜した。

　　　＊　＊　＊

「市ヶ谷くん、まっすぐ華道部へ行くの？」

　一階へ通じる階段の踊り場。呼び止めたのはゆひだった。

「いや、ちょっと用事があるから、先に帰ってて。きっ子も、ゆひちゃんといっしょに行ってるんだ」

「えー。きっこ、へーかといっしょにかえりたいでありますー」

「うん。ごめんね。すぐ行くから、先に帰って待っててよ」

　きっ子をゆひに頼んで帰し、馨一は一人でもう一度教室へ戻った。みさ緒を捜す。

「先生、やっぱりここには、いないか」

　教室には掃除当番の生徒たち、四、五人がいるだけだった。すでに下げられた机の半分以上が元へ戻されている。

「もう、教員室へ行ったのかな」

（やっぱり、ちゃんと先生に謝らなきゃ。きっ子やゆひちゃんがいると、言えることも言えなくなる。悪い、きっ子。でも、これは必要なことだから……）

　教員室へ向かって、馨一は階段を下りた。廊下を曲がろう、としたところで、突然腕をとられた。

「うわっ！　……って、先生!?」

　空き教室のドアの陰から出てきたのは、間違いなくみさ緒だった。

「ごめん、なさい。驚かせちゃって。それより、早く、こっちへ」

「え？　こっちって、どこ？」

「ここ。この教室なら、誰だれも来ないから」

　言われて入ったのは、生物化学教室、その準備室だった。

　普通の教室の半分ほどの広さ。しかし中には、いろんな標本やら、模型、それらを入れる棚やロッカーが押し込まれて、座るスペースもない。遮光カーテンが半分引かれているために薄暗い準備室で、みさ緒おと馨けい一いちは立ったまま向かい合った。

「先生、なんで、こんなところに」

「だって、見つかったらまずいでしょう。私たちが話しているところ」

「え？　まあ、そうかもしれないけど」

　埃ほこりっぽい空気が鼻をつく。

　狭い場所で、みさ緒と馨一の距離は、手を伸ばさなくても触れられるほどだった。妙に近くて、馨一はまた意識してしまう。

「あのね……」

「は、はい！」

「ぅん！　そんなに硬くならなくても、いいのよ……もっと、普通にしましょう？」

「は、はい。わかりました。あの……」

　なぜだろう。また気づくと、お互いに顔を赤らめている。

「……あのね！」

「……あ、あの！」

　お互い、同時に発言して、また黙ってしまった。これでは先へ進まない。

「……すいません。じゃあ、ぼくが話します、先に。先生に、ちゃんと謝らなきゃ、って思って、ぼくもじつは先生を捜していたんです」

「ち、違うわ！　謝るのは、先生のほう……私のほうよ。昨日、理由もなくぶったりして、本当、ごめんなさい」

　話し出してからは、すんなりと声が出た。みさ緒は一度にそこまで言うと、言葉を切った。

「そんな！　ぼくも悪かったんです。なんていうか、先生のこと、もっと先生として見なきゃいけないのに……」

「そんなこと……私が、先生らしくないのが、いけないのよ。もっとちゃんと、生徒に接しなくてはいけないのに、全然ダメで……はぁ、本当に、情けないわ。先生失格ね」

「そんなこと、ないです！　いきなり生徒会が来て、無理やり身体検査なんて、もう全然平静失っちゃいますよ。それでなくても、この島へ来た初日に、あんな……」

　馨一は言いかけて、あわてて口をつぐんだ。みさ緒に非がないことを言うために、ついセーラー服でのハプニングまで口にしそうになったからだ。

「そう。市いちヶが谷やくんがそう言ってくれるなら……先生もちょっと、ホッ、としたわ。そうよね。身体検査もそうだし、初日だって……ん？」

「あー！　あの！　ええと、先生の、妹さん、元気ですか？」

（あー、しまった！）

　苦し紛れに、またみさ緒の〈妹〉の話題を出してしまった。これではみさ緒の変装のことをまた意識してしまう。

「あ？　そ、そうね。うん。元気よ。だと思う……」

　それはみさ緒おにも同じことを意識させることとなり、また二人の間に妙な沈黙が訪れる。

「……あのね」

　しかし、こんど沈黙を破ったのはみさ緒のほうだった。

「市いちヶが谷やくんって、付き合ってるコがいるのよね？」

「え、それは……!?」

　しかしその問いは馨けい一いちだけでなく、言った本人のみさ緒さえも、動揺させていた。

「あ、いいえ、そういう意味じゃないの。そうじゃなくて！　ここに来てもらったのも、つまり誰だれにも見られないように、っていうのも、市ヶ谷くんの彼女がさっき私に、二人きりで会ったりしたら、その、ただじゃおかないって……」

　さすがに、殺すと脅された、とは言えない。

「彼女!?　ぼくの……！　まさか、それって、そのコは、外人の……」

「そう！　そうよ、だから市ヶ谷くんの彼女に見られないようにって！　だって、二人きりで話しているところを知られたら……」

　みさ緒はゴクッ、と喉のどを鳴らした。

「見つかったら……どうなのだ」

　突如、ガラッ、とドアが開かれた。薄暗い部屋に廊下からの光が差し込む。

「きゃ、きゃあああああ！」

「うわああああああ！」

　あまりにジャストなタイミング。突然のことに、悲鳴を上げる二人。

　そしてもちろん、逆光の中に浮かび上がるその人とは、

「ヘンシェル……！」

「ケーイチ、そなた、こんなところで何をこそこそしている！　その女は誰だ！」

　手にした剣をいまにも抜く勢いのヘンシェル。そして最悪なことは、驚いたみさ緒が馨一に抱きついてしまっている、この体勢……。

（破滅、かも……）

「違うんだ、ヘンシェル！　これは！　この人は、先生で……」

「黙れ！　新学期早々、ひと気のない部屋に女を連れ込むとは、ケーイチ、そなたどういう神経をしているのだ。私がちょっと目を離すともうこんな……情けない！」

「待ってよ！　違うんだってば！　ちょっと、先生、離れて。だいたいヘンシェルだって、いきなり先生を脅したりして、そういうことだっていけないだろう！」

「どういう意味だ？　私がこの女を脅したとでも!?」

「い、市ヶ谷くん、この人とも付き合っているの？　いったいあなたって、何人の女のコと関係してるの？」

「関係してるって、それ、どういう言い方ですか！　先生、ヘンシェルじゃないの？　さっき会ったっていう……」

「おのれケーイチ、何人とも付き合っているとか、関係しているとか！　今度こそ聞き捨てならぬ！」

「だから、違うんだよー！　この人は吉きつ祥しよう寺じみさ緒お先生で……」

「みさ緒？　確かケーイチ、そなた、みさよという下級生とも会っていたのではないか。たった二、三日で、もう新しい女と！」

「違ーう！　このみさ緒先生が、みさよちゃんなんだよ！　だからぼくは何人も、じゃなくて、このみさ緒先生と……」

「そうです。私が、たまたま一昨日の午後に市いちヶが谷やくんと……え？」

「あ……」

　今度こそ、みさ緒とみさよが同一人物と知っていたことを、公言してしまっていた馨けい一いちだった。

「市ヶ谷……くん。知っていたのね……！」

「あの！　知っていた、というわけじゃなくて、気づいた、というか」

「いつ」

「昨日……あ、す、すいません。黙っているつもりだったんだけど……」

　もうバレたのに、黙っているつもり、は、なお悪い。

　案の定、みさ緒の表情が、固まる。

　怒りのせいなのか、プルプルと肩が震えていた。

「貴公……」

　しかしそこから先は、ヘンシェルにも予想できなかった。なので、止めることもできなかったと言えよう。

　パァン！

「っ！」

　二度目の平手打ちが馨一の頬ほおに決まった。

「もお！　嫌あああああ！」

「あ、先生！　先生ー！」

　走り去るみさ緒。すれ違う瞬間、その目から涙がこぼれているのが、見えた。

「先生……」

　ヘンシェルの手前、追うこともできない。

　馨一はふたたび痺しびれる頬を押さえて、みさ緒が消えた、廊下の消失点を見つめた。

　こんども、同じほうの、頬だった……。
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　帰り道は重苦しかった。

　馨一の隣をヘンシェルが歩いている。

　長身のヘンシェルの顔は、馨けい一いちより頭半分高いところにあった。こうして並んで歩いていると、むしろ互いの表情は見えにくい。

（ヘンシェル、怒ってるだろうな。それはそうだよ。いきなりあれだからな）

　加速装置を持ったアンドロイドのヘンシェルでも追いつけなかった、というより、呆あつ気けにとられて見守るしかなかった、というべきか。それほどのみさ緒おの早はや業わざだった。

　本当なら言葉を尽くしてヘンシェルの誤解を解いておかなくてはならない。なのに、自分から積極的に説明するのが、どうにもできない。

　なぜだろう。

　怒っているように無言のヘンシェルに気き後おくれしたから。

　本当はやましいことはしていないのだから、弁解する必要もない。

（どっちなんだ。ぼくは、ヘンシェルが好きなんじゃないのか。だったら、もっと……）

「なぜ、何も言わないのだ」

　馨一がグズグズしているうちに、ヘンシェルのほうから怖おそれていた一言が来た。それも、最悪のタイミングで。

「ああ、ごめん。その……」

（ほら見ろ！　さっさと謝らないから！）

「謝るような、ことなのか」

　さらに、馨一の心を見透かすようなヘンシェルの追い討ち。

「違うんだ。いまのは、その、黙っていて、悪かった、っていう。話題がなくて、さ」

「私といっしょだと、話すこともないのか」

「だから、違うってー！」

「何が違うのだ。あの女教師とは楽しそうに話していたではないか！　私はまるで……邪魔者だ」

「そうじゃないんだ、ヘンシェル」

　馨一は歩を止めてようやくヘンシェルの顔を見た。ちょっと見上げる角度になる。ヘンシェルは馨一を見ようとしない。その目が、こころもち潤うるんでいるように見えた。

「よく聞いて、ヘンシェル。あの先生は、ぼくやきっ子やゆひちゃんの、二年Ｆ組の担任なんだ。それで、じつはまえにぼくが言っていた、みさよちゃんって、あのみさ緒先生だったんだ」

　ていねいに説明するのは骨が折れた。

　馨一自身、ややこしい話だからだ。ましていま初めて聞かされるヘンシェルにはよけい信じがたいところがあるはず。

　みさ緒がみさよだった、と言ったとき、馨一はヘンシェルのかんしゃくが爆発するのではないかと思った。そうでなくとも、剣の柄つかに手をかける、くらいのことは覚悟した。

　しかしヘンシェルは何も言わなかった。ときおり、小さく頷うなずく。それだけで、馨一の話を遮りもしなかった。

（まさか、それくらい怒っているのかな）

　二人はもう歩いていなかった。

　道端に立ったまま、それでも馨けい一いちはできる限りていねいに説明した。みさ緒おが、おそらくはとっさに一年生のふりをしたことで馨一が誤解したこと。生徒会がみさ緒をアンドロイドと疑ったことで、身体検査までさせられたこと……。

「……だから、先生の事情もあるだろうし、先生が制服を着て女生徒のふりをしていたことには気づかないままでいよう、って思ったんだけど、それがつい、口に出ちゃって。だから先生は、ぼくが気づいているのに黙っていたんだと思って、傷ついたんだよ。つい平手打ちが出ちゃったのは、そのせい、ぼくのせい、なんだ」

　五分以上かかったろうか。

　話し終えて自分でもようやくこれまでのことを整理できた、と馨一は思う。そして、口に出しておさらいすれば、とくにややこしいことでも面倒なことでもなかった。

「あの、どう思う？」

　話し終えても何も言わないヘンシェルに、つい聞いてしまった。言ってから、どう思う、はないだろう、と自分でも思う。

「……わかった」

　わかった、と言いながら、ヘンシェルは馨一を見ようとしない。今度は馨一が不満に思った。

「何。まだ疑ってるの？」

「いや。信じている。ケーイチを、信じる」

　信じる、と言われて、馨一はドキッ、とした。

（そうだ。ヘンシェルは、いつも、ぼくを……）

『好きな男には従う……どんなことも』

　ヘンシェルの言葉が蘇よみがえってきて、馨一はなんだか胸が苦しくなった。そうなのだ。ヘンシェルはこう見えて、馨一をいつも真っ直すぐに見ている。馨一だけを……。

「……うれしかった」

「え？」

「説明してくれて、うれしかった」

「そうか」

　ようやくヘンシェルがしゃべってくれたことで、馨一はホッとした。歩き出そうとする。しかし、ヘンシェルが動かない。

「ヘンシェル？」

「不安だったのだ。あんな、きれいな人と、密室で二人きりで……」

「いや、密室って……。ごめん。ああなっちゃったのは成り行きだけど、もっと早く、ちゃんと説明するべきだったよ。そうすれば、なんでもないことなのに」

　説明すれば、ヘンシェルを不安にすることもなかったのに。その労を惜しんだのか。いや、違う。

（きっとぼくは、ヘンシェルは説明しなくてもわかってくれてる、と思ってたんだ。ヘンシェルなら、なんでも受け入れてくれるし、ぼくをいつも想っててくれるから、いちいち説明なんかしなくてもいいって、思ってしまったんだ）

　ひどい思いあがりだ。甘え、かもしれない。

　馨けい一いちは思った。

　もっとなんでも話すようにしよう。ヘンシェルに心配をかけちゃダメだ。ヘンシェルを大切にしているなら……

「あ！」

　突然、背中から抱きつかれた。

　背中に感じるやさしい感触。パサッ、と長い金色の髪のひと房が、馨一の顔にかかる。

「ヘンシェル？」

「……捨てないで」

「ええ!?　ちょっと。ヘンシェル？」

　馨一は振り返ろうとしたが、ヘンシェルが背後から抱き止めるように腕を回しているので、振り向けない。ヘンシェルの顔を見ることができなかった。

「……お願い」

「いや、だから、そうじゃなくて。捨てるとか、そんな……」

（捨てるもなにも、ヘンシェルはぼくのものじゃないんだし。うん？　ぼくのものじゃない……ぼくのもの、じゃない……）

　馨一のものではないから……馨一の彼女ではないから、ヘンシェルは苦しんでいる。

　これが正式な（？）恋人なら、きっと、もっと怒ったり、嫉しつ妬としたり、相手に食って掛かったりできる。泣いたりわめいたりも、許されるかもしれない。

　ヘンシェルはどちらにも振る舞えず、けっきょく沈黙してしまったのだ。

　そしてヘンシェルは、気丈なようでいて、こんなとき、とても脆もろい。

「ごめん、ヘンシェル。ぼくが、もっと……」

（もっとしっかり、きみを繋つなぎとめていれば、こんな思いをさせることもなかったのに……もっとぼくが…）

「……と、言うのであろう？」

「……え？」

　パッ、とヘンシェルが離れた。馨一はようやく、ヘンシェルの顔を見ることができた。

「こんなとき、こう言うのであろう、ヤーパンでは？　うん、恋人の浮気を知って悲しむ女性の台詞せりふ、だな」

「ええ？　じゃあ、いまのって？」

「うむ。使ってみたかったのだ。先日テレビを見ていたら、ちょうどこんなシーンがあった。女性が言うと、男はとても動揺していたぞ」

　ヘンシェルはクスッ、と笑った。端正な顔がちょっとだけ子供っぽくなる。

「うわ、ひどいよ。テレビの台詞せりふでぼくをだましたな。そんなの、反則だよー！」

「だまされるほうが悪いのだ。それに、さっきの仕返しだ。いくら担任だからといって、女教師とあんなところで二人きりは、誤解のもとであろう」

「そ、そうだけど。わかった。わかったよ。誤解を与えたぼくが悪い。うん」

「わかったなら、いいのだ」

　そう言うと、ヘンシェルは長い髪を翻ひるがえして向き直った。歩き出す。

「帰るぞ、ケーイチ。私は今日、御ご殿てんの炊事当番なのだ。すぐに買い物に出かけるから、荷物持ち、わかっているな」

「はいはい。わかってます」

「なら、よい」

　ふたたび歩き出す二人。ヘンシェルの早足に、馨けい一いちが並びかける。

（ウソつくなよ。無理なんてしてさ）

　笑っていても、泣いたように赤かったヘンシェルの目を、馨一は見逃さなかった。

（ヘンシェルを、悲しませちゃダメだ。それは、わかっている。わかってる、けど……）

　馨一は、歩きながら右手を伸ばし、ヘンシェルの手を握った。一瞬、驚いたように馨一の方を見るヘンシェル。しかしまた、前を見る。強く、握り返してきた。

「夕飯、ケーイチは何が食べたい？」
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「あぁ～。私ってダメダメダメ……全然ダメえええ！」

　風ふ呂ろ場にこだまするエコーのかかった悲鳴。

　ここは教員寮のみさ緒おの部屋。

　それだけ叫ぶとみさ緒は、バシャッ、と浴槽の湯の中に顔を突っ伏した。

　十秒、二十秒、三十秒……。

「プ、ハァ～～！　はぁ、はぁ……あー、なにやってるのかしら。バカ！　バカバカバカー、ふぅ……」

　再び、ズルズルと湯船に沈み込む。鼻の下まで湯に浸つかりながら、みさ緒は目を閉じた。

（はぁ～、ダメねえ。せっかく市いちヶが谷やくんに謝りに行ったのに。また引っ叩ぱたいちゃうなんて。だいたい……）

　浴槽の縁に腕をかけ、ザバッ、と再び浮上する。

「だいたいセーラー服なんて着て、女生徒の振りをしたのは私なんだし、市ヶ谷くんはそれに付き合ってくれたんじゃない。あとで私だってわかったのだって、最初は知らないふうに装ってくれてた。なのに、なんで私ったら……はぁ、もう二度目よお。今度こそ、怒られちゃう。怒られても、自業自得よね」

　温ぬるめの湯を、無意識に手でかき回す。

　もうずいぶん浸つかっているのか、濡ぬれないようアップにした髪のほつれ毛が、水を吸っていくつも垂れ落ちていた。

　みさ緒おはしだいに前かがみになると、自分の脚を抱え込むような姿勢をとった。膝ひざの上に顎あごを乗せる。

「もう、なんでやっちゃうかなあ」

　大学を卒業するまでずっと女の園で無菌培養されてきたみさ緒には、父親を除けば男への免疫がない。

　いままではせいぜい、お店で物を注文するときくらいしか、見知らぬ男性と会話することなどなかった。それとて、避けられるようならなるべく避けてきたのだ。

　異性に対する興味だけは人一倍強かったから、同級生の少女たちと、やれ、あの先生はかっこいいとか、こっちの助手はかわいいとか言っていた。そのくせ実際に相対してしまうともうダメで、何も言えないで退散するのが常だった。

（年下だからって、平手打ち？　私が……二回も？）

　信じられなかった。

　なぜだろう。平手打ちは別としても、なぜだか馨けい一いちには話しかけやすい。それでも意識してしまうが、他ほかの男性よりはずっとましだった。

「話しかけやすいっていうより……」

（何か話をしてみたいのよね、もっと）

　みさ緒は湯の中で、今日何度目かの大きなため息をついた。

「それにしても……市いちヶが谷やくんって何人彼女がいるのかしら。それも、外人の、すごくきれいな子ばっかり」

　フォルゴーレ、そしてヘンシェル……。

　みさ緒にしてみれば、二人ともこの学園の制服も着ていないし、あまりにも唐突だしで、驚くことばかりだ。あの二人が彼女だとしたら、いったいどういう日常になるのだろうか。みさ緒には想像もつかない。ただ、あの二人と付き合っている馨一は、そうとうの人物だろう、ということだけはいえそうだ。いろんな意味で。

「そういえば……」

　僚りよう冶じが言っていた言葉を思い出す。

『華道部のヘンシェル、きっ子、それにフォルゴーレ、この三人は、ちょっと普通とは違う。それに、姉妹みたいなもんだ』

「三姉妹!?　だって、フォルゴーレさんはイタリア人だし、きっ子ちゃんって、あの小さな女のコでしょう。それに、ヘンシェルさん。いったいどうなってるの？」

　ブルッ、と震えたのは、肩をすっかり湯面の外へ出していたからばかりではないようだ。

「わからない。わからないわ。それに、なんだか怖い。華道部って……市ヶ谷くんは、いいところだって言っていたけど」

　それに、怖い、といえば生徒会だ。

「有う楽らく町ちようリオナさんって、本当にすごい権限を持っているのね。それに、生徒会の人たち。黎れいさんはあまりしゃべらないし、めぐみさんは、私のクラスだけど、どこか授業を軽視しているようなところがあるわね。学校よりも生徒会のほうが大切だ、っていうふうに」

　みさ緒おの印象はかなり正しかった。そして、こんなふうに意外とカンのいいところが、またみさ緒の欠点ともいえるのだった。

「華道部と生徒会……どっちもなるべく関わらないようにしないと……」

　目を閉じ、再びゆっくりと身体からだを伸ばす。浴槽の縁に背中を押し付けると、そのままズルズルと沈んでいく。顔が沈み、頭まで、湯の中へ没した。

　チャポン……。

　今度は三十秒以上は確実に過ぎたろう。

　みさ緒の身体が浴槽の底から浮かび上がった。

　ザバーッ！

　そのまま湯の一部があふれるのもかまわず、立ち上がる。アップにしていた髪が解ほどけ、濡ぬれて背中や肩に張り付いた。

「ダメよ！　だからダメなんだわ、私。怖いからって逃げようとか、関わらないようにしようとか。そんなことでいいわけない！　私は、教師よ。先生になったのよ。彼らは、生徒なの。教師は生徒を導かなくてはいけない。そうよ。怖いからって、逃げちゃダメなの。いつも逃げてるから、怖がってばかりだから、だから、市いちヶが谷やくんにも、ちゃんと謝ることもできない。それじゃダメなの！　今度こそ、ちゃんとしなきゃ！　私」

　滴したたり落ちる水滴を拭ぬぐいもせず、拳こぶしを握り締めるみさ緒。しかしそのポーズは全然似合っていない。

「で、でも、どうやって……？」

　勇ましいポーズをとってはみたものの、途方に暮れるみさ緒。またズルズルと湯の中へ……。

「逃げちゃダメよ。ここで逃げちゃダメ。ここで逃げたら、私はまたずーっと、学生時代みたいに、意気地のない生活を送ることになるの。ここでがんばらないと……そうだ！」

　突如閃ひらめくみさ緒。しかし、その瞬間、湯船の中で脚を滑すべらせた。

　バシャーッン！

　お尻しりからお湯の中へ転落するみさ緒。荒あら海うみのように湯が暴れ、飛び散り、浴槽の縁からあふれ出した。

「これよ！　これなら！」

　しかしみさ緒は、転倒の痛さも忘れて声を上げていた。笑い声も混じる。

　風ふ呂ろ場で発見。そう、これをユリイカ、という……。
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　同じ夜。

　高等部の男子寮から、華道部御ご殿てんまでの道を急ぐ人影がひとつ。

　手にした風ふ呂ろ桶おけには濡ぬれたタオル類と石せつ鹸けん、シャンプーが入っている。歩くと、中の石鹸箱が踊って、カタカタと音を立てた。

「へーか！」

「わあ！　なんだ、きっ子かぁ。驚いたよ。どうした、ひとり？　迎えに来てくれたのかい？」

「えへへ。へーか、ひとりでおふろ、かえりみちさびしいとおもって、むかえにきたであります」

　華道部の女子は、華道部御殿の風呂場、通称湯ゆ殿どのを使えるが、離れの発明部の馨けい一いちたちは男子寮の風呂場まで行かなくてはならない。学年やクラスによって入浴時間は異なるから、今日も馨一ひとりで風呂へ行き、いま戻るところなのだ。

「ヘンシェルは？」

「すいじとうばんだから、あとかたづけをしていたであります。もうおわったかもしれないです」

　そう言うと、きっ子はうれしそうにぴったりと寄り添い、馨一の腕をとった。

「はは。きっ子は甘えん坊だね」

「だって、まえみたいにへーかにあまえるの、できないでありますもの」

「そうか」

　発明部の部室でも、たいていヘンシェルがいっしょだし、寝るのも、きっ子たちは華道部御殿、馨一は発明部部室の二階、と別々だ。きっ子が以前のように馨一に甘えられる機会は、もうほとんどないといってよかった。

　そういえば、こうして二人きりで話すのも、ひさしぶりだった。

（毎日あわただしくて騒々しくて、きっ子をかまってあげる余裕もなかったな。いけないいけない。もっときっ子にやさしくしてあげないと）

「へーか。このあいだ、きっこたちじょしだけのこされて、とくべつじゅぎょうがあったであります」

「うん。ぼくたち男子は、早く帰れたんだ」

（そのときだよな、みさよちゃん……じゃない、みさ緒お先生に会ったのは）

「へーかはしってるでありますか？」

「え？　その授業のこと？　いいや。うーん、だいたいは、わかるような」

「じゃあへーかは、あかちゃんがどうしてできるか、しってるでありますか？」

「う、うん。なんとなく、ね。やっぱり、その授業だったんだ」

（ビデオとか、見るんだよな。誰だれかが言ってた。男子にも見せてくれないかなあ）

　馨けい一いちが無責任にそんなことを考えていると、きっ子が馨一を見上げて言った。

「でもこまったであります。オシベとメシベとか、きっこ、ないであります」

「ははは。それは例えだよ。植物のオシベとメシベを、人間のに、置き換えてるんだってば。バカだなあ、きっ子は……」

　そこまで言って、馨一はハッ、と気づいた。

　きっ子はしかし、変わらずニコニコ笑っている。

（気のせい、かな。ふう。でも……）

「にんげんはたいへんでありますね、へーか」

「そう。大変かもな。とくに、女のコはね。ものすごく痛いっていうから」

「ものすごく、いたいでありますか？」

「ああ。よく知らないけど、気絶するくらい、痛いらしいぞ」

「そんなにいたいの、きっこ、こわいでありますー」

「そうだよな。でも大丈夫」

　馨一は洗い桶おけを起用に持ちながら、きっ子の頭をなでた。

（それは……痛いのは、人間だけだから）

　なんとなく言葉が途切れて、そのまましばらく歩いた。

　きっ子は馨一の身体からだにもたれるように、頭をこすり付けている。馨一もときおり、きっ子の頭をなでてやった。

　華道部御ご殿てんへ分け入る道は、街灯も少ない。

　真の闇やみというものを知っているだろうか。家の窓から漏もれてくる灯あかりも、街灯も、月や星の明かりもない。自分の足先さえ見えない暗くら闇やみを。

　この夷い皇おう島じまでは、少し外れた場所へ行くと、いくらでもそんな場所があった。厚く雲に覆おおわれた闇夜は、懐中電灯を持たずに行けば、歩く道すら見えないのだ。

「今日は、月が明るいからね」

　馨一も夜の外出には念のために懐中電灯を持っていく。いまは、石せつ鹸けん箱といっしょに洗い桶の中だ。

　海のほうから風が吹き抜けてきた。

　湯に浸つかってまだ残っていた、身体の熱さがスーッと冷めていくのがわかった。

「へーか」

「うん？」

　きっ子が見上げてくる。その大きな黒目勝ちの目に、星が一粒二粒、落ちて光っていた。

「きっこも、へーかのあかちゃん、ほしいな……であります」

　きっ子の小さな言葉が、馨一の耳を打った。

　馨一は、何て言っていいのか、本当に何と言っていいのかわからずに、ただあいまいに口を動かした。

「……う、うん」

　そんなふうに、答えたと思う。

　きっ子はもう顔を伏せている。馨けい一いちの腕に、しがみついているきっ子の手に、ギュッと強く力がこもった。

　馨一はそれからバカのように一言も発することもできず、御ご殿てんの灯あかりが見えてきたときには、ただホッとした。なぜだか、とてもホッとしたのだった。
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「えええええ！」

「先生が」

「華道部のォ」

「顧問に!?　ですか？」

　翌日の放課後、さっそく華道部の御殿にやって来たみさ緒おは、そうそうに宣言した。

「今日から、この華道部の顧問になりました。吉きつ祥しよう寺じみさ緒です。みなさん、どうぞよろしく、お願いします♪」

　広間には、由ゆ佳か里り、響織きよう子こら華道部の首脳陣、加えてゆひ、きっ子の顔があった。それに、一応華道部の籍もある、馨一、流ながれ山やま、九く品ほん仏ぶつら発明部の面々。

　彼らをまえにして、みさ緒は緊張しながらも、華道部の顧問就任を宣言した。

　もちろん、部活動にはそれぞれ必ず顧問の教師がいる。部の新設や、毎年更新される活動届けにも顧問の教師の印いんが必要なのだ。

「比ひ日び木き先生がこれまで華道部の顧問でしたけど、体調を崩されて帰国なさっています。私は中学まで華道を少しやっていたので、お願いしてこちらの顧問にさせていただいたんです」

　みさ緒おが言うと、それまで静かに聞いていた由ゆ佳か里りが目を輝かせた。

「すてきです。先生はどちらの流派を？」

「青あお木き流を、少し、なんですけれど」

「まあ、現代風でいらっしゃるんですね。もちろん、ここはどんな流派でも大歓迎です。申し遅れました。私は華道部の部長をさせていただいています、三年の田た町まち由佳里です。先生もたまにお稽けい古こに見にいらっしゃってください。ご自分でも、ひさしぶりになさってみると、楽しいと思います」

「ええ。そうですね。ええ♪」

　由佳里の包み込むようなもの言いに、みさ緒は深い安あん堵どを感じた。

（やっぱり、来てよかったわ。案ずるより産むが易やすしね！）

「あの……でも先生、どうして」

　馨けい一いちが聞くと、ゆひが横で頷うなずいた。

　馨一にしても、昨日の今日でまたこの急激な展開に戸惑っていたのだ。

「どうって……私が、顧問をやってはいけないの？　それは、私はまだこの島へ来て一週間も経たっていないけれど、でも先生なんだから。先生は、生徒を指導するのが、当然でしょう？」

「そうですけど、なんか、唐突っていうか……」

（よりによって、ヘンシェルもきっ子もいる、華道部の顧問になるなんて……）

「唐突って……私が思いつきでこんなことをしていると思ってるの？　そんなこと、ありません！」

　確かに昨夜、風ふ呂ろ場の中で思いついたアイデアなのは間違いないのだが。

「それに……」

　みさ緒は付け加えた。

「華道を習っていたことがあるなら、一度華道部に来てみたら、って、言ってくれたのは市いちヶが谷やくんじゃない！」

「それは、言いましたけど……」

（それは、先生じゃなくて、一年生の〈みさよ〉ちゃんに言ったんであって……）

「まあまあ。いいじゃないか市ヶ谷ァ！　こんな、若くて、美人の先生が顧問に来てくれて、なにが不満なんだ？　おまえはひごろ、きっ子ちゃんだのヘンシェル嬢だのに囲まれて、何不自由なく暮らしているから、ぜいたくになってるんじゃないのかァ!?」

　そう言うのはもちろん流ながれ山やまである。背後で、うんうん、と頷いているのが九く品ほん仏ぶつ。

「そんな、ぼくは！」

「まあ、美人、だなんて……」

　場の空気に無関係に、頬ほおを染めるみさ緒お。

「市いちヶが谷や馨けい一いち、確かにぜいたくになってるかもね。きっ子やヘンシェルに加えて、最近はあのフォルゴーレっていうイタリア娘にまで好かれてるしね」

「響織きよう子こさんまで。やめてくださいよー。フォルゴーレのことは、あれはひどい罠わなだったんですから」

　響織子の発言はもちろん本気ではないだろう。明らかに、馨一をからかっている。しかし聞いていたみさ緒は、またも驚かされていた。

（フォルゴーレさんやヘンシェルさんの他ほかに、きっ子ちゃんまで!?　じゃあ、三人も彼女が？　市ヶ谷くんって、どうなってるの!?）

「だからだよォ！　こんな美人の先生は、別に市ヶ谷、おまえのために来てくれたんじゃないんだ。我々に平等なチャンスを与えてくれるために神が、だなァ……」

　またも流ながれ山やまがとうとうとまくしたてている。馨一はそれにかろうじて反論し、ときおり響織子やゆひが口を挟んだ。まだまだ広間の喧けん騒そうは続き、みさ緒はその中に取り残されているように見えた。

「せんせい」

　え？　と思うみさ緒の傍らへ、とことこときっ子がやって来た。きっ子はみさ緒にぴったりくっつくように女のコ座りすると、見上げて言う。

「こもん、って、おかあさんみたいなものでありますか？」

「そ、そうね。生徒たちの面倒を見る、母親、父親みたいなものかしら」

（この歳としでいきなりお母さんなのー？）

「だったら、こもん、なってほしいであります。きっこ、おかあさんもおとうさんもいないでありますから」

「ええ!?　そうなの、きっ子ちゃん？」

　みさ緒は驚いた。きっ子の両親が、事故か病気で二人とも他界してしまったのか、と思ったのだ。

「はい、であります」

「まあ、なんて……」

（かわいそう……！）

　思わず、抱き寄せようとした。しかし、重くて抱くことも寄せることもできなかった。

「あ、あら？」

　しかしきっ子は、みさ緒にスリスリと身体からだをこすり付けると、そのまま膝ひざの上に頭を乗せてしまう。ちょうど膝ひざ枕まくらのように。

（かわいい！　なんだか、ネコみたい。でも、ずいぶん重いような……）

　ネコの習性を持つきっ子の、うれしいときにする仕草だった。よく聞くと、喉のどがコロコロ鳴っているのがわかる。

「あれ？　きっ子」

　気づいた馨けい一いちが言う。

「きっ子ちゃん！」

「きっ子さんは、きっと先生が気に入ったのですね」

「せんせいいいひとであります。きっこ、せんせいすきでありますー」

　その光景を見て、流ながれ山やまがうなった。

「うーん、きっ子ちゃんが市いちヶが谷や以外の人になつくとはなァ」

「そんなことないであります。ゆかりもきょうこも、ゆひも、へんしぇるも、みんなすきでありますもの」

　それだけ言うと、みさ緒おの膝ひざの上でクルッ、と上を向いた。手を伸ばす。

「それにー、せんせいはおっぱいもおおきいであります。りおなにかったでありますー」

　伸ばした手でみさ緒のバストをつかんだ。そのまま無む邪じや気きに揉もむ。

「おおーっ！」

　これには流山や馨一が色をなした。九く品ほん仏ぶつも、普段より目が二倍の大きさになっている。

「すごい、やわらかいでありますー」

「や、やわらかいのかァー！」

「あん、ちょっ……やめて、きっ子ちゃんー！」

「きっ子、ダメだってば！」

　馨一があわててきっ子を止める。

　思いがけない展開に、馨一も少々戸惑っていた。しかし由ゆ佳か里りのひとことが、事態を収拾した。

「いかがでしょう。きっ子さんも先生のことをとても気に入ったようですし、私もぜひ顧問にお願いしたいのですが……」
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「なんですって!?　あなた、寝ぼけているのじゃなくて！」

　つんざくような声が、迎げい賓ひん館の外庭にまで聞こえたという。

　もちろんその声の主はリオナだ。そして声の向けられている相手は……。

「そんなことはありません。ほら、ちゃんと校則に書いてあるでしょう。生徒会も、指導の教師が必要なんです」

　みさ緒だった。

　ここはお馴な染じみ、生徒会執務室。

　なんと、華道部を訪れたその足で、生徒会へも乗り込んでいるとは。恐るべき行動力。風ふ呂ろ場でユリイカしたとはいえ、ヤミクモなみさ緒のこのパワーはいったい……。

「そんなことが本当に書いてあるの!?　黎れい？」

「書いてある。高等部校則４条の１」

　素早くモバイルＰＣで検索する黎れい。

「記録を見ると、それまでは指導の先生がちゃんといたんです。有う楽らく町ちようさんが生徒会長になってから、指導教諭が不在のままになっているの。これはおかしいと思って」

「思わないわよー。リオナさまに指導する気ー？　先生だからって、生意気よー！」

　食ってかかるめぐみ。

「だいたいあなた、この学園のことを何もわかってないのじゃなくて？　まだ来て一週間も経たっていないのに、あれこれ口を出すなんて百年早くてよ！」

「そうだ、そうだー！」

「二年間、例外が認められてきたのなら、それは既成事実……」

　リオナ、めぐみ、黎に次々突っ込まれ、みさ緒おは思わずひるみそうになる。

（だ、ダメよ、ここで弱気になっちゃ！　私は、やるんだから！　私は教師よ。生徒を指導して、正しい道へ導くんだから！）

「……いいじゃない。おもしろそうじゃん」

　初めて混じる声に、執務室の全員が声の主の方を見た。

　フォルゴーレだ。いつもの弾はじけた声とは一オクターブ違う低い声。しゃべり方も違う。このしゃべり方のときは、フォルゴーレの表情までが凄すごみを感じさせるものに見えた。

「フォルゴーレ、さん？」

「あ～あ、よく寝た」

　一転、大あくびしながら後頭部をかくアンドロイドとは……。

「あなたは、華道部に入っていたのじゃなかったの？」

「入ってるデスよ。華道部にも発明部にも。でも気に入らない女がいるから、行かないネ」

　いつのまにかまた話し方が元へ戻っている。

「気に入らないって、もしかしたら、ヘンシェルさんとか、きっ子ちゃん？」

「エザットイエス！　よく知ってるデスね。あいつらベリッシモ、嫌い、気に入らないデス」

「ダメ！　そんなふうに、気に入らないとか、嫌いとか言ってはダメよ」

（やっぱり、市いちヶが谷やくんをめぐって三人で取り合いをしているんだわ！　それで私のことも、市ヶ谷くんに手を出したら殺す、なんて。いけないわ。これは、やめさせなくては）

「はぁ？　何言ってるデスか。ミとヘンシェル、きっ子は宿敵ネ。殺すか殺されるかのどっちかデス。先生も、よけいな首突っ込まないほうがいいネ」

「殺すとか殺されるとか、女のコがそんな言葉を使ってはいけません」

（きっと、子供のころ育った環境が悪くて、こんなに荒すさんでしまったのね。きっと自分しか信じられないような人生を歩んできたんだわ。こんな裸みたいな服を着て。男の人に淫みだらなことをして、お金を稼いでいたのね。こんなに若くして。あぁ、かわいそう！　私だって、まだ誰だれとも……）

「誰が淫らなことをして金を稼いでいたデスか！」

「な……なんで、私の考えていたことがわかるの？　まさか、エスパー!?」

「声に出してしゃべってたネ！　誰だれでも聞こえるデス！」

「ま、まあ！　それは大変！　でもね、どんな悲惨な環境で育っても、ちゃんと教育を受けることで、知性と教養があなたを救ってくれるのよ」

「だから！　悲惨な生活、送ってないってーの！」

　しまいには、フォルゴーレのほうがかんしゃくを起こす始末。

「ああ、もうたくさん！　教育指導だか知らないけど、生徒会には不要！　指導されることなんて何もなくてよ！　それに、フォルゴーレとヘンシェルが宿敵のように、わたくしたちにとっても華道部は宿敵。いわば、利害が一致しているのよ」

「それがいけないの！　まだ高校生なのに、宿敵だとか利害だとか。みんな同じ、この学園の生徒でしょう。絶対に仲良くできるはずです！」

「そんな理想主義はたくさん。とにかく、指導なんていらないし、出ていかないなら風紀委員たちに叩たたき出させるわよ」

「はい、リオナさまー」

　めぐみがリオナの意向を汲くんで進み出た。すでに待機していた四人もの女子風紀委員が、みさ緒おの腕をとる。

「わ、わ、やめて！　触らないで！　どうするつもり!?　ちょ、ちょっと！　離して！　きゃああああ！」

　じょじょに遠ざかっていくみさ緒の声。これで一件落着、と思われたとき、

「わ、私が指導教諭にならなかったら、荒あら先生がなるわよ！　それでもいいの！」

「別に、誰がなったって、関係なくてよ……ん？」

　リオナがハッ、と気づいた。黎れいを見ると、案の定頷うなずいている。

　僚りよう冶じは、いってみれば唯一リオナたちに意見できる存在だ。

　これまでの経緯もすべて知っている。そのうえ、華道部にも近い。というより、華道部のアンドロイド、きっ子やヘンシェルのメンテナンスまでしている。生徒会に掛け合って、二人の水素補給槽の部品を調達させたのも僚冶だった。

「荒先生だったらいいですよねー、リオナさまー。荒先生、よく見るといい男だしー」

「バカ！　お黙り！」

　無責任に言うめぐみを、リオナが叱しつ責せきする。

「荒先生が、干渉するようになったら、拒めない、かも」

　黎の言う通りだった。

　いまのところ僚冶は不干渉の態度を貫いているが、いざとなれば強引にことを運ぶ姿勢も見せるだろう。そのとき、リオナたちには僚冶の言うことを拒むことができないのではないか。僚冶が名実ともに、生徒会の指導教諭となれば、それはさらに確かなものになる。

「荒先生、保健教諭でもあるから」

　校医であると同時に保健教諭の資格も持つ僚冶は、指導教諭の要件をぴったり満たしてもいる。

「まずいわ。あの女の言う通り、荒あら先生が指導教諭になったら、いろいろ都合の悪いことが起きるかもしれなくてよ」

「それよりは、何も知らない、面倒の少ないほうを……」

「しかたないわね。めぐみ！　先生を、連れ戻して！」

「えー、あんな女を生徒会の指導教諭にするんですかー！」

「次善の策だって、言ったでしょう、聞いてなかったの、おまえは！　いいからさっさと、連れ戻すのよ！」

　リオナの投げたマウスパッドがめぐみのオデコにヒットした。

「ひー、ごめんなさいー」

　それから五分後、迎げい賓ひん館のテラスから放り出される寸前だったみさ緒おが、再び風紀委員に両脇わきを押さえられながら戻ってきた。

「もう、何をするの！　怒るわよ！」

　顔は精一杯怒っているが、明らかになみだ目のみさ緒。

「こんなことをして！　あなたたち生徒会は、何をしてもいいっていう……」

「先生、改めて、生徒会の指導教諭になってくださいます？」

「だから、なんでも言うことが正しいっていうわけじゃ……え？　指導、私が？」

「はい。お願いできますかしら」

「ええ！　ようやくわかってくれたのね、リオナさん！　そうよ。高校生は高校生らしく、これからは、なんでも話し合って、がんばりましょう！」

　突然の展開に舞い上がらんばかりのみさ緒。さっきまでのなみだ目が、今度は感激で潤うるんでいる。

「あーあ、あの先生の言う通りになっちゃったー」

　小声で文句を言うめぐみに、黎れいが鋭い視線を浴びせた。

「だから、あなたの風紀委員会で、あの先生の弱みを探すんでしょ。失敗させて追い出す口実を見つけるのよ。うまくいけば、この学園からも追い出せるかも」

「そ、そうかー。リオナさまはそこまで考えてたのねー」

「あなたが考えなさすぎ」

　クルッ、とモバイルＰＣに向き直った黎は、それきりめぐみを見ようともしない。めぐみは歯は軋ぎしりしながらも、リオナの手前、黎に逆らえない。

「……な、なによー。いまに見てなさいよー。あんたの弱みだって、そのうち探してやるんだからー！　あたしだってー！」

　一方、フォルゴーレもまた、別の思惑をめぐらせていた。

「ハハン。あの女、アモーレに興味を持っているようデスから、これを利用してやるデス。おもしろいことになるデスね！」

　余裕の笑みを浮かべる。

　まさに三者三様、いや、五者五様の思惑、たくらみが十坪ほどの執務室内に炸さく裂れつしていた。ちなみに、十坪は二十畳の広さ。

　全員が腹に一物持ちながらも笑顔で散開か、と思われたときだった。

　みさ緒おは高らかに宣言した。

「じゃあ、先生から提案があるの。せっかく生徒会の指導教諭になったことだし、三日後の休日に親しん睦ぼく会を開きます！」
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「まったく、何が哀かなしくて、休日の朝からこんなとこへ来なくちゃならないのよ！」

　憤いきどおっているリオナの傍らで、めぐみがのんきな声を出す。

「でもリオナさまー。天気が良くて良かったですねー」

　リオナの言う、こんなところ、とは臨海合宿所だった。

　学園や学生街のあるところからは、数キロ離れた半島部に位置する。学園の合宿研修などにも使われるところで、一学年の半分ほどを収容することもできる規模の大きなものだった。温泉旅館ふうの本館の他ほか、コテージ風の小さな建物がいくつも点在している。四月のいまはシーズンオフのため、ひと気もない。

　みさ緒は、どうやら許可を取って、この合宿所を借りてきたらしい。貸切状態なのもそのためと頷うなずける。

「それにしても妙ね。着替えと水着を持ってくるように、なんて」

　事前にみさ緒から渡されたペーパーを見ながらリオナが訝いぶかしがる。

「ハハ、人間は水着なんて着なきゃいけないから不自由ネ」

「あなた、まさかハダカで泳ぐ気じゃないでしょうね！　よしてよ！　誰だれも見ていなくても、生徒会の品位が下がるわ！」

「ダイジョーブ！　おもしろいから水着、買ってみたデス。ミのサイズに合うのがなかなかなくて、苦労したネ！」

　そう言って、グッと胸を突き出すフォルゴーレ。

「こいつ、それが言いたかったのね」

　苦虫を噛かみ潰つぶすリオナ。

　海まで来て、モバイルＰＣを広げたままの黎れい。

　早くも砂浜で転び、スカートを濡ぬらすめぐみ。そこへ……

「あら、リオナさん。それに黎さん、めぐみさんに、フォルゴーレさんも」

　涼やかな声が響いて、生徒会の全員が振り返る。

「あ、あなた！　田た町まち、由ゆ佳か里り……それに……」

　由佳里に並ぶのは、響織きよう子こ、ゆひ、きっ子、それに流ながれ山やま、九く品ほん仏ぶつ、もちろん馨けい一いちもいる。

「なんであなたたちが、こんなところに……！」

　しかしリオナが言い終わらないうちに、すでに衝突は起きていた。

「貴様、まだのうのうと、こんなところに！」

　剣を抜き払い、フォルゴーレへ迫るのは、ヘンシェルである。

「そっちこそ！　死にぞこないアンドロイドが、いつまでも生意気デス！」

　フォルゴーレも負けじと髪を自在に操って応戦する。

「ダメだ、やめろ、ヘンシェル！」

「フォルゴーレさん、おやめなさい！」

　しかしヘンシェルは収まらない。フォルゴーレとの対決で大怪け我がに等しい損傷を負ったのはつい一ヶ月もまえのことではないのだ。

「止めるな、こやつとは決着をつけねばならぬ」

「フン、いつでも相手になってやるデス。姉さんだからって、もう手加減はナシね！」

　前回もとても手加減していたとは思えないが。

　ヘンシェルが剣を抜き、加速装置をチャージする。フォルゴーレの髪が逆立ち、水圧弾をいつでも撃てるよう、身構えた。

　アンドロイドどうしの戦いが始まる！　そう見えた瞬間……。

「ダメダメダメえええ！　ケンカはダメ――――！」

　飛び込んできた影は、みさ緒おである。ヘンシェルとフォルゴーレの間に割って入った。

「うわァ、すごいぞ、あの先生ェ！」

　流ながれ山やまが言うのも無理はない。

　ヘンシェルとフォルゴーレ。とっさに生起した高性能アンドロイドどうしの破壊力抜群のバトルを思うと、どうしてもみんな身がすくんでしまう。それをみさ緒は、身をもって止めようとしているのだ。

「止めるな、ケガをする！」

「ケガで済めばいいデスけどネ。ミは知らないデスよ！」

　なおも戦いの構えを解かない二人に、みさ緒はひるむどころか、二人の手を握って離さない。

「絶対ダメです！　女のコが二人でケンカなんて！　女のコはつねに礼儀正しく、しとやかに、ですよ！　それをなくしてしまったら、女性らしさを捨てることになるの。それに、ケンカなんてして、顔に傷でも作ったらどうするの。あなたたちを好きな男のコが悲しむわよ！」

　迸ほとばしるように、一気にみさ緒が言い終えるのを、誰だれもがポカンと呆あつ気けに取られて眺めていた。当事者のヘンシェルとフォルゴーレさえ、完全に動きが止まっている。

　みさ緒自身、なぜこんなことができたのか、と思えるほどの渾こん身しんの力をこめた行動だった。

（う、うううう……もうダメ。もう膝ひざがっくがく……涙出てきちゃった。で、でもここでやめちゃダメ。逃げちゃダメなのよ。生徒のために、先生である私が逃げちゃダメなんだわ！　でも、怖い……怖いよおおおお）

「せんせい！」

　突然、固まっていた場面を破ったのはきっ子だった。

「きっ子、ちゃん」

「せんせい、すごいでありますー！　へんしぇると、ふぉるごーれをとめたであります！」

「そ、そう、かしら」

　みさ緒おの決死の仲裁ときっ子の闖ちん入にゆうによって、戦いの気というものがすっかり散ってしまったことだけは確かだった。

「あーあ、やる気がなくなったデス」

　フォルゴーレがクルッと後ろを向いてしまう。ヘンシェルも、

「敵の背中を斬きる気はない」

　そう言って剣を収めた。

　結果的に、みさ緒のまさに恐れを知らない行動が二人の暴走を止めた、といえるだろう。見ていた馨けい一いちは唖あ然ぜんとし、感嘆した。

「す、すごい。先生。ぼくでもとっさに止められなかった」

　振り向くと、由ゆ佳か里りも手放しの笑みを浮かべている。

「ちょっと！　どういうことなの!?　なんでわたくしたちのほかに、華道部やら、がさつな発明部がここにいるの!?」

　しかし収まらないのはリオナたちだ。

「そうよー！　親しん睦ぼく会だからって、着替えと水着持ってきたのにー！　これはどういうことなのー！　バカにしないでよー！」

　ここぞとばかり罵ば声せいをぶつけるめぐみ。

「親睦会って……華道部と生徒会の親睦会」

　黎れいがポツリと漏もらすと、全員が、アッ、と言った。

「まさか、先生？」

「そ、そうよ！　華道部と生徒会、それに発明部の、合同親睦合宿です！」

（あああ、言っちゃった。言っちゃったわ！　ああ、どうなるのお。こんな大それたことをして。みんな、怒って帰っちゃったり、しないわよね。お願い、帰らないでえ！）

　しかし、みさ緒の心配をよそに、リオナはあまりの怒りに口が回らず、馨一たちは呆ぼう然ぜんとして物も言えず、由佳里はただ、

「すてきです！」

　と口走っていたという。

「きっこ、しんぼくかい、するでありますー！」

　ある意味、みさ緒の計画は完全に全員の不意を突き、完かん璧ぺきな奇襲の成功となったのは確かのようだった。
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「で、なんで俺おれまで来なくちゃいけないんだ」

　なんと、この親しん睦ぼく合宿に呼ばれていたのは生徒たちだけではなかった。僚りよう冶じもまた、みさ緒おの呼び出しを受けて、この合宿所へやって来たのである。

「荒あら先生！　えー、やだ、どうして!?」

　ひとりで急にそわそわし始めるゆひ。

「どうしてかな。それは俺が聞きたいくらいだ。生徒たちが集まって危ないから来てくれ、って、どういう意味かと思うだろうが」

「えーっと、それはあ……！」

　みさ緒もまた、急にそわそわ、というより焦って説明を始めた。

「あの、一応これだけ生徒たちも集まってますし、私だけじゃ危ないかなー、って。面倒が見切れないかもしれないし、合宿中に、急にお腹が痛くなったり、ほら、転んでケガをしたりするかもしれないじゃないですか。そこで、荒先生に来ていただいて。学校のほうは、休日で休みですよね♪」

「ですよね、じゃないだろう。腹痛だの転んでケガだの、子供じゃないんだ。ケガしたときに呼んでくれれば、ここまでクルマで三十分もかからねえよ」

「そう、ですけど……ごめんなさい」

　つまりは、教師が自分だけでは心細いみさ緒の、援軍のつもりだったのだ。

　一念発ほつ起きして生徒会、華道部、発明部の大親睦会を催してみたものの、自分ひとりですべてを仕切るには自信がなかったというわけである。

　しかし、呼び出された僚冶は大迷惑だ。

「そういうことなら、俺は帰らせてもらうぞ」

「そんな、荒先生！」

　みさ緒は止めたかったが、強引に呼んで迷惑をかけた手前、それもできなかった。

「荒先生、帰っちゃうんだ」

　ゆひも心なしか肩を落としてしまう。

　僚冶は周りの視線を振り切るように、再び乗ってきたジープの運転席に上がった。エンジンをかける。

　……かける、はずがかからない。

「ああ？」

　何度キーをひねっても、空しくセルモーターが回転するだけだった。

「バッテリーじゃないですか？」

　馨けい一いちが言い、ボンネットを開けた。シンプルな構造の六気筒エンジンが見える。配線も単純だから、調べるのは簡単だった。

「見たところ、異常はなさそうですよ」

「こりゃァ、どうやらバッテリーがイカれたらしいなァ」

　流ながれ山やまも覗のぞき込んで言う。

「やれやれ。他ほかのクルマを持ってきて始動するか、バッテリーを交換しないとダメか」

　便利なロードサービスなどない夷い皇おう島じまでは、どちらもけっこうな手間である。しかも、故障の原因がバッテリーとは限らない。

「クルマは諦あきらめて、荒あら先生も参加なさってはいかがでしょう」

　由ゆ佳か里りが言うまでもなく、どうやらその通りにするほかないようだった。

　………………

「それではみなさん揃そろったところで、親しん睦ぼく会を始めたいと思いまーす♪」

　能天気に宣言するみさ緒お。

　それを見つめる、リオナ、黎れい、めぐみ、由佳里、響織きよう子こ、ゆひ、馨けい一いち、流山、九く品ほん仏ぶつ、そしてきっ子。ヘンシェルとフォルゴーレは、それぞれ両端からお互いを牽けん制せいしている。僚りよう冶じは、食事と引き換えに居残ることにしたものの、木陰で早々に昼寝を始めていた。

「親睦会って、いったい何をするのよ！」

　早くもケンカ腰なリオナ。

「つまらないことだったら、すぐ帰ってやるわ！」

「まあまあリオナさまー、臨海合宿って、ちょっと楽しそうですよー」

「バカ！　なにが哀かなしくてそんな大衆的な娯楽をしなくちゃならなくて!?　わたくしは生徒会長よ！」

「この催しが失敗したら？」

　黎の言葉に、リオナが耳をそばだてた。

「そう……そうね！　さすが黎よ。このバカげたイベントを失敗させて、あの女を早速追い出してくれてよ！」

　そうと決まると、急にやる気が出てくるリオナだった。しかし、こんな動機でやる気満々、というのも……。

　リオナたちの会話をよそに、みさ緒は親睦会のスケジュールを読み上げていた。

「ええと、いま十一時ですね。いまから二時間くらい、海辺でフリータイムになります。みんな海で遊んだり、泳いだりしてＯＫです！　それから全員で、お昼ご飯の炊事。食事の後は、午後のフリータイムと、全員でゲームをして遊びます。それから晩御飯の炊事、食事の後は、就寝でーす！」

　こうして親睦会を無事できるのがよほどうれしいのか、みさ緒の声は終始弾はずんでいた。

「アホらし……じゃない、くだらないわ。まるで初等部の合宿じゃなくて」

「ステキですね♪　こうして生徒会のみなさんといっしょに遊んだり、ご飯を食べたり、一つ屋根の下で寝たりできるなんて。私、ずっとまえから夢だったんです。みさ緒先生、ありがとうございます」

　憎まれ口のリオナに比べ、由ゆ佳か里りは本気で感激している。目がキラキラと輝いていた。

「へーか！　がっしゅく、がっしゅく！　なんだか、またおんせんにきたみたいでありますー！」

　手放しで喜ぶきっ子。

「そうだな。生徒会といっしょに温泉旅行に来たみたいなものだよね」

（それにしてもヘンシェル、フォルゴーレと何もなければいいけどな……）

　唯一の心配は、そこにあった。

「仲が悪いよりは、いいほうがいいわよね」

　当たり前のような、しかし響織きよう子この正論である。

「宿敵生徒会といえども、場合によっては和解する用意も我々にはある！　冷戦後のアメリカとロシアが、むしろ仲良くなったように、だなァ！」

　流ながれ山やまも弁を振るい、九く品ほん仏ぶつが頷うなずいていた。

「そうですよね。みんな仲良くなれば、なんの問題もないんですよね。こんな簡単なこと、どうして誰だれも気づかなかったんだろう」

　ゆひも感心したように言う。しかしその紅潮した顔は、僚りよう冶じが参加する、ということの理由のほうが大きいようだった。

「考えてみると、こんなことって普段絶対ないし。みさ緒お先生がやってくれなかったら、ありえないことだよ」

（すごいな。みさ緒先生って……やっぱり、先生は先生なんだ）

　馨けい一いちもまた、改めてみさ緒を見直していた。

　そしてみさ緒は、

「じゃあ、みんなで海に入りましょう♪」

　全員を促す。自らは、エアマットの空気入れを懸命に足踏みしていた。

「あ、はあ……」

　しかしすぐに、というわけにはいかない。生徒会側はともかく、華道部側も反応が鈍い。

「どうしたの、みんな？　海に……あ、そうか」

（きっと水着に着替えるのが恥ずかしいのね。この年ごろはとかく意識しすぎてしまうもの。それなら、私が手本を見せるしか、ないわね！）

「じゃあ、先生から入っちゃおうかなあ。アハ♪」

　言いながら、服を脱ぎ出すみさ緒。キャンプのようなものだからと、今日はカジュアルなスタイルだ。

　ボーダーのカットソーにヨットパーカー。膝ひざ上のショートパンツ、それにデッキシューズ。髪は編んではいないが、まとめていた。典型的なビーチファッションといえる。

　どうやら下に水着を着込んできたらしいみさ緒だが、やはり服を脱ぐ動作はいろいろと想像力をかき立てる。流山の目が、血が噴出しそうなほどに充血し、九品仏は、眼球が確認できるほどに見開かれていた。

「せ、先生の身体からだって、なんだか……」

　思わず馨けい一いちが口走ると、

「ううム。さすがに女子高生とは違う、何かがあるなァ。何かが……！」

　流ながれ山やまが引き取る。コクコク、と高速で首を上下動させる九く品ほん仏ぶつ。

　そんな視線の圧力を知ってか知らずか、みさ緒おは髪に気をつけながらカットソーを首から抜いた。ショートパンツを脚から抜き取る。

「準備できたわよ。みんなも着替えて！」

　しかし、よけいに着替えどころでなくなったのが、馨一たち男子勢だった。

「ひ、紐ひもビキニ、かよォ！」

　流山が言い、思わず鼻を押さえる。鼻水なのか鼻血なのか、生温かい液体を鼻孔の中に感じたのだ。後方へ倒れ込みそうになった。

「うわあ……」

　馨一も目を離すことができない。

　ライムグリーンのビキニ。

　エッジには白のパイピング。超ビキニといってもいい露出度。

　大きく開いた胸元からは、リオナにも勝った、というバストがたっぷりと覗のぞいている。

　ビキニトップは、首へのストラップ、サイドとも紐。ボトムはハイレグで、やはりサイドは紐だった。たよりなげに蝶ちよう結びにされ、垂れ下がった紐が悩ましい。

「さあみんなも……どうしたの？」

　どうしたの、ではない。

　男子は呆ほうけたようにみさ緒を見つめ、女子もまた、みさ緒のプロポーションに少々気けおされてしまっている。

「まずいよ！」

　馨一は思った。せっかくみさ緒が用意してくれた親しん睦ぼく会の席なのに、ここでみんなが固まってしまっては。

（こんなことなら、ぼくも下に海パンを穿はいてくればよかった！）

　そうすれば、この場ですぐに着替えられるのに。

　ところが、ブレイクスルーは意外なところからあった。

「ハイ！　ミはもう着替えたデス！」

「フォル、ゴーレ？」

　見ると、水着姿のフォルゴーレがそこにあった。

　小麦色の肌によく似合う、白のビキニ。

「ミはもう楽しむことに決めたデス。いつまでも過去のことを引っ張っていてもつまらないネ。遊ぶときは思い切り遊ぶ。イタリア人、遊びの才能は世界一デス！」

　確かにフォルゴーレの言うことも正しい。

　いつまでもヘンシェルとにらみ合っていては、親睦会を楽しむこともできない。それではけっきょく時間を無駄にすることになる。

「フォルゴーレもいいとこあるよな。いいとこ……」

（ありすぎ、かも……）

　みさ緒おへ向けられていた男子の視線は、もちろんそっくりフォルゴーレへと集中していたのだ。

　制服からして露出度の高いフォルゴーレの、期待を裏切らない超ビキニだった。

　布地が小さいのか、それともフォルゴーレのボディが充実しすぎているのか、とにかく、バストは上も下も、横もはみ出している。ボトムの切れ込みは鋭角三角形を思わせるほどだし、バックは……。

「ハハン、ミが海へ一番乗りネ！」

　フォルゴーレが海へ駆け出そう、としたそのとき、

「待って！」

　突然ストップをかけたのは、なんとゆひだった。

「振り返らないで！　そのまま、海へ向かってください！」

「？？？」

　フォルゴーレも突然のことで頭上に？マークが浮かんでいるかのようだ。しかしゆひの言葉の意味はすぐに証明された。

「なぜデスか。このままって、後ろ向きには走れないネ」

　海を背にしたフォルゴーレが、身体からだの向きを変えずに海へ入るためには、後ろ向きに歩かねばならない。何歩か後ろ向きに歩いたあげく、

「もう、面倒デス！」

　クルッ、と向きを変えると海辺へ走り出してしまった。そして、フォルゴーレの後ろ姿の破壊力は凄すさまじかった。

　Ｔバック。

「あ、あの、あれ、あれはァ……！」

　流ながれ山やまなど、もう台詞せりふが言葉にならない。

「やっぱり……そうだと思ったの！」

　ゆひが頭を抱えた。

　当のフォルゴーレはまったくくったくがない。

　考えてみれば、ヨーロッパの高級リゾート地では女性もＴバックは当然、トップレスでも堂々としている。それに、形の整ったフォルゴーレのラテン系ヒップは、Ｔバックでも不思議といやらしさを感じさせない。

「しかし、日本でこんな光景を見られるとは……敵とはいえ、天晴あつぱれだァ！」

　流山が拳こぶしを握り締める。

「フォルゴーレさんて、本当にスタイルがいいのね」

　驚いたように言うみさ緒。それもまた、違うような気がするが……。

「お待たせしました♪」

　いつもより軽やかな声。誰だれか、と全員が振り返り、そのまま息を飲んだ。

「ゆ、由ゆ佳か里りさん！」

　目の前に、水着姿の由佳里が立っていた。

「着替えていたので、遅くなってしまいました。あ、みさ緒お先生、勝手に開いていたコテージを使ってしまいましたが、よろしかったでしょうか」

　驚く馨けい一いちたちを後しり目めに、由佳里は少しはにかんだ笑みを見せる。

　由佳里の水着。それは誰もが想像もしなかった、ビキニだった。

　もちろんフォルゴーレの現実離れした超ビキニに較べれば、圧倒的に大人しい。ブルー基調のハイビスカス柄で、ボトムにはパレオが巻かれていた。

「え、ええ。もちろん、ＯＫ。問題なし、よ」

　みさ緒も驚いていた。それ以上に全員が目を丸くしている。

「あの由佳里さんが、ビキニかあ。下は、布巻いてるけど……」

　馨一は思わず、いつもの由佳里を想像した。

　広間で華道の稽けい古こをしているときの由佳里。きれいに正座し、花や花器を手にした由佳里。常におだやかでやさしく、それでいて凛りんとした美しさを持つ由佳里。

（由佳里さん、和服も似合うんだよなあ……）

　いつぞや、大学との合同花会で小こ紋もんを着た由佳里の姿を馨一は思い出していた。振ふり袖そでのような派手さはないが、清楚な美しさが由佳里によく似合う着物だ。

　アップにした髪は着物のときの姿を思い起こさせる。しかし、ビキニなのだ。そのギャップが、あらゆる想像をかき立てる。

「ケーイチ、いつまでも何を見ているのだ」

「え？　わぁっ！」

　馨一が振り返ると、ヘンシェルまでが着替えていた。

　温泉旅行のときと同じく、ヘンシェルは服の下に水着を着てきたのだろう。手早く制服を脱ぎ捨てると、もう水着姿になる。温泉旅行のときとは異なる、黒のビキニだった。

「あー、ヘンシェル、またあたらしいみずぎ、かったでありますかー！　きっこにだまって、ずるいでありますー!!」

　そのきっ子はといえば、変わらずスクール水着なのだった。

「いや！　きっ子ちゃん、きっ子ちゃんはスクール水着がいちばんだァァ！　スクール水着オンリー！　それ以外認めないィィ！」

　由佳里のビキニ姿に触発されたのか、女子全員がいっせいに着替えに向かう。

「私も、着替える！」

　語気強く言うのは、ゆひ。

「せっかく来たんだし、海くらい入っておこうかな」

　のんびりした口調の響織きよう子こをはじめ、

「このわたくしが、由ゆ佳か里りに負けるわけにはいかなくてよ！」

「リオナさまー、あたし、あたしも着替えますー！」

「……日焼け止め、塗らなくちゃ」

「先輩、部長、ぼくらも着替えましょう！」

「おおォ！」

「……（奮）!!」

　かくして、先を争うように全員が水着に着替え、ビーチに集結した。

「凄すごい。凄いわ、みんな。これでいいのね。これでみんな仲良く遊べるのね」

　みさ緒おは感激してつぶやいていた。
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　色とりどりの花がビーチにいっせいに開いたようだった。

　女子の水着はどれも華やかで、美しい。

　ゆひはおとなしめのセパレートだったが、オレンジとイエローをふんだんに使った花柄が楽しい。トップはホルターネックになっていた。

「どうかなあ……」

　ゆひははにかみながら視線を走らせるが、視線の先の人物は相変わらず寝転がったままだった。

「ゆひちゃん、いいなあ……」

　代わって感想をつぶやくのは馨けい一いちだ。

　水着になると、ゆひの体形が嫌でもわかってしまう。大きすぎないバスト。くびれすぎないウエスト。グラマーすぎない腰とヒップ。脚は長すぎず太すぎず、しかし足首も細すぎず……。

　すべてに日本的な、ゆひだった。プロポーションでいえば、フォルゴーレやヘンシェルにはかなうはずもない。また、普段純和風な由佳里が意外に水着映えするスタイルだったせいか、ゆひの中途半端な体形がよけいに目立つ。

「いや、そこがイイ！　いいんだなァ！」

　流ながれ山やまのコメント。

　………………

「こんなものじゃない」

　こだわりのない、あっさりとした性格の響織きよう子こは、紺の競泳用ワンピース。ところどころ、明るめのブルーが配されている。競泳用水着を選ぶなど、合理的な理系の一面を見るようだ。

「最近の競泳用水着って、けっこう……」

　生地は薄くて身体からだに張り付くようだし、ボトムはハイレグだし、背中は大胆に開いているしで……。

「イイ！　これはイイぞォ！」

　………………

「フフ、なんだかんだ言ってもみんな子供ね」

　なんだかんだ言って、自分は見せたがり屋のリオナの水着はというと、

「金きん、ですか！」

　金、そしてラメが張り付いている。こんな水着で、水の中へ入れるのだろうか。ビキニともいえないきわどい覆おおい方は、まるでグラビア雑誌でしか見たことのないようなものだった。

「これは、文化の違いというかァ、急に別の言語で話しかけられたようだなァ、しかし、どうかと言われれば、イイ！　としか……」

　………………

「なんでもいいんだけど……」

　そういう黎れいは、一番オーソドックスな紺のワンピースだった。スクール水着ではないので、そこそこにハイレグ。背中の露出は多めだろうか。水着になると、とにかく痩やせている黎の体形が目立った。そんな人形のように無機質なプロポーションに、モバイルＰＣがよく似合うともいえる。

「高たか田ださんて、よく見たことなかったけど……」

「美少女なのは間違いない！　個人的には、もう少し肉付きがほしいところだがなァ」

　………………

「リオナさまー、あたしも昨日水着買ってきたんですー」

　そういうめぐみは、早くも浮き輪を手に、ツインテールを揺らしている。しかしその水着は、

「めぐみ、その水着……！」

「え、かわいいと思ってー」

　全体に赤のチェック柄はまだいいとして、ホルターネックのセパレートに白のパイピングは水着というよりリゾート着のようだ。なにより目立つのが、ボトムのミニスカートだろう。

「いまどきそんな水着、どこに売っているのよ！」

　フリルというよりは完全にミニスカート型で、ボトムと一体になっている。パレオが一般的になった最近では、確かに絶滅したと思われている形だった。

「高等部の購買部で買ったんですけどー、えー、変ですかー」

「ああ、もう、いいわ、おまえは！　近づかないで！」

　ミニスカート型のセパレート水着は、小さな女児ならよく似合いそうだ。となると、年少に見えるめぐみをさらに幼く見せてしまっている。ゆひよりもバストもないから、幼児体形がいやがうえにも目立っている……。

「めぐみ、って感じだなあ」

「きっ子ちゃんの勝ちだよ、勝ちィ！」

　強弁する流ながれ山やま。それまで、呆ぼう然ぜんと女子たちの水着をながめていた九く品ほん仏ぶつが、ぽつりともらした。

「卒業しなくて、よかった……」

　………………

　そしてきっ子は、

「みんなずるいでありますー。きっこ、かえったらぜったい、あたらしいみずぎ、かうであります！」

「いや、きっ子ちゃんはこのままがいいんだ。スクール水着がいちばんいいんだよォ！」

「そんなの、いやであります！　ぜったいかうであります。へーか、いっしょにえらぶであります！」

　いつになく強情なきっ子だった。

「はは。わかったわかった」

　馨けい一いちは笑うが、もしきっ子が、リオナのような水着がいいと言ったらどうしたらいいだろうか、と思う。想像して、笑ってしまった。

　しかし、これだけ女子が華やかだと、男子の凹へこみ具合が際立っている。

　馨一と流山はお世辞にも見栄えのいい肉体とはいえないし、無駄に筋骨隆々な九品仏は、なぜか胸まである横じまの水着を着込んでいる。頭をバンダナで巻いているのは、海賊風のファッションだろうか。

　しかし、もうそんなことはどうでもいい！

　とにかく空は晴れているし、南の海は四月でも誘うような暖かさだ。

「行こう！　市いちヶが谷やくん」

　海へ向かって歩き出そう、と思った馨一の手をとったのは、意外にもゆひだった。

「あー、ゆひ、ひどいでありますー！」

　驚くきっ子を振り返って笑いながら、ゆひは馨一の手を引いて海へ走っていってしまう。

「うわ！　ゆひちゃん？」

　驚いたのは馨一も同じだった。まさかゆひのほうから手を繋つないでくるなんて。

（ゆひちゃん、どうしたんだ？　でも、うれしい！）

　ついにやけてしまいそうな頬ほおを、必死で引き締めた。

「おー、市ヶ谷、負けるかァ！」

　流山が、どさくさにまぎれてきっ子の手を握る。こういうところはもう勢いだ。そのまま海へと突っ走った。

「あー！」

　きっ子は戸惑いながら、それでも流山について走る。

「!!」

　九く品ほん仏ぶつは後輩二人の活躍を目にして、俄が然ぜん力が入った。目の前いるのは、響織きよう子こと由ゆ佳か里り。これはうってつけのシチュエーション！。

「……（汗）!!」

　グッ、と拳こぶしを握り締める久品仏。

　五秒……十秒……。クルッ、ときびすを返すと、そのままひとりで海へと突進していく。

「別に、手を繋つなぐくらい、いいのに」

　響織子が言い、かすかに笑った。

「シャイなんですよ、九品仏さんは。私たちも、行きましょう」

　そう言うと、由佳里と響織子もまた、海へと走った。

　海では、それこそ絵に描いたような光景が展開されていた。

　派手に水を跳ねさせて、お互いかけ合い、逃げ合う。

「あー、市いちヶが谷やくん、やったなー！」

「うわっ！　ゆひちゃん、足は反則だよー！」

　ビーチボールを投げ合い、みんなで回す。

「ケーイチ、こっちだ！」

「へーか！　きっこにもボールくださいでありますー！」

　泳ぐ。

「なにしてるのよ。ほら、もっと顔を上げて。足の振りは大きく」

「……（喜）!!」

　じつはほとんど泳げない九品仏が、響織子に手をとってもらい、バタ足の練習をしているのだ。

　それから、ゴムボートやエアマットに乗ったり、漕こいだり。

「流ながれ山やまさん、大丈夫ですか？」

「いやァ！　由佳里さんを乗せていられるなら、死ぬ気で漕ぎますゥ！」

　そして……、

「先生、乗ってください！」

「あ、市ヶ谷くん……うん。ええ」

　大きめのエアマットの上に腹ばいになっていた馨けい一いちが、平泳ぎで近づいてきたみさ緒おに手を伸ばす。みさ緒は泳ぎ着くと、馨一の手をつかんだ。

「……いしょっ！」

　馨一が掛け声とともにみさ緒を引っ張リ上げる。みさ緒も、もう片方の手でエアマットをつかんで、乗り移ろうとした。

「それ！」

　しかし、硬いボートではないうえ、引っ張り上げるのは馨一ひとりだ。濡ぬれて滑すべるみさ緒の手をなんとかつかみ、両手で引いてもなかなか上がらない。そのうえ足場がプカプカと揺れているのだから、これは難しかった。

「せーの！」

「えい！　ん……あん！」

　なんとかマットの上に乗ったものの、みさ緒おが勢い余って馨けい一いちにぶつかってしまう。馨一も自分を支えることができずに、後ろへ倒れた。

「うわっ」

「きゃあっ！」

　ぶつかるみさ緒の身体からだ。

　仰向けになった馨一が顔を上げると、目の前にみさ緒の顔があった。あまりに近い。まるで、これから恋人同士がキスをするような、そんな距離……。

「あ……」

　どちらともなく声が出た。おそらく、二人同時に声が漏もれた。

　みさ緒は馨一の上に四つんばいで跨またがるような姿勢になっていた。

　ただのエアマットの上は水浸しだ。馨一の身体も半ば水に浸つかっている。

　海の香り。それは濡ぬれたみさ緒の身体や髪からも匂におってくる。ちょうど逆光になっているせいで、みさ緒のライムグリーンのビキニも、水滴をまとった全身も、まぶしく光っていた。

　四つんばいになっているせいで、強調されたみさ緒の胸元が、馨一にぐんぐん迫ってくるようだった。

「ご、ごめんなさい。痛くなかった？」

「ぜ、ぜんぜん、です！」

「良かった。あはっ……これ、まずいわよね……」

「ちょっと、まずいです、ね」

「待って。うんっ、あっ！」

　みさ緒が馨一の上から離れるために立ち上がろうとしたときだった。

　ズルンッ！

　膝ひざが濡れたエアマットの上で滑すべった。

　立ち上がろうとしていたのが滑ったのだから、当然崩れることになる。みさ緒は馨一の上で、べチャッ、とうつ伏せにつぶれた。

「うっ！」

「ああっ、ん！」

　みさ緒の声に、馨一のうめきが混じる。

「ごめんなさい、市いちヶが谷やくん！　……市ヶ谷くん？　ええ!?」

　みさ緒は思わず驚きの声を上げた。目の前から馨一が消えたのだ。まさか海へ？　しかし海へ落ちた形跡もない。

「……へんへい～、ここれす～」

「え？」

　気がつくと、みさ緒おの下から声がする。しかも、胸元から……！

「い、市いちヶが谷やくん！　ご、ごめんなさい！」

　想像の通り、みさ緒は馨けい一いちの上に完全に乗っていた。しかも、少し前へずれていた。みさ緒のバストのちょうど下に馨一の顔があったのである。

「きゃあ……んっ！」

　思わず悲鳴を上げそうになって、みさ緒は自分の口を押さえた。

（ダメよ、ここで悲鳴を上げたら、みんなが気づくわ。また市ヶ谷くんを悪者にしてしまう！）

　以前までのみさ緒なら、抑制ができずにまた平手打ちを放ってしまっただろう。

　馨一もまた、みさ緒の感情に気づいた。

（先生、ぼくのために我慢してくれたんだ）

　それはそうと、しかしこの体勢は一刻も早く離れなければまずい。

　みさ緒と馨一、二人とも水着なのだ。しかもみさ緒は、超がつくようなビキニ。この圧倒的な密着感！　直接感じる体温。柔らかさと、硬さ。海の匂においに混じって感じる、みさ緒の肌の匂い。

（ま、まずい！　このままじゃ……）

「せ、先生」

　馨一は顔を塞ふさぐようにのしかかっているバストの間から声を出した。

「待ってね、市ヶ谷くん、いま、先生、避よけるから」

　しかし相変わらず骨のないエアマットはツルツル滑すべる。みさ緒は何度も滑ってはまた潰つぶれ、馨一の上に覆おおいかぶさった。ようやく膝ひざ立ちになり、これで避けることができる、と思った矢先……、

　ザーンッ！

　大波が打ち寄せてきた。

「わあっ！」

「きゃあっ！」

　二人はなんとかエアマットにつかまり、振り落とされることだけは免まぬがれたが、波が去ってみれば……、

「わっ！　先生っ！」

「きゃっ！　い、市ヶ谷くん……！」

　みさ緒はまだ馨一の上に完全に乗っていた。それも今度は、アタマと足が百八十度反対になって……。

「こ、これって……」

　今度はみさ緒の脚の間から顔を出すことになった馨一が、何をどうすることもできずに声を上げる。その馨一の目の前には、今度はみさ緒のビキニに包まれたヒップが壁のようにそそり立っていた。

「ま、待ってね、市ヶ谷くん、絶対、動いちゃダメよ！　あっ！」

「あっ、て、先生……!?」

「大丈夫、んぅ！」

　目の前でモソモソ動くみさ緒おの下半身。

（だ、ダメだ、これじゃ……！）

（ダメよ、こんなことお……！）

「コラーッ！　二人でいつまでも何やってるデスか！」

　突如、海面が盛り上がり、馨けい一いちとみさ緒はエアマットといっしょに空中へ放り投げられた。もちろん、フォルゴーレが海中から接近し、エアマットごと二人を持ち上げたのだ。

「うわあああ！」

「きゃああああ！」

　しかし、それだけでは終わらなかった。空中のさらに高みから恐ろしい速さで落ちてきた影が、馨一をつかむと、そのまま海中へ突っ込んだ。

「ぐっ！」

　まるでラリアートで叩たたき落とされるような衝撃。むろん、ヘンシェルである。

「プハッ！　い、市いちヶが谷やくん？　市ヶ谷……！」

　さらに。

　海へ落ちたみさ緒が、ようやく海面へ顔を出したとたん、周囲に派手な水しぶきが二個、立て続けに上がった。

「え？」

　見ると、遠くできっ子が仁に王おう立ちになっている。両手をみさ緒に向けていた。

「もー、せんせい、へーかとくっついちゃだめでありますー！」

　当の馨一は、というと……、

「ゴボ……ガホ、ガホッ！　水を飲んだ……鼻にも、入ったよ……」

「当然だ、たわけもの！」

　ようやくヘンシェルに引き上げられた砂浜で、激しく咳せき込む姿があった。

　そして、生徒会の三人は、というと……。

「なにか飲み物はないの、黎れい。めぐみ、買ってきてちょうだい！」

　リオナはパラソルで日陰を作ったデッキチェアーに寝そべり、めぐみに扇で扇あおがせていた。それほど暑くはないのだが、これはもうスタイルのようなものである。

　いっぽう、黎は傍らでモバイルＰＣをずっと開いたまま。なんのために水着に着替えたのかよくわからない三人だった。

「リオナさまー、このかっこうで行くんですかー」

「おまえの水着なんか誰だれも見てないから、平気よ！　早く行ってきて！」

「中等部の生徒と間違えられるかも」

　黎がポツリ、と付け加える。

「あ～、悔しい～、もっと発育してやる～！」
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「それでは、これからみんなでお昼ご飯を炊事しま～す！」

　再び、みさ緒おの声が青空に響く。

　午後二時。海で泳いだ面々にとっては、空腹も限界に達しようというころである。

「そういえば、お腹がすいたわね」

　リオナが言う。何もしなくても、腹は減るようである。

「昼食は何なのかしら」

「お昼は、みんなで協力して作るんです」

　そう言って、みさ緒は鍋なべとオタマを掲げて見せた。

「自分たちで、ですって？」

「まあ、ステキです！」

　明らかに不満げな声を上げるリオナに対し、由ゆ佳か里りは何でも楽しくてしかたがない、というふうだ。

「献立は、なんなんですか？」

　と馨けい一いち。

「カレーライスよ♪　みんなで炊事、といったらカレー。でしょ？」

「カレーかァ！　よおし、すぐに作りましょう、飯も炊かなきゃいけないからな。一時間で作るぞォ！」

「材料は、もうこっちに用意してあるの」

　みさ緒が指差すと、野外炊事場にはもう鍋や野菜、米が用意してあった。

「すごーい。すぐ作れるね」

　ゆひが言い、

「お腹すいたし、さっさと作ろうか」

　響織きよう子こがさっそく包丁を取り上げる。

「カレーなんて大衆的な料理、何年も食べたことなくてよ。しかも自分で作るなんて」

「あたし、初等部の家庭科で作りましたよー、リオナさまー」

「じゃあ、めぐみ、あなたが作って」

　リオナとめぐみが言うところへ、

「炊事はみんなでしなくては。不慣れでも、なにか一つでも参加してね。やったことがなくても、してみると案外楽しいものよ」

　みさ緒が釘くぎを刺した。

　これにリオナがカチン、と来た。

「不慣れ、ですって？　わたくし、余暇によくフランスのお菓子を作ったりするのよ。カレーくらい、どれほどの手間だというの？　見てなさい。完かん璧ぺきに作って差し上げるわ！　めぐみ、鍋なべを持ってくるのよ！」

「は、はい。リオナさまー」

「カレー……好き」

　こっそり黎れいがつぶやいた。

　………………

　なにしろ集まった面々は総勢十四人もいる。

　そのため、鍋を二つに分けて炊事することになった。

　ひとつは、リオナが意地になって炊事する、と言い張る鍋。もうひとつは、由ゆ佳か里りを中心とする、安心できそうな鍋、である。馨けい一いちたち男子、それにきっ子やヘンシェルは、なぜかリオナの鍋へついてしまっていた。

「インド料理、イタリアではあまり食さないデス」

　フォルゴーレはそれだけ言うと、もうひと泳ぎしてくる、と言って離れた。アンドロイドのフォルゴーレはもともと食事はとらない。みさ緒おが止める間もなく、海へ戻っていってしまった。

「手伝おう」

　ヘンシェルが包丁を取り上げる。

「あー、触らないで！　わたくしがやる、と言ったらやるのよ！　手出しをしてほしくなくてよ！　それに、シェフでもない者が作るものなんて、わたくしには食べられないわ！」

　専門の料理人が作らないなら、自分で作ったほうがマシ、という、わかるようなわからないようなリオナの論理だった。

「まァ、リオナがやるって言ってるんだから、やらせてみるしかないだろうなァ」

　流ながれ山やまが腕組みする。

「へーか、りおなのかれー、おいしいでありますか？」

「どうかなあ」

　そう言ってめぐみににらまれ、

「おいしい……といいんだけどね」

　と言い直す馨一。

「しかし、市いちヶが谷や、見ろォ」

　手すきになった流山が、視線で馨一に促した。

　全員が、まだ海から上がった余韻で、水着姿のままだった。

　女子はみんな、水着の上にカットソーやヨットパーカーを羽は織おっている。馨一や流山たちも海パンにＴシャツを着ていた。

「水着で炊事ってのも、いいもんだなァ」

「先輩、目つきがいやらしいですよ……でも」

　確かに、別の意味でなかなかない光景だった。

　水着で泳いだり、遊んでいるところもいい。しかし鍋を洗ったり、野菜や肉を切ったりしている姿も、なぜか、いいのである。どこかミスマッチなところがそそるのか。そんなマニアックな点にさっそく気づく流ながれ山やまも、さすが、というべきだが。

「由ゆ佳か里りさんて、意外に大きいよなァ、着痩やせするタイプだなァ」

「そうですね……」

「ゆひちゃんの、なんだか中途半端で、ホッとするところも、いいよなァ」

「ええ、そう、そうですよ」

「でもやっぱり、みさ緒お先生は、違うよなァ」

「違います。全然違いますよ」

　すっぽりとヨットパーカーをかぶっていながら、大きく開いた胸元からはこぼれそうなバストが覗のぞいている。

　上半身を覆おおいながら下半身は水着のまま、なのがまた、絶妙に映える。ビキニのボトムからスッと伸びた瑞々みずみずしいみさ緒の両脚に、つい目が釘くぎ付けになる二人だった。

「そなたたち！　手伝わないなら黙って座っていたらよかろう」

「わぁあ！」

　突如背後から現れたヘンシェルにＴシャツの首根っこをつかまれると、二人はあっけなくベンチへと隔離されてしまった。

「部長もだ」

　追加で言われ、おとなしく見ていただけの九く品ほん仏ぶつもまた、そそくさとベンチへ向かうのだった。
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「カレーを作っている間に、ごはんを炊いたほうがいい」

「そうね。黎れいの言う通りよ。まず、米を、洗うのよね。めぐみ、洗剤！」

「はい、リオナさまー……え？　えええー!?」

　しかし時すでに遅く、反射的にめぐみが差し出した食器用洗剤をリオナはもう米にかけてしまっていた。水を注ぐ。

「粒粒していて、洗いにくいわ！」

　ぐるぐるかき回す。泡立ちのいいこと……。

「リオナ、お米に洗剤は、使わない」

　さすがの黎もちょっと退ひいている。

「洗剤は使わない!?　洗濯機に入れて回すとでも言うの？　いいわ、持ってきて！」

　冗談に聞こえないところが恐ろしい。

「おい、リオナが鍋なべでなんか洗ってるぞォ！　洗うものなんて、あったかなァ？」

「なんか、お米みたいなものがチラっと見えたんですけど、気のせいですよね……」

　流山と馨けい一いちの心配をよそに、リオナの独壇場は続く。

「次！　野菜を洗うわ。これは洗剤がいるわよね、絶対」

　同意を求めるように見るが、黎れいとめぐみはひたすら首を横に振り続けている。

「野菜を、洗わないの？　ええ!?　水洗いだけですって！　そんな、サラダの野菜は……同じ、ですって？　そんなことで、ばい菌やバクテリアや、ウイルスをきれいに落とせるの？　信じられなくてよ！」

　信じられないのはリオナの頭の中だ。それに、ウイルスは洗ってもとれるとかいうものではないと思うが。

「ジャガイモ？　ニンジン？　タマネギ？　とりあえず洗ったけど」

「じゃあー、皮を剥むきますねー。簡単なニンジンからいきますかー、リオナさまー」

「ニンジン？　つまらない野菜ね。まあいいわ……何これ？」

　野菜につまらないとかおもしろいとかあるのだろうか。

「何って、ピーラー。皮剥き器」

　黎はもう、別のピーラーでニンジンの皮を剥いている。

「まあ、便利なものね！　そう、文明の利器を使う、こうでなければ、わたくしの料理とはいえないわ！」

　百円ショップで売っている文明の利器、だが。

「な、なに、この皮剥き器！　とても、辛つらいわ！」

　見ると、リオナがピーラーでタマネギを剥いていた。

「り、リオナさまー！　それはピーラー使っちゃダメですー！　あー！　目に滲しみるー！」

「これは何!?　なんでこんなに目が！　ああ、もう目が痛くて皮が剥けなくてよ！」

　タマネギはよく切れる包丁で一気にザクザク切らなくてはならない。そうでなければ繊維が潰つぶれて、涙を出させる成分がどんどん放出されてしまう。ピーラーでジャリジャリ削そぐなどは、もってのほかだった。

「なんか、全員で泣いてるぞォ」

「そう、ですね。リオナが泣くところなんて、初めて見ました」

　確かに泣いてはいるが……。

「めぐみ！　目薬を！　目薬を探してきてちょうだい！」

「おまえら、まったく何してるんだ」

　涙どころか、鼻水まで出てきて、リオナやめぐみがまったく閉口しているところへのっそりと現れたのは、僚りよう冶じだった。

「貸せ。こうやってやるんだ」

　包丁を手にするや、じつに手早く野菜の皮を剥き、手ごろな大きさに切っていく。ピーラーなどは使わなくても、その手つきは鮮やかだった。

「ニンニクも入れたほうが、味がよくなるだろ」

　ニンニクの皮を剥き、あっと言う間にみじん切りにしてしまう。

「よし、あとは油を鍋なべに引いて、肉から炒いためろ。野菜に火が通ったら、水を入れるんだ。煮立ったら、灰あ汁くを取るのを忘れるなよ」

「わ、わかったわ」

　いまやリオナ側の鍋なべは僚りよう冶じが仕切っていた。その手際の良さを、感心したようにながめる、隣の鍋のゆひ。

「やっぱりぼくたちも何か手伝いませんか、先輩」

「そうだなァ。サラダでも作ってやるか」

「そう思って、野菜を洗っておいた……洗剤は使っていないがな」

　馨けい一いちが振り向くと、ヘンシェルときっ子が洗い桶おけに野菜を入れて立っていた。トマトやレタスが色鮮やかに顔を見せている。

「きっこ、やさいきるでありますー！」

「じゃあ、ぼくたちはドレッシングを作るよ。ええと、ニンニクと、しょうゆと、ごま油に……」

　……こうして、僚冶という思いがけない援軍もあり、リオナ側のカレーもなんとか完成した。由ゆ佳か里り側のカレーは、もちろん万事つつがなく出来上がっている。

「おー、できたできたァ！　リオナにしては、よくできたよなァ。いまごろ、隣の鍋から恵んでもらわなきゃならないかと、心配したよォ！」

　カレー鍋をかき回しながら、流ながれ山やまが言う。

「でもリオナって、何したんだっけ」

　馨一が漏もらすと……。

「う、うるさいわね！　少しでもわたくしの手が触れた料理を食べることができて、感謝なさい！　わたくしの、初めての料理なんだから！」

　やはり、初めてのこと、はリオナでも感慨深いらしい。料理でも、である。

「あら、リオナさんたちのほうの鍋も完成したようですね」

「荒あら先生が作った、っていう感じだけどね」

　由佳里、響織きよう子こが、そう言って微笑ほほえむ。

　なんだかんだ言って、全員分のカレーが無事完成した。

「凄すごいわ！　みんなで力を合わせて、炊事だってできたのよね！　うれしいっ！」

　感激して思わず涙ぐみそうになるのはみさ緒おだった。しかし、全員で力を合わせ……たのだろうか。

「みんな、ごくろうさま！　では、いただきましょう！」

　みさ緒の言葉に、全員から、ワーッ、という歓声が上がった。リオナすら、笑顔を見せていた。

　その光景もまた、みさ緒が夢に見たおだやかですばらしいものだった。

「……さあ、食うぞォ！」

　流山がそう言って、ご飯の鍋の蓋ふたをとった。

「うん！　ふっくら炊けて……ますけど、これって」

　馨けい一いちと流ながれ山やまが顔を見合わせる。

　確かにふっくらとは炊けている。しかし、辺りに漂う、柑かん橘きつ系の香りは……。

「シトラスの香り、のようだ」

「いいにおいのおこめでありますー」

　つまりは、リオナが米を洗剤で洗ってしまったため、米に洗剤の臭においがついてしまった、ということである。

「何よ！　お貸しなさい！」

　リオナはそう言ってしゃもじを取ると、自分で飯をかき回し始めた。周囲に立ち上る、さわやかなシトラスの香り……。

「ダメだァ、こんな飯、食えないって！」

「お黙りなさい！　ちゃんときれいになっているんだから！　食べられないわけなくてよ！　めぐみ！」

「は、はいー」

「食べなさい！」

「うう……（パクッ）……」

「どうなの!?」

「な、七色の味がしますー」

「七しち味み？」

　黎れいが言う。

「違いますー。レインボーっていうかー、食べた瞬間、頭の中に虹が広がるようなー」

「貸してごらんなさい！」

　業を煮やしてリオナがめぐみの手から皿を奪う。ご飯を一口、含んだ。

「………………（ゴクッ）」

「だ、大丈夫ですかー、リオナさまー！」

「めぐみ、水！」

「はい、水」

　すでに用意していた黎が、コップを差し出す。

　リオナは一気に水を飲んで、

「な、なかなか、アバンギャルドな味だけど、食べられないことはなくてよ！」

　宣言した。しかし黎もめぐみも、うんざり顔……。

「もういいよ、リオナ。ぼくたち、ご飯はなくてもいいからさ、サラダもあるし、みんなで食べようよ」

　馨一がリオナを気遣う始末。

「そ、そうね！　だいたい、カレーにはナンじゃなくて！　ご飯なんて……！」

　そんな理屈を言い始めるリオナに、由ゆ佳か里りがやさしく声をかける。

「こっちで炊いたご飯が、多すぎて余ってしまいそうなんです。よかったら、みなさんも食べていただけませんか」

「おォ！　さすが由ゆ佳か里りさんだァ！」

　一も二もなく賛成する流ながれ山やま。こんなときは、ストレートなリアクションがむしろいい。

「リオナさまー、良かったですねー。ご飯が食べられてー！」

「バカ！　……もう、いいわ。余っているのなら、わたくしたちも片付けるのに協力してもよくてよ！」

「素直じゃないなあ。まあ、それがリオナだからな。そんなに一度に変わったら、おかしいもの」

　少し離れて見ていた馨けい一いちは苦笑しながら独りごちた。

　リオナはまだ憮ぶ然ぜんとしていたが、カレーライスを一口食べると、表情が変わった。

「あら、おいしい……と、まあまあね！」

　相変わらず言い張るものの、その頬ほおはちょっと赤らんでいた。

　いきさつを見ていたみさ緒おは、ホッとしながら微笑ほほえんだ。

「田た町まち由佳里さん、か。すごいのね。おとなしそうなお嬢様に見えて、ただ者じゃないわね。私も見習わなくちゃいけないくらい……あら？　きっ子ちゃん、それに、ヘンシェルさん、あなたたちは、食べないの？」

　みさ緒はずっと給仕ばかりしている二人に気づいた。

「きっこはたべないでありますー。きっことヘンシェルは、アン……」

「もう、食べた」

　きっ子を遮るように、ヘンシェルが言った。

「そう。そうなの……そうなのね」

　なんとなく納得できないみさ緒だったが、みんなで炊事しての昼食は大成功に終わったのである。
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「リオナさまー、晩ご飯はなんでしょうねー」

「昼はカレーだったから、晩はハンバーグやスパゲティーじゃなくて。どうせそういう大衆的なものしか、できないわよ」

「和食が食べたい……」

　黎れいがポツリとつぶやく。意外と食は淡白なようだ。

　午後４時。

　自由時間ということもあって、全員がコテージの中でくつろいだり、馨けい一いちたち男子は外で寝転がったりしていた。海での遊び疲れに加えて昼食後の強烈な眠気が襲い、誰だれもが身体からだを休めていたのだ。

「リオナさんたちも、いかがですか」

　相変わらずデッキチェアーに寝そべっていたリオナの身体に、一つの影が射さした。リオナが見上げると、そこにはトレーに飲み物を乗せた由ゆ佳か里りが立っていた。

「ヨーグルトドリンクです。カレーの後は、乳製品を飲みたくなりますよね」

「わー、ヨーグルト、大好きですー。リオナさま、良かったですねー」

「ありがとう」

　黎が受け取る。リオナの分はめぐみが受け取った。

「わたくしからも……礼を言うわ」

「それには及びません。お代わりもありますから、言ってくださいね」

　そう言って去っていく由佳里。めぐみなどは、早くもお代わりする勢いでドリンクを吸い上げている。その後頭部へ、リオナのかけていたサングラスが飛んだ。

「あ、痛！」

「バカ！　そんなに喜んでどうするのよ！」

「でも、リオナさまー」

「おいしい……」

　確かに冷たいヨーグルトドリンクは美味だった。甘さと酸味の絶妙なバランス。

「由佳里さんって、何をしても上手じようずなんですねー。それに女性らしいし、やさしいし、超美人で物腰も柔らかくてー……あうぅ！」

　リオナがグーでめぐみを殴ったのである。

「バカ！　めぐみ！　おまえなんて、華道部へ行っておしまいなさい！」

「あーん、ごめんなさい、リオナさまー。あたしは、リオナさまがいちばん好きなんですー。リオナさまは誰だれにも負けない美人だしー、気高くて、あたしなんか絶対なれない、憧あこがれの人なんですー」

　めぐみはなみだ目で訴えた。それはリオナに殴られたせいだけなのか。

「リオナさま、華道部の人たちはみんな、その、いい人だしー、別に、争わなくてもいいんじゃないかなー、なんて……」

　リオナはめぐみの言い分を黙って聞いていた。めぐみはまた殴られるのかと、ビクビクしていたが、リオナは予想外に大きなため息をついただけだった。

「……おまえの言うことはもっともよ、めぐみ」

「じゃあ、リオナさまー」

「でも、ダメ！　わたくしは何でも一番でなくてはダメなのよ！　一番美しくなければダメ！　一番人気がなくてはダメ！　この学園の、一番の、生徒会長でなくてはダメ！　我慢できないのよ！」

　強いリオナの決意だった。何がこれほどまでの意志を形成させたのか。

「生徒会長選挙が……」

　そう。本来は去年の年末に行われるはずの選挙を、リオナは強権をもって無期延期にしていた。表向きは、ネオ・ナチの襲撃による混乱を理由としていたが、けっきょくはいま戦えば負けるかもしれない、ということからだった。

　いまのところ、まだリオナの支配力が勝って、生徒や教員からも表立って抗議は起きていない。しかしいつまでも生徒会長選挙を引き延ばすわけにもいかなかった。

「そうよ。生徒会長選挙でわたくしが勝つことが絶対条件よ。わたくしが勝たない選挙なんて、認めない！　そのためには、最大の対立候補、由ゆ佳か里りをそのままにしておくことはできないのよ！」

「でもー」

「それに、なに？　もともとこの合宿に参加したのも、あの女教師のしっぽをつかむためじゃなくて！　なぜいつのまにか懐柔されているの!?」

「だってー」

「もう、おまえは頼りにならないわ！　黎れい！」

「この後、晩まで時間がある」

「そう言われると、そうね。どうせまた晩ご飯を炊事するにしても、遅い昼を食べたばかりだから、三、四時間はあるわ」

「なにかゲームを提案してみては、リオナ」

「ゲーム？」

　リオナはちょっと思案顔になり、やがてパッと閃ひらめいたように顔を輝かせた。

「そうね、ゲームなら、親しん睦ぼくに役立ってよ！　あの女教師も反対しないはずね！」

　………………

「肝きも試だめし大会!?」

「そうよ。合宿といえば肝きも試だめしがつきものじゃなくて？」

　馨けい一いちたち全員を相手に、リオナが言う。

「合宿っていったら、キャンプファイヤーとかじゃない？」

「まくら投げとか」

「そォだ！　女子の入浴を覗のぞい……（バキッ！）」

　流ながれ山やまの後頭部を響織きよう子こが無言で殴る。

「肝試しよ！　き・も・だ・め・し！　わたくしは肝試しがしたいの！」

　強く主張するリオナ。

「ずいぶん強調するなあ。リオナのやつ、また何か考えてるんじゃないのかな」

　訝いぶかしがる馨一を後しり目めに、リオナはとくとくと説明を始めた。

「いいこと。この合宿所の裏手に丘があるわね。その地下に、昔の日本軍の基地があるらしいのよ」

　日本軍の基地、というところに流山が反応した。

「そりゃァ、基地、というか、地下の前線指揮所だなァ。上陸してきたアメリカ軍に対抗するために、海岸へ多数のトーチカを作ってだ、それを一括して指揮するためのものなんだな。だから見晴らしのいい高台に作られているんだなァ、しかし海岸地帯に作られたトーチカってのは、けっきょく敵の艦砲射撃や爆撃で無力化されてしまうことが、マーシャル・ギルバート諸島などでの戦訓から明らかになると、より内陸に陣地を築くことが一般化して……（以下省略）」

　流山のマニアックすぎる解説は、後半から誰だれも聞いていなかった。

「でもそんな基地があるのを、どうしてリオナさんは知ってるの？」

「基地じゃなくてェ、前線指揮所！」

　流山にかまわず、馨一がゆひにわかりやすく説明した。

「ほら、何ヶ月かまえの、新聞部の取材で、合宿所の裏の高台にある基地のことが詳しくわかったんだよ。夷い皇おう島じま新報に載ってたんだ」

「だから、基地じゃなくてェ……」

　夷皇島新報とは、新聞部が毎日発行するミニ新聞だ。

　毎日発行するのはなかなか大変だが、彼らはそれを売ることで活動資金を得ているのである。もっとも最近は、いろんな生徒がウェブ上に新聞やニュースサイトを作って好評を得ているので、売り上げは厳しくなっているらしい。だからこそ、旧日本軍の前線指揮所探索、といった特集記事を組んでは、読者の興味を惹ひくのに努力しているのだ。

「あそこに基地があることは、昔からわかっていたんだけどね。危ないから、誰も行かないし立ち入り禁止になっていたのよ」

　響織子が補足する。

「基地って言うなァ……」

「もうおしゃべりは済んで？　肝試しの目的地は、その丘の基地よ！」

「前線指揮所……」

「待って、リオナさん。そんなところ、危ないわ。先生としては、許可するわけにはいきません」

　みさ緒おが反対する。教師としては、当然のことだった。

　すでに六十年近くが経過しているとはいえ、かつての軍隊の拠点なら、危険な爆発物などが遺棄されたままになっていてもおかしくない。それでなくとも、不発弾や地雷が埋まっている可能性がある。

「その点なら大丈夫よ。黎れい！」

「島のこちら側、つまり北側は、学園が出来るときに、徹底的に調査されて、危険物は取り除かれている」

　黎がモバイルＰＣの画面を掲げて見せた。夷い皇おう島じま学園の成り立ちに関する、公式サイト上の情報だった。

「これでわかって？　それに、ついこのあいだ、新聞部が取材のために入ったというなら、よけい安全が証明されたということよ」

　リオナの理屈は通っている。しかし……、

「どう思います？　由ゆ佳か里りさん」

　馨けい一いちの問いに、由佳里はちょっと考え込んだ。さすがに、旧日本軍の指揮所への肝きも試だめしを、すてきです！　というわけにはいかない。

「それなら、二人一組になって行く、というのはいかがでしょう。ひとりでは確かに危ないこともあるでしょう。二人なら、助け合えるし、何かあっても連絡ができます。それに、心強いですし」

「心強かったら、肝試しにならなくてよ！」

　リオナは反対するが、大たい勢せいは明らかに由佳里の意見に傾きつつあった。

「わかりました。なら、二人一組で、という条件で、肝試しをやりましょう？　それで、いいわね」

　みさ緒が全員に問いかける。

「賛成、賛成デ～ス！　もう、肝試しでもナンでも、やらないと退屈ネ！」

　いつのまにか戻ってきていたフォルゴーレが場を囃はやす。

「きっこも、さんせい～であります。へーかとひとつになりたいであります」

「ひとつ、じゃなくて、一組、だってば！」

　赤面する馨一。

「二人一組、か。確かにおもしろいが、場合によっては……」

　ヘンシェルは言葉を濁した。

「誰だれも二人一組なんて、言ってなくてよ！　これじゃ……」

「はい」

　まだ抵抗するリオナに、響織きよう子こが手早く作った阿あ弥み陀だくじの紙を差し出していた。

「わかったわよ、もう！」

　こうして、全員が阿あ弥み陀だくじに参加することになった。

「おい、なんで俺おれもなんだ」

「荒あら先生も、寝てるばかりじゃなくて、いっしょに参加してください。いいですよね？」

　渋る僚りよう冶じを連れてきたのはゆひだった。これで僚冶が参加すれば、みさ緒おを入れて総勢十四人。余りなく、組ができる。

　そして、阿弥陀くじの結果発表……。

「ええええーっ!?」

「あーッ、オレと、こんなァ……!?」

「認めないわ！　認めないわよ！」

「あああああ～ん！」

　直後、合宿所は阿あ鼻び叫喚きようかんの渦に巻き込まれたという。
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「ええと、まず私と、高たか田だ黎れい」

　響織きよう子こが発表する。肝きも試だめしをする二人一組のチームの内訳だ。響織子に言われても、黎はとくに表情も変えなかった。

「流ながれ山やまと、巣す鴨がもめぐみ、九く品ほん仏ぶつ部長と、リオナ……」

「えええー、なんでー！」

「なにおォォォ!?」

「何なの、何なの、これは！」

「……（当惑）！」

　まさに悲喜こもごも、だった。しかしくじの結果はこの場合絶対、である。

「ヘンシェルに……フォルゴーレ」

「！」

　恐ろしい組み合わせに、全員が緊張した。

「アハハ！　ミは全然ＯＫネ！　ここには遊びに来たデス。遊ぶときは徹底的に遊ぶ。イタリア人の才能ネ！」

「私は、問題ない」

　表面上はおだやかな二人なのだが。

　そして、いまだ名前を呼ばれないゆひは、ドキドキしながら待っていた。チラチラと、見る視線の先は、もちろん僚冶だった。

「荒先生と……」

　その瞬間、心臓が壊れるんじゃないかと思うほど、大きく、速く、高鳴った。

「……由ゆ佳か里り」

「まあ♪」

「ぇ？」

　由ゆ佳か里りを後しり目めに一瞬凍りつくゆひ。今聞いた声が、何度も何度も反復される。

「由佳里、さん……かぁ」

　正直、がっかりする。しかし、立ち直れないほどではない。

「でも、由佳里さんでよかったかも。他ほかの人だったら、嫌だけど、由佳里さんなら」

「……ゆひ、と、きっ子ね」

　その間にも、響織きよう子このくじ結果発表は続く。

「わー、きっことゆひでありますー！」

「うん、良かったね。いっしょにがんばろう。あ、でも市いちヶが谷やくんは……？」

　そう。馨けい一いちがまだだった。そしてもうひとり、発表されていないのは……、

「市ヶ谷馨一と、みさ緒お先生……」

　一拍おいて、怒声とも悲鳴ともつかない声が沸き起こった。

「ぼ、ぼくと、先生……が？」

（そ、それって！　微妙、すぎる……）

「な、なんでー！　なんで、私と、市ヶ谷くんが……？」

（困るわ、こんなこと……でも、少し、うれしい？　い、いいえ！　そんなことあるはず……ない、わよね。で、でも、市ヶ谷くんとまた二人きりになったら……！）

　二転三転する考えに、頬ほおを赤らめたり、頷うなずいたり、首を激しく振ったりするみさ緒だった。

　馨一は、背後からいきなりヘッドロックをかけられた。

「市ヶ谷ァ！　どうしておまえってやつはァ！」

　流ながれ山やまである。

「そんなにいつもうらやましいとこばかり持ってくんだよォ！　オレなんて、めぐみだぞ、あのめぐみ！」

「なによー！　どういう意味よー！」

　めぐみは口を膨らませて抗議するが、くじの結果は厳正だ。

「くやしいでありますー。せんせいにへーか、とられたでありますー」

「くじはくじだ。組み合わせは認めるが、何かあったときには……わかっておろう」

　きっ子、ヘンシェルとも、馨一とみさ緒をすごい勢いで見つめている。

「も、もちろん、わかってるさ」

　馨一はなんとかそれだけ言うのが精一杯だった。しかし、何かあったとき、の何かとはなんなのだろう。

　　　＊　＊　＊

「それじゃ、五分おきに出発。ちゃんと目的地に到達した、っていう証拠に、この、名前を書いた紙を基地のいちばん奥の部屋へ置いてくること。新聞部のスクープに載っていた、この部屋ね。こんなヘルメットが置いてあるわ」

　てきぱきと説明するのは響織きよう子こだ。夷い皇おう島じま新報の記事写真を見せる。薄暗い部屋の隅に、何個かのヘルメット、日本軍ふうに言えば鉄カブトが転がっていた。

「もう四時過ぎだ。始めるわよ。第一組は、流ながれ山やま―めぐみ組」

「へいへい」

　まったく浮かない顔の流山が進み出る。隣にはこれまた嫌々顔のめぐみ。

「ほら、嫌がらない。スタート。さあ、行って」

　押し出されるように、出発する流山とめぐみ。互いに一メートル以上も離れている。

「次は、きっ子と、ゆひね」

「はーい、でありますー」

　こうして次々と、七組十四人が旧日本軍の前線指揮所目指して、日が傾いた島の丘陵へと出発した。

　………………

「ア～、ついてない。よりにもよって、なァ。こうなったら、さっさと目的地へ行ってだ。名札の紙置いて帰るぞ」

　流山が言う。

　前線指揮所の跡までは、せいぜい徒歩で三十分という計算だった。何事もなく行って帰ってくれば、一時間強の時間でしかない。夕飯にも楽々間に合うはずだった。

「ええと、まァ、こっちの方だろう」

　全員に渡された手書きの地図を見ながら言う流山。地図、といっても簡単な位置関係が書いてあるだけで、道などが記されているわけではない。

「ねー、ずんずん早く歩かないでよー。そんな早く歩けないー」

「さっさと歩けよ！　遅れるだろうがァ！」

「だって、歩けないものは歩けないもんー！」

「かー！　これだから生徒会のヤツらはァ！　普段威い張ばって、人を使ってるだけだから、その報いがきたんだ。自業自得だァ！」

「自業自得とはなによー。そっちこそ、さっきから、ついてないとか、最悪だとか、ブツブツ、失礼ねー！　謝りなさいよー。万年貧乏クラブのくせにー！」

「貧乏なのは、生徒会が文化系クラブの予算を削ってるからだろうがァ！　それで贅ぜい沢たくな暮らししやがってー」

「だったらもっと役に立つことしなさいよー。余計なことばっかりして、リオナさまの邪魔してー」

「なんだとォ！　オレたちは生徒会の横暴と戦うべく、学生の総意を結集してだなァ！」

「あー、つまんない！　そういう理屈、つまんないつまんないー！」

「こらァ！　ちゃんと聞けェ！」

　この組はまともに目的地へ着けるのだろうか……。

　………………

「でも、きっ子ちゃんで良かった。生徒会の人たちだったら、どうしようか、って思ったもの」

「きっこも、ゆひでよかったでありますー」

　流ながれ山やまたちの後に出発した、きっ子、ゆひ組だ。

「きっ子ちゃんは、市いちヶが谷やくんといっしょが良かったんでしょう」

「うーん、でもいいであります。みさおせんせいも、きっこ、すきでありますから」

「そうなの？　きっ子ちゃんは偉いなあ。市ヶ谷くん、大丈夫だと思うけど、ちょっとみさ緒お先生と、いろいろあるみたいじゃ……あ、ごめん」

「ううん。へいきであります」

「きっ子ちゃんは、市ヶ谷くんを信じてるんだね」

「へーか、しんじてるであります。でも……」

「でも？」

　ゆひの問いに、きっ子は初めて間を空けた。

「……へーかはにんげんで、きっこは、あんどろいどでありますもの」

「きっ子ちゃん……じゃあ、きっ子ちゃんは、市ヶ谷くんが別の人と、その、仲良くなっても、いいの？　我慢できるの？」

「わからないであります」

「ええ!?　だってきっ子ちゃんは！　……それに、市ヶ谷くんだって、きっ子ちゃんを蘇よみがえらせようと、あんなに……」

「わかってるです。それに、へーかがそんなふうにしてくれたこと、きっこはとてもうれしいであります」

「そうかあ」

　ゆひはつい、ため息をついた。

「ゆひは、あらせんせいといっしょになりたかったでありますか」

　きっ子に言われて、ゆひは、ドキッとする。

「いっしょにって、それは、いっしょの組になりたかったけど……ううん。やっぱり、いい。だって、二人きりになったら、どうしていいかわからないもの」

　僚りよう冶じといま、二人きりで歩いていたら、と思うだけで、ゆひはカーッと顔が赤くなり、ドキドキと心臓が暴れ出してしまうのだ。本当にそうなったら、何がなんだかわからなくなってしまうだろう。

「うん。だから、いいのよ。それに、荒あら先生といっしょなのは由ゆ佳か里りさんだし。由佳里さんなら、大丈夫だし……」

「あらせんせいは、なんさいでありますか？」

　不意に、きっ子が聞いた。

「ええと、三十、二か三だと思う。五は、いってないと思うけど」

「ゆひは、じゅうろくでありますね」

「今年、十七だけど……ダメだなあ。荒あら先生から見たら、私なんてただの子供だものね。歳としも半分だもの」

「そんなことないであります。あらせんせい、ろりこんかもしれないです」

「まさか、荒先生が……」

　ゆひは言いかけて、プッ、と吹き出した。まともに反証しようとして、つい笑ってしまったのだ。

「アハハ。きっ子ちゃんておもしろいね。そうだよね。荒先生はロリコンかもしれないもの。私だって可能性あるよね！」

「ゆひはあらせんせいがすきでありますね。きっこはへーかが、すきであります」

「うん。そうよね。私も、きっ子ちゃんも、好きな人を、好きでいられることが、大切だよね。いまは、好きな人を、ずっと好きでいられたら、いいな。あとのことは、まだわからない。怖くて、どうしていいかわからないから」

「きっこもへーかを、ずっとずっと、すきでありますー」

「がんばろうね、きっ子ちゃん。私も、がんばる！」

　………………

「まったくだいたい、どうしてわたくしが、こんなことをしなくてはならないの!?　これじゃただの、肝きも試だめしじゃなくて!?」

　と、文句を垂れているのはもちろんリオナだ。

　リオナが提案したから、肝試しが始まったのだが、ランダムに二人一組、と由ゆ佳か里りに提案されてからはまったく当てが外れてしまった。しかも、自分で言い出した以上引っ込みがつかない。

「まったく……あなたも何か言いなさいよ！　もう！」

「……（苦）!!」

　普段、まったくしゃべらないわけではないが、女性を相手にしたり、女性がいる場面では極端に口数が少なくなってしまう九く品ほん仏ぶつだった。まして、リオナのように、いるだけでプレッシャーをかけてくるような存在は苦手中の苦手。しゃべろうにも、言葉が喉のどのところまで出かかったところで、また奥へ引っ込んでしまう。口から言葉が出てくれないのだ。出るのは冷や汗ばかり、だった。

「こうなったら、先に行っためぐみを追いかけるわ！　あなたも、発明部の後輩と合流なさい。そうとなったら、急ぐのよ！　グズグズしていると、部の活動費を削るわよ！」

「……（悲）！」
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「荒先生とごいっしょできるなんて、思ってもいませんでした」

「ああ、俺おれもな」

　これはこれで変わった取り合わせ、といえる、由ゆ佳か里りと僚りよう冶じだった。

　由佳里はもちろん、もう水着から着替えている。白のブラウスに、ニットのカーディガンはクリームイエロー。それに、カーキ色のパンツは五部丈で、素足にデッキシューズを履いていた。白のサファリ帽がちょっとおもしろい。

「いい機会だから聞いておくが、例のものはもう見つかったのか」

　僚冶の口から、思いがけない言葉が飛び出した。しかし由佳里は少しも動じる気配はない。

「いいえ。それに関しては、ぜひ荒あら先生のお力をお貸しいただきたいと思っています」

「俺の？　そりゃあ見込み違いだ。俺にはそんな力も、見識もないよ」

「そうでしょうか」

「ああ。俺はせいぜい、あちこちの騒動に首を突っ込むだけでな」

「でも先生は、結果的にきっ子さんも、ヘンシェルさんもお助けになりました」

「俺じゃない。俺はせいぜい、うまい場所にたまたまいてボールを弾はじき返しただけさ。サッカーでいえば、アシスト賞ってところかな。敵からボールを強引に奪って、ゴール前までしゃにむにドリブルしてきたヤツや、必死にパスを回してきたやつらがいるんだ。ゴールもそいつの手柄だよ」

「市いちヶが谷や馨けい一いちさんですね。流ながれ山やまさんや、九く品ほん仏ぶつさん」

「それに、きみや華道部のみんなだ。正直、脱帽だよ。尊敬に値する連中だ」

「そうですね。私もそう思います」

「きみもだ、由佳里。いや、きみがその中心、ともいえるんじゃないか。きみがいなければ、うまいボールを出さなければ、市ヶ谷だって流山たちだって、安心して走れなかったはずだぜ」

「私は……そうですね。私は、みなさんが、好きなんです。華道部のみんなも、市ヶ谷さんも、流山さん、九品仏さん、それに、きっ子さんやヘンシェルさん、生徒会のみなさんも、フォルゴーレさんも」

「たいした博愛ぶりだな」

「いいえ、本当です。みなさんとてもすてきな方たちばかりです。それに、お互いを、いろんな意味で必要としています。みなさんが本当に仲良くなれれば、もっとすばらしいことができるはずです。もっと……」

「この島に、何かあったときにも対処できるくらい、か。これ以上の敵が、やってこないとも限らないぞ。いや、必ず来ると思っていいだろうよ」

　僚冶に言われ、由佳里が初めて言葉を途切れさせた。少しの沈黙。

「悪い。俺の嫌なところがまた出たようだな。自分からは何もしないくせに、人を責めるなんて百年早かった。それに、由佳里のせいじゃないしな」

「……いいえ、私には責任があります。この島も、それに、この学園も……無事でいてくれるために」



    

  









    
      「責任、か」

「でも、これだけは、信じてくださいね。私は、この学園が好きなのです。華道部や、発明部や、生徒会の、みなさんも。だから、私は決して、誰だれも失いたくない。決して。たとえ、私の……」

　由ゆ佳か里りの言いかけの言葉に、僚りよう冶じの言葉が重なった。

「ひとりで背負い込むなよ。たまには、ぶらぶらしている大人も利用するもんだ。役に立つかどうかは、わからないがな」

「……はい」

　由佳里は、僚冶を見て微笑ほほえんだ。

　いつもの、例えようもなくやさしい笑顔だった。

　………………

「……」

「ねえ、せっかくだから、何か話でもしましょうデス、姉さん」

　こちらは終始、見えない緊張が空間に迸ほとばしっている、ヘンシェルとフォルゴーレ組である。

「お主に姉と呼ばれる筋合いはないが、ならばいくつか聞きたいことがある。いつまでこの島にいるつもりだ」

「そうデスね。それを言うなら、姉さんはいつまでいるつもりデスか？」

「私は……」

「アモーレが……市いちヶが谷や馨けい一いちが高校を卒業するまでデスか？　それとも大学を卒業するまで？　その後は、どうするつもりデス？」

「それは……そんなことは、考えていない。私は、いまケーイチといられれば、それでいい……」

「そんなことはウソ。人一倍思慮深い姉さんが、それを考えていないハズ、ないデス。ベリッシモ考えてるネ。でもどうしようもない……」

「やめろ！　そんなこと、どうでもいい！」

「フフン、だからミが言ったネ。アンドロイドと人間は共存できない。共存できるとしたら、どちらか一方が、一方を支配するだけ。恋とか、愛し合うなんて、無理ネ。いまは良くても、そのうち絶対ダメになる。姉さん、捨てられるデスよ」

「……」

　ヘンシェルは、唇をキュッと噛かんだ。

　フォルゴーレと二人きりになってから、いつでも剣は抜けるようにしている。しかし、フォルゴーレも、いつでも自在に操れる髪で攻撃や防御の用意をしているだろう。

「アモーレは確かに不思議な人ネ。頼りなさそうに見えて、変なところだけ強情だし」

「強情、ではない。意志が強いのだ」

「意志……そうネ。ミの催眠操作を土壇場で跳ね返したデス。普通の人間には、ありえないこと。そのうえ、姉さんをかばってケガをしたり……」

「そうだった。ケーイチは私をかばって……」

　馨けい一いちが海の中で窒息しないよう、体内の酸素を与え続けたヘンシェルは、システムがダウンして動けなくなった。そのヘンシェルの身体からだに覆おおいかぶさった馨一は、フォルゴーレに何度足あし蹴げにされても、決して離れようとしなかった。

「だからミも興味があるデス。いま、新任の女の先生にデレデレしているアモーレの中に、あの勇敢なアモーレがいるとはとても思えないネ」

「それが、人間というものだ。人間の心は途方もなく深い。そしてときに、とてつもない能力を発揮する。だから人間はすばらしい。私たちのように、空を飛べたり、海を猛スピードで泳げたりしなくても、だ」

「……いいじゃない。その〈すばらしい人間〉、っていうのを、ミのものにしてみせるデス。ミのことを好きにさせるネ」

「またケーイチになにかしようというのか。ケーイチに危害を加えるというなら、いまここで私が相手になる」

　電でん光こう石せつ火かの素早さで剣を抜き放つヘンシェル。

「スィーノー、スィーノー、違うネ。もう催眠操作はナシ。効かないことは二度としないデス。それに、力ずくでさらうのもナシ。それはできるけど、ミのプライドが許さないネ。たかが人間、ミの魅力でオトしてみせマス。いわばこれは正々堂々とした自由恋愛ネ。フェアな勝負なら姉さんも文句を言う筋合い、ないハズネ」

「自由恋愛……」

「そう。恋愛は自由ネ。それとも、姉さんはアモーレを繋つなぎとめる自信がないデスか？　そうネ。いまもあの先生に、取られそうネ」

「笑止。ケーイチはそんなことはしない」

　ヘンシェルはフォルゴーレの目の前で剣を収めた。

「本当デスか？　アモーレの顔、あれは恋をしている顔ネ。このまま二人きりにしておいていいデスか？　うーん、ミだったら……は？」

　気づくと、ヘンシェルはもうスタスタと歩いている。

「遅れるな！　ケーイチたちは私たちより十分早く出ている。急げば間に合うはず」

「間に合うって。ハッ。追いかけるつもりデスか。やっぱり心配なのネ」

「うるさい！　置いていくぞ！」

　ヘンシェルはフォルゴーレに怒鳴るが、どうみてもそれは、やつ当たりとしか思えなかった。

「ケーイチ、そなた……ううん！」

　唇を結ぶヘンシェル。フォルゴーレの〈恋愛は自由〉という言葉がやけに耳に残ったのだった。

　………………

「どうする？　行く？」

「うん」

　テンションの低さは間違いなく全組一番、の響織きよう子こ、黎れい組である。

　さっきから歩き出してはいるが、急ぐでもなく、しゃべるでもなく、かといって積極的に嫌がるわけでもなく、といったふうだった。

「私たちってさ、こういうゲームをすっごくやりたいほうじゃないよね」

　響織子が言う。

「うん」

　黎が答える。

「あは。私たちって、なんだかお互いの立場を入れ替えてもやっていけそうね」

「そうね」

「冗談よ」

「うん」

　それから何分か、二人でもくもくと歩いた。

　響織子は紺のポロシャツとパンツ。黎はネックの高いノースリーブ。モヘアのような素材は、一見、冬のセーターを思わせる。それに細身のパンツとサンダルだった。

「戻ろうか」

　とうとつに、先頭を歩いていた響織子が言った。先頭、といっても二人きりだが。

「うん」

　黎はためらうことなく答えた。そのまま回れ右をする。

　こうして今度は黎が先頭になって、二人は誰だれもいない合宿所まで帰り着いた。

　………………

「先生、そこ、溝になってますから、注意して」

「はい……あ」

　自然に差し出された馨けい一いちの手を、みさ緒おはしかし意識してとった。

　グッ、と力が入る。力みすぎたせいか、馨一にぶつかるように跳とんでしまった。

「あっ！」

　あわてて受け止める馨一。みさ緒も思わず馨一にしがみつく。結果、馨一の腕の中にすっぽり入ってしまうみさ緒。

「あ……！」

　そこだけ抜き出してみれば、馨一とみさ緒が抱き合っているようにしか見えないカットだ。

「ご、ごめんなさい！」

　と言ったのは馨一。

「私も！　ごめんなさい……」

　あわてて離れるみさ緒。なぜか二人とも背中合わせになり、うつむいてしまう。頬ほおがはっきりわかるほど赤らんでいた。

（お、落ち着け、落ち着け！　相手は先生なんだぞ！　ぼくよりもずっと年上なんだから。そうだよ。年上の女の人なんだ。きっと経験豊富で、いろいろ、知ってるんだ。恋愛だっていっぱいしてるんだよ。そうだ。そうに決まってるよ！　だから、こんなことでいろいろ、その、変なこと考えちゃダメなんだ。変なこと。変な……あ）

　ダメだ、とわかっていても、つい想像してしまう馨けい一いちだった。それは、制服を着て〈女子高生になっている〉みさ緒おの姿も当然含まれていた。

　そしてみさ緒はといえば……。

（落ち着いて！　落ち着くのよ！　相手は、生徒なんだから。男の子、っていっても、私より年下なんだから。そうよ。年下なのよ！　大丈夫。大丈夫。まだ高校二年生ですもの。きっとまだ何も知らないわ。何も……って、私だって知らないもの！　私だって、何もしたことないもの！　って、何考えてるのよ！　あああああ～、もう!!）

　自分の考えにハマッて、さらに硬直し、顔を赤らめる馨一とみさ緒。全身から汗が出てくる。

「あ、あの……」

「あのね……！」

　二人で同時に振り返る。またもタイミングがピッタリ同期シンクロし、鼻の頭が触れそうなほどに顔が近づいてしまう。

「わ、ご、ごめ……！」

「ごめんなさ……！」

　跳とび退のく馨一。顔を手で覆おおって、思わず座り込んでしまうみさ緒。

　一分……二分……三分経過……。

「あの……先生……」

「な、なに？　市いちヶが谷やくん！」

（ま、まさか……まさか、まさか……こ、こんなところで、年下の、こんな、男の子に、そうよ、男の子から告白!?……まさか、私、まさか、で、でも、市ヶ谷くんなら……ううん……で、でも……やっぱり、こんなところじゃ……！）

「とりあえず、行きませんか。肝きも試だめし」

「え？」

　思わず、ポカンと馨一を見上げるみさ緒。

「そ、そうね！　行きましょうか。早く行かないと暗くなってきちゃうものね」

「そうですよ。出発しましょう」

「ええ。そうね……ええ」

　みさ緒はようやく立ち上がった。馨一が頷うなずき、歩き始める。みさ緒は馨一の、すぐ斜め後ろをついて行くように歩いた。

「そうよ。これは肝試し……ゲームなんだから。偶然、なのよ。そう。そうよ」

　どこか、自分に言い聞かせるようにつぶやくみさ緒おだった。
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「こらァ！　さっさと歩けー！」

「もー、うっさいなー。足がつかれたー」

「疲れたって、さっきから十分も歩いてないだろうがァ。どういう足してんだ」

　というこっちは、もちろん流ながれ山やま、めぐみ組である。

「どういう足って、こういうかわいい足よー！」

「ああ？　なんか、全然足首のくびれがない足だなー。おまえはサリーちゃんか？　もっとこう、由ゆ佳か里りさんとか、ヘンシェル嬢とかの、スラーっとして、キューッと締まった足首が……がっ！」

「なによー！　アンドロイドなんかと較べないでよー！」

　めぐみのキックが流山の尻しりに決まったのである。

「このォ！　なにしやがる短い足で！」

「あーっ、ちょっと、スカート覗のぞかないでよー！」

　めぐみはフレアのミニの裾すそを押さえた。

「だーれが！　おまえのパンツなんか見るかー！　おまえのパンツ見るくらいなら、自分のパンツでもキンタマでも見とるわ！」

　それもすごい言い方だ。

「ひどーい！　なによー！　そんな汚いものといっしょにしないでよー！」

「だったらおまえのパンツも、由佳里さんや響織きよう子こさんのパンツくらい、価値あるありがたいものにしとけ！」

「どういう意味よー！」

　もはやまったく意味がわからない。

「とにかくだァ！　おまえなんて、由佳里さんや、響織子さんやヘンシェル嬢の足元にも及ばないってことだァ！　リオナや黎れいと較べたって、おまえのパンツがいちばん見たくないっつーの！」

「パンツパンツ言わないでよー！　もうー！　イヤだー！」

「イヤなら帰れェ！　オレだって好き好んでこんな組、やっとらんわ！　ああ、帰れ帰れ！　こっちこそホッとするって……ん？」

　返ってくると思った反撃がなかったのに驚き、流山はめぐみを振り返った。めぐみはうつむいて肩を震わせていた。

「お、おい……」

「なによー！　どうせあたしはブスよー！　リオナさまや由佳里さんのほうがきれいで美しいに決まってるじゃないー！　較べないでよー！　バカー！」

　見ると、大粒の涙がボロボロとこぼれ落ちている。

「おい、何も泣くことないだろ、これだから女は……」

「悪かったわねー！　あたしだって、リオナさまみたいに美人になりたいわよー、由ゆ佳か里りさんみたいに、しとやかで女らしくて、そのうえ誰だれからも尊敬されるような女性になりたいわよー！」

　明らかにリオナよりも由佳里のほうが褒ほめ言葉が多いような気がする。

「わ、わかったよ。わかったから！」

「わかってないもんー！　どうせ私はかわいくないわよー！　リオナさまみたいに、胸も大きくないし、プロポーションもよくないし、髪はバサバサだし、ソバカスだっていっぱいあるし、鼻は低いし、歯並び悪いし、Ｏ脚だし、偏平足だし……！」

「偏平足、なのか？」

「みんなあたしをバカにしてるんだー！　風紀委員の、部下だって、あたしのことをちっとも尊敬してないし、きっと陰でバカにしてるに決まってるのよー。黎れいなんて、なんにもしてないのに、リオナさまにかわいがられて、あたしはこんなにがんばってるのにー！　リオナさまのためになんでもしてるのにー！」

「わかったから。泣くなって。ほら、おい」

　しかしめぐみの興奮はいや増すばかりだった。

「泣いてないもん！　泣いてなんかいないもんー！　びええええええー！　あ―――――ん！」

　流ながれ山やまはお手上げ、というふうに少し黙った。めぐみは派手に泣き続け、やがて収まった、と思うとしゃくり上げ始めた。

「どうせ……どうせあたしなんか、誰にも好かれてないもんー。ブスだし、アタマも悪いしー、性格も悪いから、誰にも好かれないもんー。生徒会のみんなは幼稚部入学なのに、あたしだけ初等部入学だから、みんなが幼稚部の話とかしても、ついていけないし、でもリオナさまは、あたしを風紀委員長にしてくれたから、リオナさまには絶対逆らわないって、何でもしようって、決めたのー。でもリオナさまはあたしより黎が好きだしー、あたしはなにをやってもリオナさまに怒られるしー、やっぱりダメなんだーって、いまにリオナさまにも捨てられるんだー、そしたらあたし、どこにも行くところないしー、誰も友だちもいないしー、きっと、きっと、死ぬんだー！」

「おい！　死ぬわけないだろー！」

　流山は、仕方ない、というふうに、しゃがみこんでいるめぐみの傍らにしゃがんだ。

「ティッシュ、持ってるか」

「……ここー」

　めぐみは肩から斜めに提さげている自分のポシェットを指差した。その間にも、えぐっ、えぐっ、としゃくり上げている。

「開けるぞ……ええと、なんだ、これ。ガチャガチャのおまけか？　変なマスコット人形ばっかりだな」

「変じゃないもん。お茶汲くみ犬とどらやき猫だもん」

　どうやらそういう名前の動物キャラらしい。

「そうか。わかった。ほら」

　流ながれ山やまはやっとポケットティッシュを取り出すと、一枚引き抜き、めぐみの顔に当てた。しかし、涙を拭ぬぐう、というのでもなく、ただ当てたというだけだ。

「あ、あとは、自分で拭ふけよ。ほら、鼻水も出てるぞ」

「う、う……うん」

　まだ涙の止まらないめぐみが、嗚お咽えつなのか頷うなずいたのか、それでもティッシュを手にして、涙と鼻水を拭ぬぐう。

「もっと……」

「ほら、鼻もかめ」

　一枚では足りないと見えて、二枚、三枚で拭く。しまいには、言われた通り、鼻もかんでいた。そんなめぐみを見ながら、流山が言う。

「あのなあ。バカでこの学園入れるわけないだろ」

「……うん」

「それになあ、おまえ、ブスって言ってたけど、高等部の女子人気投票で、三十番くらいに入ってたぞ」

「三十七番」

「だろォ。女子だけで、千人以上いるんだから、その中で三十七番は、そうとう、その、マシってことだろォ」

「でも、黎れいは五番だし、リオナさまは十七番でー……」

　黎のほうが男子生徒の人気は上、というのがおかしいのだが。

「人と較べるな。人と較べて、上だとか、下だとか、それにどんな意味があるんだァ」

「えー、でも……」

「でも、じゃない。何人かは知らないが、おまえに投票した男子がいっぱいいたから、三十七位になれたんだろォ？　ひとりもいなけりゃ、最下位に決まってるんだからな。何人、どころじゃない、何十人か、もしかしたら百人近くはいたってことだ」

「百人……あたしにー！」

「そうだァ。男子百人だぞ。モテモテじゃないか。どうするんだよ」

「モテ……えへへ」

　めぐみがようやく、笑った。

「えへへ、じゃないぞォ、まったく」

　流山が立ち上がった。

「よだれも出てるぞ。ティッシュで拭けよ。拭いたら、もう出発するぞ」

　流山はめぐみに手を貸してやろうと差し出し、途中で引っ込めた。どうもそこまでするのは照れくさかったらしい。

　そんなことに気づかないめぐみは、ティッシュで顔中を拭ぬぐうとエヘヘ笑いをまだ浮かべている。

「ねー、あんたってさー」

「あんたじゃねー、流ながれ山やまだ！　おまえより、一年先輩だからな」

「流山、さんてさー、意外とー……」

　めぐみがそこまで言ったときだった。

　ガクンッ!!

「な!?　なんだ！」

「きゃ――――！」

　地面が一気に下がった。いや、地震だった。

　縦揺れの後に、横揺れがきた。激しく揺さぶられる。立っていられないほどだった。

「きゃー、きゃー、きゃー!!」

「おい、立つな！　そこにしゃがんで、しがみつけ！」

　意味もなく逃げ出そうとするめぐみを、流山は押さえて大きな木につかまらせた。流山もしがみつく。

「うー、うー、うー……！」

「おおー、デカイぞ、この地震は……！」

　たっぷり三十秒は揺れたろうか。

　ようやく地面の揺れが収まると、辺りは奇妙な静寂に包まれた。

「お、終わったのかァ？」

「あー、びっくりしたー、あー、あー！」

「震度５はあったぞ。５強ってとこか。下へ手たすりゃ建物が倒壊するところだァ。この程度で良かったが……おい、しがみつくな！」

　めぐみが木ではなく、流山の腕にしがみついていたのである。

「だってー、怖かったんだもんー」

　言われて離れるめぐみ。しかし、さっきまでの反抗的な態度ではない。

「それより、他ほかのみんなが心配だ。こりゃァ、肝きも試だめしは中止だな。すぐに合宿所に戻って、みんなと合流するぞ！」

「あ、はいー！」

　　　＊　＊　＊

　流山たちが戻ったころ、他の組もぞくぞく合宿所に帰ってきた。やはり、あの地震で肝試しは続けられない、と判断したのだろう。

「おー、オレたちが一番かと思ったがァ、さすが響織きよう子こさん、早いですなァ！」

「う、うん。まあね」

　流山の言葉に、響織子はあいまいな笑顔を向ける。さすがに途中で棄権して帰ってきたとは言えない。

「すごいじしんだったでありますー」

「ほんと、びっくりしたね。でも途中で由ゆ佳か里りさんたちと会えたから」

「会えて良かったです。こういうときは、ひとりでも多く、いっしょにいたほうが心強いですから」

　どうやら、きっ子、ゆひ組は戻る途中で由佳里、僚りよう冶じ組に会ったらしい。わずかでも、僚冶といっしょになったせいか、ゆひの声は少し弾はずんでいた。しかし僚冶は、

「津波は大丈夫なのか。震源が海底にあると、津波の恐れがあるぞ」

　早くも、次の災害に備えて行動に無駄がない。

「……津波の恐れはないわ。でも船舶は注意が必要だって」

　さっそくモバイルＰＣで災害情報を引き出した黎れいが言う。どうやら近くのグアム、サイパンからの情報らしい。

「なんデスか、あれしきの地震で。せっかくの肝きも試だめしも中止デスか？　ミはベリッシモつまらないデス！」

「あれほどの地震だったのだ。校舎に被害が出ているかもしれぬ。遊んでいる場合ではなかろう」

　ヘンシェル、フォルゴーレ組だった。そして……

「んおおおおお……!!」

「きゃああああ!!」

　地響きを立てて駆け戻ってきたのは、

「リオナさまー！」

「おォ！　九く品ほん仏ぶつ部長！」

　まさしくリオナ、九品仏組。しかしその実態は、リオナを背負った九品仏が、凄すさまじい形相とスピードで突進してくるというものだった。

「うわァ！」

　思わず跳ね飛ばされそうになる流ながれ山やま。しかし九品仏はすんでのところで止まった。

「さ、さすがは部長だァ。しかし……」

　滝のような汗を流して膝ひざをつく九品仏。どうやら山道を全速力で走ってきたらしい。しかもリオナを乗せて。

「もう！　地震が収まってもいないうちから、無理矢理かかえられて、走り出すんだもの！　驚いたわよ！」

　リオナがようやく背中から降りる。九品仏は立ち上がると、しかしニヤリと笑って親指を突き出した。

「ま、まあ、緊急避難という意味では、上出来というところね。褒ほめて差し上げてよ」

　リオナ流の礼の言い方らしい。

「これで、ほとんど全員そろったかァ？　うん？　いや、いないぞ？」

「本当！　いないわ！」

「へーかがいないであります！」

「市いちヶが谷やさんと、みさ緒お先生がまだ戻ってらっしゃらないのですか」

「まさか」

　騒然となる一同。

「……！」

　ヘンシェルはものも言わずに背中の飛行デバイスを展開する。こんなときのため（？）に、ヘンシェルは背中の大きく開いた、ホルターネックのカットソーを着ていた。一瞬で空へ舞い上がる。

「へんしぇるー！」

　きっ子が叫ぶ。

「私たちは……」

　ヘンシェルを見上げて、ゆひが視線を戻した。それに対して、僚りよう冶じが言う。

「二手に分かれよう。全員で捜しに行ったら、二重遭難の恐れがあるからな。まだ市ヶ谷たちが自力で戻ってくる可能性も大いにある。半分はここに残って市ヶ谷と先生を待つんだ。男と、それにきっ子、フォルゴーレも、いっしょに捜しに行くぞ」

　僚冶の的確な指示に、全員が頷うなずいた。

「市ヶ谷ァ！　いま行くぞォ！」

「……（同意）！」

「へーか、きっこがいくまでまっててくださいであります！」

「ふーん。なんだか、おもしろくなってきたじゃないデスか。ハプニング！　こうでなくちゃネ！　楽しませてもらうデス！」

　各人の思いとともに、捜索隊が出発した。
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　地震の起こる少し前、馨けい一いちとみさ緒はちょうど旧指揮所の入り口辺りにいた。

「あったあった！　先生、ここですよ！」

　丘の中腹くらいに、ぽっかり開いた穴と崩れたコンクリートのブロック。コンクリートには半ば雑草が覆おおいかぶさり、また地下水が染み出るのか、日陰は苔こけむしていた。

「こんなところにあったのね」

　みさ緒も感心したように眺める。

　じつは指揮所の場所は、おぼろげに丘の方、としかわかっていなかった。

　指揮所は丘の上に剥むき出しになっているわけではなく、その地下にあるので、入り口を見つけなくてはならなかった。肝きも試だめしに参加した全員が、この入り口を探していたのだ。

「まだ、他ほかの組が来た形跡はないみたいだ。ぼくたちが一番乗りですよ！」

「そうね。もう暗くなってきたわ。早く済ませて、戻りましょう、市いちヶが谷やくん」

「はい！」

　壊れたコンクリートの間を、はまりこむようにすり抜ける。昔は鉄製の扉があったらしい。赤く錆さびて、土に埋まっていた。

「大丈夫ですか、先生」

「ええ。中は、真っ暗ね」

　こんなときのために、持ってきていた懐中電灯を点つける。光がコンクリートの壁をなめた。

　通路の高さは二メートルあるかどうか。天井から壁までが半円形のドーム状に繋つながっている。

「わあ、やっぱり古いものですね。流ながれ山やま先輩が見たら、喜ぶだろうなあ」

　馨けい一いちは懐中電灯の光をあちこちに当てて、中のようすを確認した。

　コンクリートはあちこち剥はがれているものの、地下通路の構造は保っている。床には数十年を経てたまった土や砂がかなり積もっていた。それに、どこからか水が湧いているのか、通路の両端、壁と接するところは湿っていて、そこにびっしりと苔こけが生えている。苔は壁の半ばまでも覆おおっていた。

「深いのかしら。こんな中で迷子になったら……」

「大丈夫ですよ、あとは、上に向かっていく階段を捜して上ればいいんです。指揮所は丘の上のほうにあるはずだから」

　馨一は懐中電灯を照らしながら、ゆっくり進んでいく。みさ緒おは暗くら闇やみの中で離れないよう、ぴったりとついていた。

　こういうときこそ、手を繋げばいいのだろうが、さっきあんなことがあったばかりだ。

（でも、どこかにつまずいて、転んでケガでもしたら、大変よね。そうよ。ここは手を繋いだほうがいいのよ。手を繋がないと、離れ離れになるかもしれないし、よけい危ないわ。そうよ。変な意味じゃなくて、安全のために手を繋ぐのよ。そうよね！）

「市ヶ谷く……」

「先生、危ないから、ぼくのシャツとか、つかんでいてください」

「あ、はい」

　言われてみさ緒は、馨一の開襟シャツの裾すそをつかむことになった……。

「……ずいぶん、歩くのね」

　さっきからもう五分以上は歩いているのではないだろうか。みさ緒はだんだん不安になってくる。

「ええ。でも、ほとんどすり足で注意深く歩いてるから、それほど距離は歩いてないですよ。ほら」

　そう言うと馨一が灯あかりを消した。

「きゃあああ！　何するの！」

（こ、こんなところで灯あかりを消すなんて！　ど、どういうこと!?　ま、まさか……！）

「先生、落ち着いて。振り返ってくださいよ」

「え？」

　みさ緒おが振り返ると、遠くに差し込んでくる外の明かりが見えた。それを見ると、まだ百メートルほどしか進んでいない。いざとなったらあの明かりを頼りに戻ればいいのだ。

「ね。大丈夫ですよ」

　再び懐中電灯を点つけて向き直る馨けい一いち。電灯を消したのは、外の明かりが見えやすくするためだったのだ。

（この子、見かけによらず、しっかりしてる。落ち着いてるわ。凄すごい。なんだか、こういうことに慣れてるみたい。でも、頼りに、なる）

　みさ緒は改めて馨一を見直す気持ちになっていた。

　地下道を二度ほど折れたところで、明かりが見えてきた。

「先生、あれですよ。きっとあそこを上ったところが、目的のところです！」

「本当!?　じゃあ、ようやく帰れるのね」

　指揮所は視界を確保するために地面をくりぬいて窓を設けているはずだ。そこから差し込む光が、地下道まで照らしているのだろう。

「早くしましょう。暗くなったら帰り道が見つけにくくなる」

「ええ、そうね！」

　ゴールが見えた気の緩みか、みさ緒はさらに馨一に話しかけようとした。

「ねえ、市いちヶが谷やくん。市ヶ谷くんの彼女って……」

　そのとき、地震がきた。

　ズン!!

　まるで突き上げるような、急激な震動。床面がグワッと一気に盛り上がった。

「うわ！　先生！」

「市ヶ谷くん！」

　馨一はみさ緒の腕をつかむと、引き寄せた。ここで離れたら大変なことになる。そんな気持ちが、馨一の腕に力を込めさせた。

　地下で体験する大地震はいっそう凄すさまじかった。ドーム型の屋根から絶え間なくコンクリートの破片が降り注いでくる。床に何箇か所しよも亀裂が走った。

「先生、つかまって！」

「もう、どうなってるの!?　市ヶ谷くん、ああっ！」

　次の瞬間、突然ふたりのいた床が崩れた。

「わ、わ――――!!」

「きゃああああああああ!!」

　馨一とみさ緒は、かろうじてお互いの身体からだをつかみながら、果てるともない奈な落らくの底へ急速に落ちていった。

　　　＊　＊　＊

「あった！　丘の斜面の一部が陥没して、穴になっている。まだ土砂が新しい。いまの地震でできた穴だろう」

　上空から偵察していたヘンシェルが、空から降りてきて、報告した。

「わかった。そこから入ろう。急げ。もう日が落ちる！」

　僚りよう冶じが時計を見た。午後六時三十分。オレンジ色に変わった太陽が、水平線に没しようとしている。

　逸はやる一行は、道なき道を懸命に這い登り、寸刻を置かず、地面の穴へとたどり着いた。

「市いちヶが谷やァ、待ってろよォ！　いま行くぞォ！」

「おい、待て」

　僚冶が言う。

「流ながれ山やま、それに九く品ほん仏ぶつはここで待機していろ」

「えェ!?　どうしてですか、先生。オレたちも市ヶ谷を……」

「全員で行って、遭難したら誰だれが助けるんだ。それに市ヶ谷たちが自力で出てくる可能性だってある。そのときのために、ここで待っていろ」

「まァ、そうスけどォ……」

　まだ不満そうな流山を、九品仏が無言でなだめた。ふたりは崩落した地下通路の入り口で待機となる。

「行ってくる。いいか、二時間経たっても戻ってこないときには、学園へ連絡しろ。高等部の教員寮にな」

「きっこ、いってくるでありますー！」

「あとを、たのむ」

「アデュー！　みなさん、またデス！　戻ってきたら、チューしてあげマスよ、ハハ！」

　僚冶ときっ子、ヘンシェル、フォルゴーレの四人が、けっきょく地下へ潜っていく。その光景を見送りながら、流山がつぶやいた。

「なんか、できすぎじゃないのかァ……」

　隣で九品仏が頷うなずいている。

「……いいなァ……」

　一方、地下へ下りた四人は、さっそく進み出していた。

　僚冶の持つ懐中電灯が暗くら闇やみを照らす。しかしきっ子たちアンドロイドは、視覚デバイスの感知光度を極限まで上げることで、暗闇でも視界を確保することができる。

「さあて。もう足手まといもない。どんどん行くぞ」

「私たちアンドロイドだけなら、もしものときでも生徒を犠牲にせずに済む、そういうことだな」

　歩きながら、ヘンシェルが言った。

「もちろんだ」

　僚りよう冶じの答えは、あくまでクールだった。

「それでいい」

「きっこ、へーかのためならなんでもへいきであります！」

「フフン、こんなことだと思ったデス。ミの力を見せてやるチャンスね。ミが救い出したら、アモーレ、ミにメロメロになるデス！　こんな連中、出し抜いてやるネ！」
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「痛……う……先生、先生？」

　馨けい一いちは激しい痛みを全身に感じながら目を覚ました。最初は上下の感覚すらわからなかった。

　重みを感じる。自分の上に誰だれかが乗っている。とすれば、みさ緒おしかいない。

「先生！　先生！」

　激しく揺さぶった。

「うう～ん……！　市いちヶが谷や、くうん？　私……え？　ここは!?」

「どこか痛いところ、ないですか？　ケガしてませんか、先生？」

「え、ええ。ちょっと、足をひねったみたい。なんだか」

「立てますか」

「このくらいなら……でも……懐中電灯は？」

　みさ緒はようやく半身を起こした。辺りを見回しても、そこは何も見えない暗くら闇やみだった。馨一の声と、触ることのできる馨一の身体からだだけが、感じることのすべてだ。

「どこかへ、行っちゃったみたいです」

「じゃあ、ここから動けないの!?」

「それを考えているんですけど」

「だいたい、ここはどこなの？　私たち、落っこちてきて……どのくらい落ちたの!?　ここ、地下何メートルくらい……ごめんなさい。そんなの、わかるわけないわよね」

「はい。でも、ぼくもたいしたケガはしてないし、まっ逆さまに落ちたというより、どこかで、滑すべり台みたいに横滑りしてきたんじゃないかと思うんです。普通なら、十メートルも落ちたら、死んじゃうから」

「死……と、とにかく、ここからどうやって出るかを考えないと！　でもこんな暗闇じゃ、這って歩くことしか……ああ、どうしたらいいの!?」

「落ち着いて、先生。しゃべらず、静かにしてみて」

「え……」

　みさ緒は言われた通りに耳を澄すました。

　……ザ～、ザァ～……

　かすかに聞こえるのは……、

「波の、音？」

「あっちから、聞こえる」

　指差しても見えない。馨けい一いちはみさ緒おの手を取ると、ある方向へ向けた。

「なに？　……あれ、は」

　少し離れたところが、ボゥっと光っているのだ。いま馨一たちがいるトンネルの輪郭までがおぼろげにわかるほどだった。

「わからないけど、暗くら闇やみに目が慣れたら、なんだか見えてきたんです」

　どこかから光が射さしている。

「立てますか、先生」

「ええ……んっ！」

「あ、大丈夫？」

「え、あ……大丈夫、よ」

　立ち上がったときにちょっと足が痛んだ。落ちたときにどこかひねったらしい。しかし歩けないほどではない。それよりみさ緒は、よろけたときにすかさず腰を抱いて受け止めてくれた馨一のフォローに、またしてもドキドキする。

（男の子って、やっぱり頼りになるのね……）

　わずか五十メートルほどだろうか。

　馨一とみさ緒は身を寄せ合うように歩いて、明かりの正体、鉄製の大きな扉の前にたどり着いた。この扉の周囲、隙すき間まから、光が漏もれて来るのだ。

「なんなの、市いちヶが谷やくん、これ!?」

「わからない。先生、それより……もしかしたら、出口かもしれない」

「出口なの？　本当に!?」

　トンネル内はもう、扉の隙間から差し込む光で、物の輪郭もハッキリわかるほどだ。

「開けます。う～ん！」

　扉には大きな、やはり鉄製のハンドルがついていた。馨一が力を込めて回す。みさ緒も手を添え、力を合わせた。

　ハンドルが回りきり、そのまま体重をかけると扉が外側にゆっくり、ギシギシと開いた。果たして、外の海岸なのか。あの波の音は……。

「なに、これ、は……!?」

　しかし、そこは外ではなかった。一転して、広大な空間だった。

　見上げると、ちょうど学園の体育館のようなドーム状の天井が見えた。

　大きさもちょうどそのくらいだろう。違うのは、奥行きが数倍あることだ。天井には、多くの照明が瞬またたいていた。

「海だ！」

　馨一たちが立っていたのは、少し高い位置にあるバルコニーのようなところだった。

　そして、目の前に広がる光景の中心に〈それ〉は、鎮座していた。

「潜水艦！」

　馨けい一いちが口走った。

　真っ黒い船体をぬめらせた、巨大な潜水艦がそこにあった。

　波の音に下を見ると、潜水艦の回りまで、水が導かれている。というより、潜水艦と繋つながる長く伸びた桟橋とその付近を除けば、すぐそこまで水が迫っている。ここはまさに小さな港なのだった。

「市いちヶが谷やくん、この船って……」

　間違いなく潜水艦だった。そしてここは、潜水艦の地下ドック、バンカーともいうべき施設だったのだ。そして……、

「イ２０３……」

「何なの、市ヶ谷くん？」

「潜水艦のセイルに書いてある型番です。伊２０３号。やっぱり日本の潜水艦だ。いや、旧日本軍の、っていったほうがいいけど」

　ここは潜水艦の基地なのだろうか。小さく打ち寄せる波と、汐の香りはこの水が海のものであることを示している。

「地下トンネルか何かで、海と繋がっているのかもしれない。ここがきっと、海面と同じ高さなんだ」

「でも、この潜水艦は……？」

　みさ緒おは混乱の中にあった。無理もない。地震で地下へ落ちて、奇跡的に助かったと思えば、こんどは潜水艦だ。息つく暇もなくさまざまなことが襲ってくる。どれをとっても、普通には考えられないほどの衝撃だろう。

「人はいないのかな。下りてみよう」

「え、はい」

　バルコニー状の張り出しの横に設けられていた、地上二階分ほどの階段を下りる。途中でみさ緒が馨一を追い越してしまった。

「市ヶ谷くん？」

「あ、大丈夫。うん、確かに、海だ」

　みさ緒に続いて桟橋の高さに下り立った馨一は、進んで水の打ち寄せるところまで歩いた。その歩き方が、足を引きずっていることにみさ緒は気づいた。

「市ヶ谷く……」

「やっぱりだ。これ、日本軍が作った最後の潜水艦ですよ」

　言葉の途中で、馨一が指差す先を、みさ緒は見上げた。よくわからないが、真新しい潜水艦は真っ黒い船体を小山のように見せている。

　じつは日本海軍が作った外洋型潜水艦としては小型で、セイルの形などもシンプルな伊２０３だったが、それでも排水量は千五百トン近くあった。有名なドイツ海軍のＵボートなどより、ふた回りは大きい。



    

  









    
      「この潜水艦、何かを運んで……」

　そこまで馨けい一いちが言ったときだった。

「い、市いちヶが谷やくん？」

　みさ緒おは奇妙な感覚に襲われて、馨一を見つめた。

「先生も、感じますか。なんだか……」

「ええ、なんだか、変、よね」

　何が変なのか、よくわからない。しかし、何かが変だ。どうにもそう思えるのだ。

　それは、臭においなのか、第六感なのか。

　いや、どうも違う。目を凝らして、はっきり見ようとすればするほど、一種の目眩めまいのような感覚に襲われる。どこか、焦点がぴったりと合わない、そういうものを懸命に見ようとするときの、じょじょに酔ってくるような気持ち悪さ。

「これって……」

「何かしら。この、風景、というか、いま見えているものが、どこか、おかしいのよ」

　そうなのだ。いま回りにある風景。コンクリートの壁や電灯。殺風景だが、確実に存在するはずの風景が、どこかゆらいで見える。立体感が奇妙にない。

　紙の上に描かれたパターンを、目の焦点をずらして見ることで３Ｄに見えてくるトリック。そんな立体感なのだ。そんな現実感のない空間に、馨一とみさ緒はいた。

「でも、ちゃんと歩けるし、触ることも……」

　できる。しかし、壁に触った瞬間、馨一はドキッとした。指先が触れたと同時に、壁が震えたような気がしたからだ。正確には、壁と見えている映像が瞬くブリンクような感じ。

「いま……ん？」

　言おうとした言葉を、馨一は飲み込んだ。また音がする。それも、近い。みさ緒も聞き耳を立てた。

「……人の、声だ」

「市ヶ谷くん……」

　馨一は迷った。助けを呼べるかも！　しかし、何か本能的なものが警告した。

　馨一は身体からだを低くした。みさ緒も素直に頷うなずいて従う。ふたりは物陰へ隠れて伏せた。

　足音が近づいてくる。ザッ、ザッ、という音。数人はいる。話し声。

『……は異常なしと……米英軍の……わが方は……死守……玉砕ぎよくさい……』

　聞こえる。何人かの声。日本語だ。しかし、なぜか聞きづらい。ちょうど、録音した声にところどころエフェクトをかけたような、音が波打つように聞こえる。

　馨一は聞きながら、汗が流れるのを感じた。

（明らかに、この学園の学生じゃない。だとしたら、いったい……）

「市ヶ谷くん……」

　小声でみさ緒が言う。顔を寄せてくる。もうみさ緒と馨一の顔は頬ほおが触れんばかりの近さだった。

「……兵隊？　よね!?」

「うん、日本軍の、兵隊だ！」

　馨けい一いちも眼めを疑った。しかし、確かに見えているのは、カーキ色の軍服を着た、日本軍の兵隊だった。三人いる。屋内なので鉄カブトはないが軍帽をかぶり、足にはゲートルを巻き、長い小銃を持っていた。

「どうして、あんな昔の兵隊がいるの!?」

　みさ緒おが思わず身を乗り出した拍子に、手が床の小石に触れた。ジャリッ、と音が立つ。

『……誰だれ何か！』

　兵隊が振り返った。小銃をかまえる。こちらに気づいた。

「いけない！　先生！」

「市いちヶが谷やくん！」

　馨一はみさ緒を立たせて階段を駆け上がり、もと来た扉の向こうへ逃げようとした。しかしなぜか扉が開かない。ハンドルが動かない。

『止まれ！』

　今度はハッキリ聞こえた。

　ガーン！

　撃たれた。密閉された空間だから、ものすごい反響音だ。弾がどこか壁に当たって、破片が飛び散る音がした。

「市ヶ谷くん！」

　みさ緒はもう、それしか言えなかった。ふたりで、もう一度床にしゃがみこむ。繋つないでいる手を離したら、死ぬ、というように、固く握った。

　ガーン！　ガーン！

　また撃たれた。兵隊が駆け寄ってくる。バルコニーへ通じる梯はし子ごを上ってくる音がした。

「もう、ダメだわっ！」

「先生！」

　すぐに見つかってしまう！　みさ緒が小さくした身体からだを震わせる。馨一が、みさ緒の上に覆おおいかぶさった。

『貴様ら！　この……』

　兵士の声。しかしその言葉は最後まで発せられることはなかった。

　ガクンッ……！

　また激しい下降する感覚が襲ってきたのだ。

　また地震か、と思う。だが地震とは違っていた。突き上げる感じがなく、ただひたすら下降していくような感覚。

「あ！　あ！　先生！」

「市ヶ谷くん!!」

　馨一はみさ緒の腕を握った。ふたりで抱き合うように床に伏せた。

　ゴゥゴゥゴゥゴゥ……。

　地鳴りのような音が響いている。耳一杯に広がって、頭の中を満たした。

「ああああ！」

「きゃああああああ！」

　風も吹いていないのに、身体からだがどこかへ持っていかれそうだった。馨けい一いちとみさ緒おはお互い抱くように身体をつかみあい、床のコンクリートの端を握り締めた。身体があちこちから引っ張られ、バラバラになりそうな感覚が襲う。

　目を閉じても何かが見える。通り過ぎていく何かが。風景が通り過ぎていく。

「くっ！　ああああ！」

　馨一は歯を食いしばって、目を開けた。そして見た。

　山のような潜水艦が、揺らいでいた。

　そこにあるのに、まるで質量を感じさせない、書かき割わりの絵のような。現実感の喪失。

　そして……！

「海が！」

　海が、光っていた。緑色に。海面が光を放っている。なにか、粒子のようなものが解き放たれては、上っていく。光る粒子は、海底から浮かび上がり、そのまま空中へ消えていくようだった。

　ゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴ！

　耳鳴りのような音の中で、馨一は立ち上がろうとした。みさ緒を、抱き寄せる。

「市いちヶが谷やくん！　市ヶ谷くん！」

　みさ緒は両目をつぶったまま叫んでいた。馨一は必死に目を見開き、海を見る。

　海の底に……底のほうに、緑色の光があった。光は明滅しながら、光の粒子を吐き出している。広がり、収縮し、また広がった。

「光……この光は……！」

　バッ、バッ！

　一瞬、空間が白くスパークした。海底から解き放たれた光の粒子が、空間を埋め尽くして爆発したようだった。

　潜水艦が、白くかすんだ。いや、そこにあるのはもう潜水艦ではなかった。限りなく薄っぺらく、質量のないもの。赤、緑、黄色。三色に分解された絵のようなものだった。一色ずつ、光を放つ。膨張する。震動して……。

　消えた。

「うわあああ！」

　一瞬にして、辺りは闇やみに包まれた。

　　　＊　＊　＊

「なんだ、くそ！　また、こいつは!?」

「何が起こっている！」

　衝撃と震動、それに空間の歪ゆがみは、まだトンネル内にいた僚りよう冶じたちをも襲っていた。

　狭い通路が共振していた。もうまともに歩くこともできない。壁が震え、発光し、膨張する。何かが分解する直前のような……。

「あのとびら、ひかってるでありますー！」

　きっ子が前方に、鉄の扉を発見した。全員が、駆け寄る。

「開かない！」

　レバーは溶接されたかのようにビクともしない。

　ガン、ガン、ガン、ガン！

　ヘンシェルがドアを叩たたき始めた。渾こん身しんの力を込めて叩く。ドアを叩き破ろうとする。あまりの力に、腕の人工皮膚が裂けて銀色のベアメタルが覗のぞいた。

「やめろ！　腕が壊れちまうぞ！」

「そんなこと！」

　自分の腕が潰つぶれるのもかまわない、とばかり、ヘンシェルは扉を叩くのをやめない。

「へんしぇる、さがってくださいであります」

　きっ子が過粒子ビーム砲を撃つ態勢を取る。両手からの、最大出力だった。

　小さな蛍のような光が、手のひらの砲口に集まる。白熱したように、光が収束した。
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　突然の終結だった。

　音も、光も、震動もなくなった。そして、辺りは再び暗くら闇やみに包まれた。

「……先生。みさ緒お先生？」

「い、市いちヶが谷やくん？」

　手は繋つないだまま、離れていない。お互いを確かめ合うように、馨けい一いちとみさ緒は手探りで身体からだに触れ、抱き合って立ち上がった。

　バルコニーではなく、その下の、コンクリートの上に倒れていたようだった。

「何が、起こったの？」

「わからない、でも……」

　激しい頭痛がする。嘔おう吐とをこらえるので精一杯だった。グラグラと目眩めまいもした。

　頭の中を、グチャグチャにかき回されたみたいだった。目の前のみさ緒も、どうやら同じ辛つらさを味わっているらしい。ときおり咳せき込み、身体を震わせた。しかし二人の身体は、熱があるように熱い。

　さっきまで感じていた海の臭においはそのまま。小さな波の音もする。

　暗闇に目が慣れてきた。

　ドーム型の天井にびっしりと、緑色の苔こけが繁殖していた。

「ない！　潜水艦が！」

　振り仰いでも、そこにあるはずの潜水艦はなかった。ただ、ドーム状の空間が広がっているだけ。照明も消えているのに、この明るさは……。

「どういうこと……もう、何がなんだか、わからないわ！」

　力なく崩れていきそうになるみさ緒おを、馨けい一いちは力を込めて抱きとめた。

「わからないけど、ここは、さっきと同じ場所のはずだよ。一瞬で、ずいぶん変わってしまっているけど……」

　そういえば、立っているところのコンクリートもひび割れたり、剥はがれたりで、コンクリート自体がずいぶん劣化していた。そう、できてから、数十年を経たように……。

「市いちヶが谷やくん、海が……！」

「あれは……あの光！」

　海を見ると、まだ緑色の光が残っている。海の中に、脈動するように瞬またたいていた。それを見た馨一は、ゾッ、とした。何か本源的な恐怖を感じさせる、そんな光だった。

「でも市ヶ谷くん。私たちここから、どうやって……」

　ガンガン！　ガンガン！

　言いかけて、みさ緒は突然の激しい音に言葉を飲み込んだ。

「扉を、叩たたく音だ！」

「さっきの兵隊が、向こうからも来ているというの!?」

「わからない、でも！」

（もし、さっきの兵隊たちなら、扉が破られるのは時間の問題だ！）

　馨一は辺りを見回した。

「先生。海から逃げて」

「ええ!?　無理よ！　それに、市ヶ谷くんは!?」

「ぼくはもう、これ以上逃げるのは、無理みたいだから」

「どうして!?　いままでだって！」

「じつは、最初に落ちてきたときに、足を痛めて。折れてはいないみたいだけど」

　みさ緒は驚いて、馨一の足もとにしゃがみこんだ。

「こんなに！　どうして!?」

　馨一の右足の足首が大きく腫はれ上がっていた。まるで、ソフトボールのボールでも入っているかのような大きさだった。触ると、ひどく熱を持っている。

「あ、痛！」

「ごめんなさい。でも、どうしてこんな……」

　みさ緒は混乱した。

（どうしてこんなになるまで……いいえ、こんな足で、私の手を引いて、私をかばったり！　それに較べて、私はちょっと足が痛むくらいで、全然怪け我がしても、腫れてもいないのに……あぁ！　なんていうことなの！　私って、なんて、バカな……！）

　ガン！　ガン！

　扉を叩たたく音が続いている。どんどん、大きくなるようだ。

「先生、急いで！　先生一人なら、泳げるでしょ。この海は絶対、外の海へ通じてるはずなんだ。潜水艦が、外から入ってこれるようになっているはずだから」

「そんな！　私ひとりで……！」

「いや、大丈夫。先生ならできるよ。ぼくが思うんだけど、おそらくこの先、トンネルみたいになってるけど、それが何キロとか、そんな長さあるとは思えない。最初にぼくたちが落ちた、監視所のあったところは、もともと海の近くだしね。だから、がんばれば泳ぎ着けるよ」

「できないわ！　私ひとり……」

　言いかけて、みさ緒おはハッ、とした。

（私、ひとりじゃできない、なんて言って！　まだ市いちヶが谷やくんに頼ろうとしてる。バカ！　それでも教師なの！　そうよ、私は教師なんだから。市ヶ谷くんは生徒なのよ！）

「市ヶ谷くん！　隠れて！　先生に任せて」

「ええ!?　そんな、危険です！　逃げてください。ぼくに……」

「いいえ！　市ヶ谷くん、私、いままで頼りない先生で、ごめんなさい。それに、いまだって、何ができるかなんてわからない。何もできずに、また足手まといになるかもしれない。でもね。私は先生なの。先生は、生徒を守る義務があるのよ」

　みさ緒はそう言うと、音のする扉へ走った。一階の扉だった。

「先生、危ない！」

「市ヶ谷くん、隠れていなさい！　先生の、言いつけよ！」

　そう言うと、扉を身体からだで押さえた。

「そんな、先生」

　馨けい一いちも扉へ向かった。しかし走れない。足を引きずりながら歩いた。

「ダメ！　市ヶ谷くん、来ちゃダメ！」

　ガンガン！　ガンガン！　ガンガン！

「先生！」

　バキバキバキッ！

「きゃあああああ！」

　扉が内側から開いた。蝶番ちようつがいごと外れるように。みさ緒は扉に弾はじかれて倒れた。そして……。

「うおおおお！　何だァ、こりゃあああ！」

　聞き覚えのある声。身長差のある二人組、といえば……。

「先輩！　流ながれ山やま先輩！　それに、九く品ほん仏ぶつ部長！」

「おおお！　市ヶ谷ァ！　無事だったかァ！」

　懐中電灯の光が、馨一を照らし出す。

「先輩、どうして……」

　ガァァァァン!!

　しかし二人の会話は、上の方で起こった爆発に似た大音響にかき消された。

「なんだ！」

　二階部分の扉が吹き飛んで、今度こそ姿を現したのは……。

「さんまいめのとびらでありますー。もうとびらはないでありますか!?」

「もうない。この先は……これは、何の空間だ!?」

「きっ子、ヘンシェル！」

「その声は……」

「ケーイチ、ケーイチなのだな!?」

　バルコニーからきっ子とヘンシェルが見下ろしている。僚りよう冶じもいた。懐中電灯を振る。

「おォー！　きっ子ちゃん！　ヘンシェル嬢も！」

「おまえら、何してんだ！　外で待ってろって行っただろうが！」

　僚冶が上から怒鳴る。しかしその声は笑っていた。

「いやァー、最初はおとなしく待ってたんですがねえ、どうしても後輩の危機に、おとなしくしていられなくなってェ。ねえ、部長」

　傍らで、大きな槌つちを持った九く品ほん仏ぶつが頷うなずく。どこから見つけてきたのか、どうやらこの槌で扉を破壊してきたらしい。

「先輩、部長！　それに、きっ子に、ヘンシェル、荒あら先生も……、そうだ、先生！」

　馨けい一いちはみさ緒おを捜した。さっきの扉が壊された拍子に……。

「大丈夫よ、市いちヶが谷やくん。私なら、ほら」

　みさ緒は鉄製の扉で打った背中を押さえながら、手を振った。じつは相当痛いのだが、これしき、と思う。

「良かった。先生も！　これでみんな……」

　ザバアアアアアッ！

　突如海の一部が大きく盛り上がった。それは、馨一が立っていた桟橋のすぐ近くだった。飛ひ沫まつとともに、触手のようなものが伸び、馨一の身体からだを搦からめ取る。

「うわ、あああ！」

　一瞬の出来事だった。バルコニーにいたヘンシェルも虚を衝つかれた。とっさに飛んで馨一を助けることができなかった。

　突然現れた触手は、一瞬で海へと没した。もちろん、馨一を捕まえたままで。

「へーか！」

「ケーイチ！」

「い、市ヶ谷ァ！」

「……（驚）!!」

　しかし、誰だれよりも驚き、悲鳴を放ったのは、みさ緒だった。

「きゃあああああああ！　イヤああああ！　市いちヶが谷やくんんん！」

　目の前で、馨けい一いちが海へ引きずりこまれたのだ。ようやく助かった、と思ったそのときに。その瞬間に。

「どうして！　どうしてえ！　市ヶ谷くん、せっかく……私を、私をあんなにまで……あああああ……!!」

　みさ緒おはその場に崩れた。両手を床について、身体からだを支えるのが精一杯だった。大粒の涙が次々あふれ、床にこぼれ落ちた。

「市ヶ谷くん……私、市ヶ谷くんを……」

　ダバアアアアッ！

　再びの水飛沫。そして、海からぽっかりと顔を出したのは……

「ハァ～イ！　みんな、お揃そろいデスか！　ちょうど良かったネ。アモーレも、ほら、このとおりネ！」

　もちろん、フォルゴーレだ。そしてフォルゴーレのすぐ隣に、馨一が浮上する。

「プハッ！　何するんだよ！　ひどいよ、フォル！　許さないぞ！」

　ようやく、フォルゴーレの自在に動く髪から解放されて、馨一が強く抗議する。

「アハハハ！　ジョーク、ジョークね！　アメリカンジョーク！　みんな、気持ちはりつめすぎネ、だからちょっとしたジョーク、してみたネ！」

　なんと。海から馨一を襲って引きずり込んだのも、フォルゴーレ流の冗談だったのだ。それがなぜアメリカンなのか不明だが。

「ヤツめ、やはり……いないと思ったら」

「ふぉるごーれ、ひどいであります。へーかをいじめないでほしいでありますー！」

「やれやれ、だな」

　ヘンシェル、きっ子、僚りよう冶じが言い、ため息をついた。

　フォルゴーレは、途中で地下の海と繋つながっている水路を見つけて、ここまで泳ぎ着いてきたのである。水中戦用アンドロイドのフォルゴーレなら、児じ戯ぎに等しいことだった。

「え、え……なんなの？　これって、ただの、冗談だと言うの……私って……」

　ひとり、涙をあふれさせたみさ緒は、あまりの成り行きに呆ぼう然ぜんとするばかりだった。

（この学園の生徒たちって、どうなってる、の？　市ヶ谷くん……）

　ようやくにも解放されて海から上がった馨一は、やっとのこと、全員と合流することができた。きっ子、ヘンシェルに絡みつかれ、流ながれ山やまにどつかれ、九く品ほん仏ぶつに抱え上げられる。もちろん、足を怪け我がした馨一のためだった。

「さて、戻るぞ！」

　僚冶が言い、全員が一団となって、いま来た地下道を引き返した。すでに地下道は、苔こけむして打ち捨てられた廃はい墟きよの道でしかなかった。

「先輩たちも、あれを見たんですか？」

　けっきょく九品仏に背負われた馨一が尋ねる。

「あれ？　あれ、って何だ？　オレたちはずーっとこの苔こけだらけの地下道を懐中電灯頼りに進んできたんだぞォ。あれって、何だよォ！」

「いや、なんでも、ないんです」

　流山たちは見なかったという。しかし、みさ緒おは馨けい一いちといっしょに見た。

　あの光景を。まるで、時間が弾はじけ飛ぶような、あの感覚を……。



    

  
    
      


ｃｏｎｃｌｕｓｉｏｎ



　合宿所に全員が戻ってきたときには、すでに夜の十時を回っていた。

「市いちヶが谷やくん！　荒あら先生、みんなも！」

　飛ぶように迎えてくれたのはゆひだった。

「嵐山あらしやま……じゃない、流ながれ山やまはー？　いるのー、流山ー！」

　めぐみは真っ先に流山を捜そうとする。

「まあ、ともかく全員無事で、なによりじゃなくて。生徒はすなわち、生徒会の会員、わたくしの部下、のようなものですものね」

「……そうかな」

　黎れいが冷静に待っている間も、実はリオナはずっとソワソワし続けて、部屋と合宿所の入り口を何往復もしていたのだ。

「ゆひちゃん！　響織きよう子こさんも、それに、リオナたちも！」

　馨一はこうして再びみんなと会えたことを、心の底から喜ぶ気持ちでいっぱいになった。リオナたち、生徒会の面々ですら、会えたうれしさで抱きつきたいほどだった。

「あれ。由ゆ佳か里りさんは」

　馨一の言葉に答えたのはゆひだった。

「そうだ。由ゆ佳か里りさん、荒あら先生たちが出かけてからずっと、部屋にこもって、お祈りをしてたのよ」

「お祈りを……ぼくたちのために」

「私、由佳里さんを呼んでくる。みんな無事に戻った、って……」

　しかしゆひのその必要はなかった。馨けい一いちたちが戻ってきた物音を聞きつけて、由佳里が外へ出てきたのだ。

「由佳里さん！　いま、戻りました。心配かけて、すいません」

　由佳里は頷うなずくと、かすかに微笑ほほえんだ。その瞳ひとみから、涙が一筋、こぼれた。

「みなさん無事で……。きっと、何かが……神様が、守ってくださったのですね」

「神様が……はい、きっと」

　馨一が答える。背後からきっ子が抱きついた。

「へーか！」

　しかし驚くのはこれだけでは終わらない。サッ、と腕をとるのは、

「ケーイチ！」

「ヘンシェル！」

　きっ子とヘンシェルに囲まれるいつもの図。馨一は笑い出したくなった。

「あはは、あは……あ、先生……」

　背後を振り返った。みさ緒おがいた。

　ちょっと、困ったような顔をして、でも、微笑んでいる。

「市いちヶが谷やくんの彼女たちには、適かなわないわね。でも……」

（みんないい子たち。この学園に来てよかった。私ももっと、がんばる！）

　まだまだ事情はわかっていないものの、気持ちは前向きな、みさ緒先生だった。



    

  









    
      


あとがき



　学生や生徒だったころ、女の先生がやたらまぶしく、ドキドキした……なんて経験は、じつはないです（笑）。

　ぼくの通っていた小学校も中学校も、女性教師はみんな、今で言う天童よしみやアジャ・コングのようだったので、単に女性の先生だ、というだけでした。

　でも、教育実習に来る教生の先生は、若くてみんなかわいかった。よく考えたら、先生といってもほとんど大学生だったわけだし。

　今でも憶えているのは、高校のときに来た教生先生です。今で言う（こればっかし！）、佐藤藍子の目と耳を少し小さくしたような、とてもかわいい先生でした。紺のブレザーに白いブラウスが、すごく似合っていて、年月のバイアスがかかっている分だけ、確実に美人だったと思います。

　ぼくは写真部、という立場を利用し、体育祭の観客席にいる藍子先生（仮名）をほとんど盗撮したりしました。男子高校生、せいぜいがんばったな、という感じですね。

　ところが後日、この藍子先生は、角刈りの体育教師の婚約者であり、もうすぐ結婚するのだ、ということがわかりました。

　その高校の卒業生でもあった彼女は、つまり、在学中に体育教師と知り合い、付き合い始めて、数年後、婚約、ということですね。付き合い始めたのが在学中からなのか、卒業後なのか、という微妙な点は、本人たちしか知らないでしょう、と思いつつも、絶対在学中から付き合ってただろコノヤロー！　と確信します。

　えー、男子高校生は、この事実に愕然とし、世の中の無常と不条理と不公平をマキシマムに感じながら、体育教師への怒りと羨望とで目の前が真っ暗や真っ赤になり、思わず、何もしませんでした。また、藍子先生と体育教師のデート、などを想像し、言いようのない虚無感、には襲われず、単純に、「いいな～」と興奮したものです。

　以上、事実です。少々誇張はありますが。



　きれいな女の先生にやさしく教えてほしい、というのはしかし、万国の男子生徒共通の願望だ！　と言い切れます。ええ、もう、絶対。

　今回のみさ緒先生のエピソードは、そんな願いを多分に込めた、一種の閑話休題スペシャル版です。夷皇島の謎も（ちょっと出てくるけど）、ネオ・ナチの敵も、お休みをいただいてます。

　いつもと違う、ちょっとのんびりした雰囲気で楽しんでいただければと思います。



　２００３年　すずきあきら
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